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「主文。被告人を死刑に処す──」

　裁判長が判決を言い渡す。

　だがそれに続く言葉は、女性の金切り声によって止められた。

「人殺しっ！」

　声をあげたのは、傍聴席の最前列に座っている女性である。

　白いワンピーススーツを着た、二十代半ばくらいの線の細い美人だ。

　検察官席に座っていた七なな階かい堂どう大だい樹きは、傍聴席に視線を送る。

　大樹はその女性のことを知っていた。

　被告人の妻である。

　期日のたびに傍聴席から大樹のことを睨にらみ付けていた、芯しんの強そうな女性である。

「人殺しっ！　七階堂大樹っ！」

　女性は傍聴席を区切る柵さくに手をかけて、法廷内に侵入しようとする。

　だがあっけなく警備員に取り押さえられ、そのまま退廷させられてしまった。

「七階堂大樹っ！　人殺しっ……人殺しっ……！」

　女性の声がだんだん遠ざかっていく中、引き続き判決文が読み上げられる。

　裁判長の声だけが響く法廷で、大樹は自分の過去を思い返していた。




　大樹が小学校四年の頃、彼の父親は殺人の罪で無期懲役となった。

　密室での圧迫的な取り調べの末、気の弱かった彼はやってもいない罪を自白し、そしてそれが決め手となり、有罪の判決が出されたのだ。

　このときに大樹の将来の目標は決まった。

　検察官になることである。

　検察の一員になって一生懸命頑張って出世して、検察組織を変えてやろうと思ったのだ。社会正義を実現し、父のような冤えん罪ざいを二度と出さないことを将来の仕事にしようと決めた。

　それから大樹は猛勉強を始める。

　父親が収監されているため、生活は困窮を極めた。そこで大樹はバイトで学費を工面しながら机に向かい、司法試験を受験した。

　一度目こそ失敗したものの、二度目の受験はヤマが当たったこともあって、ギリギりながらもなんとか合格できた。そして一年の司法修習を経て、ようやく検察に任官したのである。

　逢おう坂さか地検に配属された大樹は今年で二年目。

　現在、二十八歳である。

　勉強ばかりしてきたせいで、この年になって未いまだに彼女ができたことがないが、それも父のような犠牲者を出さないためだと思えばなんでもない。

　そう思っていた。

　公判部所属になった大樹の仕事は、捜査部から渡される証拠を元に、法廷で被告人を有罪に導くことだった。

　不法入国や窃盗などの小さな事件から、政治にかかわるような大きな事件まで、毎日のようにたくさんの証拠が大樹の元に送られてくる。

　だがその中に、偽造された証拠が時折混ざっていることを、大樹はうすうす気づいていた。

　逢おう坂さか地検には、組織的に証拠を偽造する慣習があったのだ。

　悪質な犯人であればあるほど、証拠を巧みに隠滅して罪を免れようとする。しかしそういった者を、証拠不十分を理由に不起訴にしていては、社会正義を実現できない。

　だから悪を裁くには多少の証拠偽造も必要悪──。

　そう割り切って、大樹は見て見ぬふりをしていた。

　いつか自分が出世してから組織を変えてやる。

　そう考えて、誤った方針だとは思いつつ組織に従っていた。

　──だが。

　法廷で女性の叫び声を聞いたとき、大樹は確信した。

　今回の事件は冤罪であると──。

　押収された証拠品の中にＵＳＢメモリーが存在したが、その中の日記の日付と被告人の供述とに食い違いがあり、被告人のアリバイが崩れた。それが有罪の決定打となった。

（やっぱりあれは、捜査部がデータを改ざんしたものだったんだ。被告人は冤罪なのに死刑判決を受けたんだ……）

　逢おう坂さか地検は決してしてはならないことをしてしまった。

　いや、大樹が知らなかっただけで、今までもたくさんの無む辜こが牢ろう獄ごくに入れられていた。そう考える方が自然だろう。

　大樹はついに取り返しのつかない領域に足を踏み込んでしまったのだ。




　ぼんやりと考え事をしているうちに判決は言い渡され、そして結審した。

　大樹は六法全書だけを片手にエレベーターに乗る。そして考えていた。

（俺は証拠偽造の事実を知らなかった。だけどそんなのは言い訳にはならない。調べる機会は何度だってあったんだ。でも俺は組織に意見することができなくて……）

　冤罪をなくすために検察官になったのに、気がつけば作り出す側に回っていた。

　巨大な組織に飲み込まれ、自分の意思をなくしていた。

　だがまだ間に合う。

（担当弁護士に、証拠偽造の話をしよう。そして控訴して絶対に無罪を勝ち取ってもらわなきゃ。俺はそのために検察に……法律家になったんだ！）

　そんなことをしたらもう検察庁にはいられないだろう。子供の頃からの夢は途絶えることになる。だがそれでもいいと思った。

　大樹は強い決意を胸に裁判所庁舎から出る。

　そのときのことだった。

　──ドンッ。

　重く、にぶい音。腹に強い衝撃を感じた。

「七階堂大樹っ……！」

　憎悪のみなぎる声がする。胸元には女性の顔があった。真っ白いワンピーススーツを着た女性が、血走った目で大樹を睨み付けている。

「あなたは……！」

　被告人の妻である。どうやら庁舎の外で大樹を待ちぶせしていたらしい。

　──刃渡り二十センチの文化包丁で、大樹の心臓を一突きするために。

「奥さん、こんなことしちゃ駄目だっ、ここは……！」

　言葉とともに口から大量の血が溢あふれだした。女性のワンピースが返り血で真っ赤に染まる。腹に食い込んだ包丁は、えぐるような角度で下から上に向かって刺さっていた。

「こんなこどっ……」

　それ以上は声にならない。

　周りがざわついている。女性の悲鳴と警備員の声が聞こえる。












（こんなことしちゃ駄目だ……。控訴して無罪を勝ち取るんだ）

　ぐらりと視界が揺れた。

　スローモーションな時間の中で、粘度の高い大気を押し退のけて、身体が倒れていく。

（畜生……検察のやり方は間違ってるって、もっと早くに声をあげていれば……）

　大気が水みず飴あめのようにうねる。

　灰色の空が赤く染まり、視界が何重にもぶれる。

　大地と意識と身体とが、どろどろに入り混じって溶けていく。

　やがて平衡感覚がなくなり、猛烈な吐き気に襲われ、自分が立っているのか浮いているのかもわからなくなった。

（死にたくないっ……こんなところで終われないっ……！）

　体中の感覚がまるでないのに、右手に持った六法全書の重さだけは妙にはっきりしている。

　眠りに落ちる直前のように頭がはっきりしない。

　自分と世界が一つに融合してしまったかのような酩めい酊てい感の中、大樹は仰向けに倒れていく。

　そして──気がついたときには寝ころんでいた。







　かがり火でオレンジ色に照らされた、冷たい大理石の上に──。






第一章　異世界の弁護士バリスター










第一話　エルフの巫み女こさん






「うっ、くぅぅっ……」

　頭がぐわんぐわんして、意識がはっきりしない。

（とにかく奥さんを止めないと……！）

　大だい樹きは顔を上げた。

「奥さんっ！　俺は刺されても仕方ないとは思いますけど、いっぺんガチで落ち着きましょう！　ここは裁判所の敷地ですしっ！　裁判所のっ……！　……裁判所の…………裁判所のぉおぉっ!?」

　大樹は薄暗い建物の中にいた。

　石造りの壁に囲まれ、吹き抜けの天井は見上げれば首が痛くなるほどに高い。

　壁には窓が一切なく、あちこちでかがり火の焰ほのおが小さく揺れていた。

「ここはっ……！」

　床にはピカピカに磨かれた大理石が隙すき間まなく敷きつめられている。

　草の汁のようなもので描かれた二重の魔方陣が、床に寝ころぶ大樹を中心にして描かれていた。

　どうも西洋風の神殿の中にいるようだ。

「こりゃ、まさか……」

　大樹も中高生の頃は人並みにラノベくらい読んでいたし、今だって暇なときはネット小説を読むこともある。それゆえに今の自分の身に起きている状況を、半信半疑ながらも推測することができた。

「これって……まさか、お決まりのアレじゃないだろうな……」

　お決まりのアレ──。

　もちろん、『異世界召喚』である。

　日本に住んでいる平凡な青年がトラックにはねられたり、神様の気まぐれだったりで、ひょんなことから異世界に飛ばされてしまう──。

　ある意味、よくある話だ。

「マジかよ……。つってもそうじゃないとしたら、何がどうなってんだ？」

　意識を失う前は確かに裁判所の前にいた。

　それは何時間も前のような感じもするし、ほんの数秒前のような気もする。

　ともあれ今は神殿のような建物の中にいた。テレビのドッキリだとは思えないが、本当に自分が異世界に召喚されたなどとは、にわかには信じがたい。

「ここどこだよ……って、その前に！」

　大樹は自分の腹に視線を落とした。スーツとワイシャツには、包丁に貫かれた跡がくっきりと残っているが、血は一切ついていない。身体もなんともなっていない。

「くぉぉぉっ……とりあえず助かってるっぽい！　刺されたのは夢か？　いや、スーツ破れてるしなぁ。この場合、奥さんは殺人罪を免れたから、殺人未遂罪か？　いや、スーツを破いただけだから器物損壊罪かなぁ。とりあえず銃刀法違反にはなるか……」

　法律家の癖である。つい事件の法律構成について考えてしまう。

　大樹は唯一の荷物である六法全書を開く。

　そのとき、彼の視界の端に、白いワンピースが映った。

「まさか、あの奥さんも一緒かっ!?」

　大樹は米つき虫のように跳ね起きる。するとそれに驚いたのか、白い洋服の裾すそがふわりと揺れた。

「あれ……？　君は？」

　目の前にいるのは白い長なが衣ぎぬをまとった一人の少女だった。

　滑らかなシルクの布をゆったりと身体にまとっているが、かがり火のわずかな灯あかりを受けて、中が透けて見える。

　枝のように細い足首。すらりと伸びた円えん錐すい形の美しい脚。なだらかな下半身のラインは、腰に向かって急激に鋭角のくびれを作り出す。

　その上にはほどよい膨らみが二つ、布をぐいと押し上げている。

　薄布越しにうっすらと透けて見えるしなやかな曲線は、宗教画の女神のような神々しさを感じさせる。

　だが大樹がさらに驚かされたのは、少女の顔であった。

　やや垂れ気味で切れ長の青い瞳と高い鼻。さくらんぼのような小さな唇。目を合わせることすらおこがましいような、圧倒的な造形美である。

　そして頭には、絹よりも滑らかなプラチナ色に輝く金髪が伸び──それを突き抜けて、笹の葉のように尖とがった耳が出ていた。

（この子……エルフだ……！）

　エルフとは、映画やファンタジー小説でおなじみの亜あ人じんである。

　細身で美しく、月の光で金髪をくしけずる不老不死の種族。

　長い耳がなによりの特徴だ。

　今までテレビや映画ですら見たことのない、神秘的な美しさを備えた少女の姿に、大樹は言葉を失った。

　アホまるだしで口をぱくぱくさせたまま少女を見ていると、彼女は不安げに口を開く。

「ヤクィルァ、ディズァルウェストゥ……バリスター？」

　柔らかい言葉は、聖歌のメロディのように心地よく大樹の耳に流れ込む。まるで鼓膜でハチミツを舐なめているようだ。

（うわぁ、とろけるぅ～……この声を一日中聞いてたい……）

　ただし──。

（何をしゃべってるのか、さっぱりわかんないけど……）

　エルフの少女の奏でる言葉を大樹がうっとりと聞いていると、何かを思い出したのか、少女は胸にぶら下げていたペンダント石を手に握り締め、不思議な呪文を唱え始めた。

「セィキュール・ウィスレム・リィトゥール・ラティエム……レスァニア漂うリースゥン、集めてウィクゥ我らのウェルレァスン言葉を同一次元になさしめたまえ」

「なんか途中から日本語が混ざってなかった!?」

　大樹が思わずツッコミを入れると、少女は申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめんなさい。『言語を相転移させる聖遺石レリクス』を使うのを、うっかり忘れていました」

　水飴のようにまろやかな外国語をしゃべる美少女もいいが、流りゅう暢ちょうな日本語で話す金髪エルフはなおいい。

　だが急にペラペラの日本語を使い始めた上、わけのわからない設定を語り出すあたりなんだか非常にインチキ臭い。やっぱりドッキリなのではないかという気がしてしまうし、むしろそう考える方が自然だ。

（さて……なんと言って問い詰めようかなぁ……）

　相手が男であれば、「俺をからかってんのか、うらぁっ！」とでも怒鳴ればいいのかもしれない。しかし目の前にいるのは、目を合わせることすら憚はばかられるような絶世の美少女である。

　大樹が言葉を選んでいると、エルフの少女が先に口を開いた。

「あなたさまは、弁護士バリスターさんという方ですか？」

「えーっと……」

　大樹は検察官である。つまりは弁護士の敵だ。

　しかし司法試験に合格して、司法修習を修了している以上、弁護士になる資格を一応は持っている。だがそんなややこしいことを、青い瞳の金髪お嬢さんに話したところで通じるとは思えないので、大樹は説明を大幅に簡略化した。

「えー、……まぁ、そんなもんだけど」

「よかった！」

　少女はしなやかな指を胸の前でぎゅっと握り締める。

「急いでおります！　わたしの大事な……大事な妹が起訴されてしまいました！　刑事被告人として裁判にかけられようとしています！　お願いです、妹を弁護してくださいっ……守ってください！」

　少女が大樹に詰め寄る。身長百七十五センチの大樹よりもやや低いので、おそらく身長は百六十センチくらいだろう。

　至近距離で見ると、彼女の美しさがより際立って見えた。

　年はまだ十六～七といったところか。メイクをしていないのに、肌はミルクのように滑らかで、濡ぬれたようにしっとりとしたまつげは一本一本が花のめしべのように長い。ブルーの瞳は光彩が透き通っていて、南国の海のようだ。

「お願いします！　あなたさましか頼れる方はいないのですっ！」

　少女の息が甘く香る。

　白ワインのようなフルーティーな香りが大樹の脳をとろかしていく。

（あぁ～、幸せ……。頭がくらっくらする……）

　脳みそが頭ず蓋がい骨こつの中でぷかぷか漂っている感じだ。

「お願いしますっ！」

「は……はひ……」

　わけもわからないうちに、大樹は返事をしてしまった。

「ありがとうございます！　それじゃぁ、急ぎましょう！　表にタクシー呼んでますから！」

　エルフの少女は茶色い外がい套とうを羽織り、前を閉じた。スケスケの絹衣で外に出るわけにはいかないので当然だ。

　だがそれはそうとして突っ込まざるを得ない点が一つある。

「タクシーなんかファンタジー世界にあるわけないだろっ！」

「とにかくお早く！　こっちです！」

　大樹は少女に手を握られる。

「は、はふんっ！」

　思わず失禁寸前の声が出てしまった。

（何これ！　この子の手、すんごいやらかいんだけど！　すごく細くて肉なんかそんなについてないように見えるのに、あったかくてぷにゃぷにゃなんだけど！　これはあれだ……ケーキとか作るときのあれ……そう、メレンゲだよ、メレンゲ！）

　少女に手を引かれ、大樹は神殿の中を駆けていく。

（あー、なんだっけ。これ、ドッキリだっけ？　でも騙だまされたなら騙されたでいいや。だってこんなにも、ぷにゃぷにゃなんだもん）

　ちんちんに茹ゆだった頭で大樹は少女の後をついていく。しかし惚ほうけた時間はそう長くは続かなかった。

「お待たせしました！」

　少女が神殿の大扉を開け放つ。天頂には真昼の太陽が輝いていた。薄暗い神殿から急激に陽の下に出たため、まぶしくて目が開かない。

　目を凝らすようにして、大樹はゆっくりとまぶたを上げる。

　すると彼の視界には、見たこともない巨大な生物が映っていた。

「マジかよっ……!!」

　神殿の外に待機していたのは、見上げるように巨大なドラゴンだった。

　全身が真っ赤な鱗うろこに覆われており、身体は蛇のように細長い。長い両腕には、コウモリのような皮膜が張っている。ファンタジーＲＰＧなどでお馴な染じみの飛竜──ワイバーンである。

　頭から尻尾しっぽの先までまっすぐに伸ばせば、新幹線一両分はあろうかという怪物が、地面の上でとぐろを巻いているのだ。

「タクシーって、これかっ!?」

「さぁ、早く乗ってください！　裁判所まではワイバーンが連れていってくれますから！」

　本当だったら逃げ出してしまいたかったのだが、悲しいかな、握られた手を振り払うことができない。怪物に対する恐怖より、美少女のぬくもりを感じていたい欲が勝っているのだ。

「ちょ、待って！　ちょちょちょちょ……うわぁああぁぁっ！」

　ワイバーンの背中に乗せられた途端、怪物は両腕を大きく広げた。二枚の翼は劇場のどんちょう幕ほどにも大きい。

「弁護士バリスターさん、しっかりしがみついててくださいね！」

「い、言われるまでもなくぅっ！」

　真っ黒な翼が一回二回と風を叩たたく。

　そして三回目を叩くのと同時に、二人の男女を背中に乗せたまま、怪物の巨体は蒼あおく澄んだ大空に向かって、高く舞い上がっていった。








第二話　いい旅ゆめ気分






　ものの数秒である。

　大だい樹きは空から地上を見下ろしていた。

　眼下には中世ヨーロッパ風の城じょう砦さい都市が広がっている。

「こ、ここはっ……！」

　石造りの白い壁と赤い屋根瓦がわらとが所狭しと密集して街を形成し、何キロも続く立派な城壁がそれらをぐるりと囲っている。そして城壁の外には、木造平屋の粗末な建物が立ち並び、さらにその周りには広大な緑の田園風景が広がる。

「ここは日本なんかじゃないっ……！」

　風が頰ほおを打つ。

　顔を上げると、遥はるかかなたに数頭のワイバーンがゆっくりと空を飛んでいる姿が見えた。

「ここは本物の異世界だっ!!」

　頰をつねるなんてベタなことをしなくても、確かに実感できる。

　正真正銘、大樹は異世界に召喚されてしまったのだ。

「ここは、神々と香辛料の街、コンディメンデウスです」

　共に飛竜ワイバーンの背にしがみついているエルフの少女が、風切り音に負けないように声を張り上げた。腰まで伸びる金髪が、空気をはらんで空に光の粒子をまき散らしている。

「そしてわたしは神殿で暮らすエルフの巫み女こ──エレナです。十六歳です」

　抜けるような青空を背に、少女は目を細めた。

　薄暗い神殿の中では、かがり火の陰影で大人びて見えた彼女だったが、太陽に照らされたその微笑ほほえみはまだまだあどけない。

（うぉおおぉぉっ！　やっぱり本物のエルフ！　どうりで超可愛かわいいはずだぜっ！）

　エルフと一緒に竜に乗り、城砦都市の空をデート──。












　ものすごい体験である。

「ここって異世界……でいいんだよね？」

　大樹に問いかけに、エルフの少女エレナは少し考えてから返事をする。

「自分の生きている街を異世界と言うのはしっくりきませんが……弁護士バリスターさんのいる世界とは別の世界です。時間と空間と、それに摂理を異にする領域ですよ」

「だよね」

　大樹はワイバーンの背から首を伸ばし、再び眼下に視線を送る。

　白壁と赤い屋根瓦の二色でできた街の中心を走る背骨のような通りは、今日がお祭りであるかのようにたくさんの人でごった返していた。

　豪華な長なが衣ぎぬや簡素な作業服など格好は様々だが、みな一様に中世ヨーロッパ風の装束を身にまとっている。

（まるっきりＲＰＧの世界だな）

　大樹たちのすぐそばを、大きな荷物を胴体にくくりつけたワイバーンが飛び去っていった。

「いきなりお呼びしてすみませんでした！」

　エレナが謝罪する。

「いやいや、気にしないで。異世界に呼んでくれなかったら、俺、刺されて逝いってたし」

「刺された？」

「えーと……蚊に刺されたんだよ、蚊！　俺のいた世界は虫が多くてね、ハハハッ……ハーハハハ、アハハーッ！」

「なにか、大変そうですね」

　エレナは釈然としない顔をしているが、本当のことなど言うわけにはいかない。大樹はワイバーンが向かっていると思われる巨大な建築物を指さした。

「あの建物に行くの？」

　白い列柱とアーケードの組み合わさったその建物は、聖堂のように見えなくもないが、尖せん塔とうや彫像などで飾られておらず、やや殺風景である。形も真四角で、まるででっかい豆腐だ。

「はい、あそこがコンディメンデウス地方裁判所です！」

　エレナは風になびく前髪を押さえた。

（逢おう坂さか地裁から飛ばされて、やってきたのが異世界の地裁か……すごい偶然もあったもんだなぁ）

　なんてことを考えているうちに、大樹はエレナの言葉を思い出す。

　大樹はエレナの妹の弁護をするために、この異世界に召喚されたのだ。これは偶然でもなんでもない。

（弁護士を呼ぶつもりで、間違って検察官の俺を呼んじゃったみたいだけど……でもやることはわかってるし、美少女エルフのために頑張ってみるか！）

　やがてワイバーンは翼でゆっくりと大気を叩たたき、飛行速度を落としていく。そして砂煙を巻き上げながら、裁判所の屋上に静かに舞い降りた。

「弁護士バリスターさん、わたしの都合で勝手に呼び付けておいて、今更こんなことを言うのは失礼だと承知していますが……迷惑じゃなかったですか？」

　エレナは外がい套とうの乱れた裾すそを直してから、大樹に向き直る。青空の下で改めて見ても、やはり彼女はこの世のものとは思えないほどに美しい。ブルーの瞳は水の惑星のようだ。

　そんな彼女に大樹は胸を張って答えた。

「迷惑どころか、俺の方こそ呼んでくれて感謝してるよ！」

　検察官になってからずっと、大樹は人に恨まれっぱなしだった。友人が遊んでいる間にも、必死になって勉強し続けてきたのは、人に憎まれるためではない。人の役に立つためだ。

「俺の名は大樹。君の妹さんの弁護人になるから、すぐに案内して！」

「はい、ダイキさま！　ところで……」

　エレナは大樹が手にしている六法全書を指さした。

「この世界にいらしたときから持ってらっしゃるその本は、一体なんでしょう？」

「これは六法全書っていって、日本の法律が記載されてる本だよ」

「ニホン……？　その本は、別世界の法律書ですか？」

「あ……！」

　このとき大樹は初めて気がついた。

（俺、日本の法律は詳しいけど、この世界の法律のことなんかなんにも知らないよっ！）

　世の中には国際弁護士なる職業があって、日本だけでなくアメリカやイギリスの法律についても精通している人たちはいる。

　しかし大樹には日本以外の国の法律知識などまったくない。

　ましてや異世界の法律なんか知っているはずもない。

　裁判の弁護人をやったところで、大樹は何の役にも立たないのだ。

「えーっと！　あー、エレナちゃん、あのー……なんと言いましょうか……」

　口ごもる大樹の腕をエレナが強く引く。

「もう時間がありません、開廷の時間です！　急いで法廷に向かいましょう！」

「ちょっと待って……！　弁護士っていっても世の中にはいろいろおりまして……あぁぁれぇぇぇっ！」

　大樹は引きずられるようにして、屋上から階下へと連れられていった。








第三話　助けてくださいですにー






　エレナに腕を引かれるがままに、大だい樹きは廊下を駆ける。

「ちょっとホントに待って！　俺、この世界の法律わかんないから！」

「きっと大丈夫です！　もしも裁判で困ったときは、異世界から『弁護士バリスター』なる方を召喚するようにと、母に言われていましたから！」

「それって別の世界の弁護士バリスターさんじゃないの？　本当に合ってる？」

「間違いありません！　弁護士バリスターは、胸にお花のバッヂをつけていると聞いてますから！」

　スーツ姿の大樹の胸には確かに菊の花を模したバッジがついている。しかしこれは検察官バッジである。弁護士バッジはヒマワリの模様だ。

「聞いてる情報が雑すぎるって！　花のバッジくらい、うちの近所の幼稚園児だってつけてるよ！　たんぽぽ組の子とか！」

「とにかくもう時間がありませんっ！」

　エレナは木製のドアの前に立つと、真しん鍮ちゅうのドアノブに手をかける。

「よかった。間に合ったみたい……それではよろしくお願いいたします！」

「ちょっ……！」

　──ギィィィィッ……。

　軋きしんだ音を立てて、ゆっくりとドアが開く。

　その向こうにある光景を見た途端、大樹の息は止まった。

「……ここ、裁判所じゃなかったの……？」

　大樹の目の前には木の長机が置いてあり、その前には椅子が二つ並んでいる。

　これは弁護人席だ。

　法廷にはさらに検察官席と裁判官席に被告人席、それに証言台がある。それはいずれも日本のものとほとんど変わるところはない。

　しかし傍聴席の様子は、まったく異なるものだった。

　傍聴席が日本の何十倍も広く、千人近くは収容できそうな巨大なホールになっていたのだ。

「法廷っつーか、まるでオペラ会場……いや、むしろ古代ローマのコロッセウムだ……」

　裁判官席を中心にして傍聴席は扇状に広がり、すり鉢のように上に向かってせり上がっている。傍聴席は人間でびっしりと埋まっており、とても数えることができない。

「この世界では、裁判は見せ物なんだ……」

　屋内であるにもかかわらず、法廷の中は電気がついているかのように明るい。

　高い壁には大きな窓がたくさんあり、太陽の光を屋内に呼び込んでいた。

　眩まぶしい陽差しは、白大理石の壁に当たって幾重にも反射し、部屋全体を明るく照らしている。

「さぁ、ダイキさま……よろしくお願いしますっ！」

　法廷に入ってきた大樹の姿を見た途端、傍聴人たちの歓声が法廷内に響きわたった。扇状の傍聴席から、大樹たちのいる弁護人席の一点に向かって、声が津波となって押し寄せる。

（すごいな……アイドルかロックスターのコンサートステージに立たされた気分だよ）

　一千人近い傍聴人たちは皆、ローブや胴衣などの中世ヨーロッパ風の服装をしていた。スーツを初めて見たためか、大樹の服をしきりと指さしている。

　弁護人席に視線を送ると、机の上に一冊の分厚い書物が置いてあった。表紙にはアルファベットとも違う奇妙な言葉が書かれていたが、大樹にはそれを読むことができる。

　エレナがかけてくれた『言語を相転移させる聖遺石レリクス』なる魔法のおかげだろう。

　革でできた表紙には、異世界の言葉で『六法全書』と書かれている。

「この世界の六法だ！」

　法律さえわかれば、後は時間を稼ぎつつ丁寧に条文を引けばなんとかなるかもしれない。大樹は興奮気味に『刑法』のページをめくった。




　第２２０条（逮捕および監禁罪）


　　不法に人を逮捕し、又は監禁した者は、三ヶ月以上七年以下の懲役に処する。



　第２２１条（逮捕等致死傷罪）


　　前条の罪を犯し、よって人を死傷させた者は、傷害の罪と比較して、重い刑により処断する。






「これは……どういうことだ……!?」

　大樹は声を震わせる。その様子に気がついたのか、エレナが心配そうに声をかけた。

「ダイキさま、どうかなされましたか？」

「それが……」

　大樹はページをぱらぱらとめくっていく。

　第１９９条、殺人罪。第２３０条、名誉毀損罪。第２３６条、強盗罪──。

　見慣れた罪名。

　なじみある条数。

　そして頭にインプットされている条文の文言……。

「これは……日本の法律じゃないかっ!?」

　大樹は我が目を疑った。紙の素材や印刷方法こそ異なるものの、そこに書かれた内容は日本の刑法そのものなのだ。

（何がどうなってる？　頭が混乱してきた……）

　この世のものとは思えないほど美しいエルフと、空を飛ぶ巨大な飛竜ワイバーン。そして大聖堂のような裁判所──。

　ここが異世界であることは間違いない。

（じゃあなんで、この世界の法律は日本とおんなじなんだ!?）

　大樹が召喚されたように、かつてこの世界に日本の六法全書が輸入されたのか。

　それとも二つの世界が交錯して法体系を共有することになったのか──。

　この世界にやってきたばかりの大樹が、その理由を知るはずもない。

　だが、一つだけ確実に言えることがあった。

「エレナちゃん、安心して……俺、この世界の法律を完璧に把握できてるから」

「ダイキさまっ！」

　エレナが大樹の手を両手でしっかりと握り締める。

「困ったときは弁護士バリスターを召喚せよという母の言葉は、本当だったんですね……！」

「みたいだね」

　法律が同じであるのなら、日本の法律家を召喚すれば十分な戦力になる。

「俺は法律のプロだ。君の妹さんを弁護してみせるよ。ところで……」

　大樹は法廷を見渡した。検察官席には男が一人座っている。あれが異世界の検察官だろう。

　二枚目の青年だが、少々いけすかない感じだ。耳がエレナと同じように長いことからして、彼もエルフなのだろう。

　裁判官席は空席だ。裁判官はまだ入廷していないようだ。

「裁判官は最後に悠々とやってくるんだろうけど、被告人がいないね」

「いえ、いますよ。あそこに」

　エレナは証言台を指さす。しかしやはりそこには誰もいない。誰かがふざけて置いたであろう十センチくらいの人形が、机の上に飾ってあるだけだ。

　黒のワンピースにフリルのついた白いエプロン。頭にはふりふりのカチューシャをつけている。オーソドックスなメイドスタイルだ。

　もっともかなりディフォルメされた二頭身体型をしている。頭でっかちで手足が短く、寸詰まりのキノコのような体型だ。くりくりとした大きな瞳に小さな鼻がちょこんとついた、可愛かわいらしいお人形である。

「証言台の上に人形があるだけだけど、妹さんはどこ？」

「あそこにいるじゃないですか」

　エレナは真面目な顔をして証言台を指さしたままだ。

「えぇっ？」

　大樹は目を凝らす。すると机の上の人形が突然、でっかい頭をぐるんと動かし、こちら側に顔を向けた。

「エレナしゃまーっ!!」

　小さなメイドは、ビー玉のように大きな目をくしゃりと歪ゆがめた。

「ユワワ、牢ろう屋やに入るのイヤですにーっ！　帰ってエレナしゃまと一緒にほかほかのご飯食べるですにーっ！」

　人形のように小さい少女は大声をあげて、びゃんびゃん泣き始める。

「もう大丈夫だよ、ユワワ！　弁護士バリスターさまをお連れしたから！」

「びぇええぇぇんっ！　エレナしゃまは優しいですにーっ！」

　エレナが動く人形と会話している。そんな状況に大樹は突っ込まざるを得ない。

「妹さんって、あれ？」

「はい、ユワワです」

「なんかちっちゃくない？　それに耳も長くないし」

「妹同然に大事な子って意味ですよー！　あの子が実の妹のはずないじゃないですか。ふふふふふっ！」

「ふふふって言われても……」

　エレナはおかしそうにしている。

「俺は異世界に来たばっかりなんだから、説明してもらわないとわかんないって！」

「あの子は妖精ブラウニーの一族です。ダイキさまの世界には妖精はいないのですか？」

「いないと思うなぁ……」

　絶対にいないとは言い切れないが、少なくとも大樹は見たことがない。キャラ作りに必死なアイドルが、「あたし、妖精を見たことがあるの♪　きゅぴりんこ☆」なんてやってるシーンをテレビで見ることはあるが、あれは噓うそだろうし。

　大樹は証言台の少女をまじまじと見つめる。

　証言台でべーべー泣いてる彼女は、身体のサイズこそ小さいが、妖精といった感じはあまりしない。

　妖精といえば、背中に羽が生えててアハハウフフなんて言いながら飛び回っている生き物かと思っていたが、この世界のものはどうも違うようだ。

「あの子、なんかやっちゃったの？」

　大樹の質問に、エレナは首を振る。

「わかりません。わたしがお仕事に出ている間に逮捕されてしまったもので……でも、ユワワが犯罪をするような子じゃないことは、わたしが一番知っています！」

「じゃぁ、検察官が証拠をでっち上げたのかな……？」

「そ……そんなことがあるんでしょうか!?」

　エレナが驚いた顔をする。

「まぁ……可能性の話だけどね……」

　組織に逆らえなかったからとはいえ、大樹が証拠偽造に関与していたことは事実である。彼はエレナの顔をまっすぐ見ることができなかった。




　──ボタリ……。

　天井から粘度の高い緑色の液体が染みだし、裁判官席に垂れ落ちた。

「ダイキさま、始まりますよ」

「なんか汚いのが上から垂れてきたけど……。裁判官が来る前に拭いた方がいいんじゃないのかなぁ」

「それじゃぁ、いつまで経っても始まらないじゃないですか」

「……？」

　どうも会話が嚙かみ合わない。

　──ボタボタボタボタ……。

　そうこうしている間にも、整髪ジェルのようなドロドロの液体は天井の隙すき間まからどんどん染みだしてくる。それはやがて一本の筋になって流れだし、裁判官席に溜たまっていく。そして流れることなくその場にとどまり、ゆっくりと盛り上がり、人の形を作っていった。

「キモッ！」

「ダイキさま、裁判長に失礼ですよ」

「あれが裁判長っ!?」

　椅子の上に落ちた濁った緑色の粘液は、ロウ人形が熱に溶ける様子を逆再生するようにして、法服をまとった裁判官の姿になっていく。

「なにあれ、スライム？　あれが裁判するの!?　ちゃんと裁判できるのかなぁ。知能があるようには見えないし、ひたすらキショク悪いんだけど……」

「スライム自体に知能はありません。でもあの裁判官は、首都にある最高裁のサーバーとネットワークでつながってるんですよ」

「魔法かなんかで？」

「そうですね。わたしたちは『奇跡セルラ』と呼んでいますが」

「『奇跡セルラ』ねぇ……」

　大樹を異世界に召喚したのも、こちらの言葉が理解できるようになったのも、やはり『奇跡セルラ』なのだろう。

「ですからスライムの裁判官とはいえ、ちゃんと裁判ができます。納得いかない場合は、最高裁に設置されたサーバーに問い合わせるように要求できるそうですよ」

　二人が会話を続ける間に、スライムはすっかり裁判官の姿になってしまった。壮年の男性裁判官の形をしているが、半透明で奥の壁が透けて見えるのが、なんだか妙に落ち着かない。

　ゼリーのような裁判長の口元がゆらゆらと動き始めた。

「それデは始めマす。被告人は証言台の前に立っテこちらを向いてくださイ」

　どこから言葉を発しているのかははっきりしないが、ともかくスライムの裁判長は片言ながらもしゃべり始めた。

　いよいよ異世界での裁判のスタートである。




（さてと……）

　召喚される前は検察官席に座っていたが、今は反対側の弁護人席に座っている。なんとも不思議な気分だ。

「被告人は氏名と住所を述べテください」

　裁判長の問いかけに、証言台に乗っている小さな妖精は大声で返した。

「ブラウニーのユワワですにー！　おうちはエレナしゃまの神殿ですにー！　ユワワ、毎日ちゃんといい子にしてるですにー！　人さまのものなんか盗んでないですにーっ！　びぇええぇぇんっ！」

　小さな妖精のメイドは短い手足をばたつかせながら、机の上で転がり回っている。

（人間サイズの被告人があんなに暴れ回ってたら、速攻で手錠をかけられちゃうな……）

　ユワワは手のひらサイズなので、一人では証言台のテーブルから降りることすらできないだろう。どうやら彼女は窃盗罪で起訴されたらしいが、あんなに小さな妖精がどうやって盗みを働くというのか。

「……あの子の言う通り、濡ぬれ衣ぎぬかなぁ」

　大樹の独り言に、エレナが返事をする。

「もちろん、そうに決まってます！」

「何を盗んだってことで、ユワワは起訴されたの？」

　エレナは自信なさそうに答える。

「詳しくは知りませんが、日記帳を一冊とか……」

「えー！　普通だったら、そんな微細な窃盗で起訴されることなんてないって！」

「普通だったら……ですか？」

「俺のいた国だったら、警察署でお叱しかりを受けて帰してもらえるレベルだよ。起訴するなんて、随分乱暴だなぁ。こっちの世界はいつもそういう感じなの？」

「人間だったら起訴されないのですが、あの子は亜人だから……」

　亜人とは、この世界に住む人間以外の知的生物の総称である。人魚や狼おおかみ男など様々な種族がおり、人間とは異なる身体的特徴を持っている。

　傍聴席では一千人近い者が好奇の目で法廷を見つめているが、エレナやユワワのような亜人は一人もいない。

「この世界にはたくさんの亜人がいます。でも亜人は人間に差別されていて、いったん容疑をかけられれば、それがどんなに軽い罪だとしても必ず起訴されてしまうんです。逆に人間が起訴されることはあまりありません」

　大樹は傍聴席をぐるりと見渡す。どの者も実に楽しそうに裁判手続きを見学している。弁当を食べている者や、酒瓶を片手にチビチビやっている者も少なくない。

「ケッ、傍聴人じゃなくて、こいつら観客だな。つまり裁判所は、『亜人が刑罰を受けるショー』ってことか……。いい趣味してんな」

「はい……そして起訴された亜人は必ず有罪になり、しかも一番重い刑で裁かれてしまいます」

「法定刑の上限ってことか……ひどいな」

　刑罰にはその量刑に幅がある。たとえば窃盗罪といっても、一万円を盗むのと百万円を盗むのでは行為の悪質性が違う。そこで罪の重さに応じた刑罰を与えるべきだからである。

「こっちの世界の法定刑を確認するか」

　大樹は異世界六法を開く。

　刑法のページをパラパラとめくっていくと、罰金刑の金額の単位が『円』ではなく『ゴルド』と変更されている。どうやら何もかもが日本の法律と同じわけではないようだ。

（そりゃそうだよな。法律がまったく一緒だったら、スライムが裁判官になれるわけないしね。裁判の手続きにも色々と違いがあるんだろうな）

　大樹は窃盗罪の項目を引いた。




　第２３５条（窃盗罪）

　他人の財物を窃取した者は、窃盗の罪とし、十年以下の懲役または五百万ゴルド以下の罰金に処する。




（なるほどね……日本とだいたいおんなじだな）

　条数もそれに文言も、おまけに句読点の打ち方まで日本の刑法と変わるところがない。

　唯一異なるのは罰金の単位だけである。

　日本の刑法では「五十万円以下」と規定されていることからすると、十ゴルドは一円に相当するのだろう。

　大樹は確認までに、第12条も引いた。




　第12条１項（懲役）

　懲役は、無期および有期とし、有期懲役は、一ヶ月以上二十年以下とする。




　今度は日本の刑法と一言一句同じである。

　この二つの条文を合わせれば、窃盗罪を犯した場合の懲役刑の幅は、日本と同じく一ヶ月以上十年以下ということになる。

「日記を盗んだ程度だったら、日本なら仮に起訴されたとしても、罰金で済ませるけど……亜人は上限で裁かれるらしいから、ユワワは十年の懲役ってことになるのか。めちゃくちゃだな」

「十年っ！」

　エレナが声をあげる。薄桃色の美しい肌が、血の毛のない白色に染まっていく。

「じゅ……十年なんて……！」

　少女の華きゃ奢しゃな身体がふらふらとよろめく。大樹は慌ててその肩を支えた。

「大丈夫!?」

「ユワワは今、六歳です。そしてブラウニー族の寿命は約十五年……」

「ってことは、まさか！」

「十年なんて刑を受けたら、ユワワは牢ろう獄ごくから出れないまま一生を終えてしまいますっ!!」

　日記帳を一冊盗んだだけで、事実上の終身刑──。

「そんなの許されるわけないだろっ！」

「はっひっひっ……！」

　エレナの息が荒い。軽い過呼吸に陥っているようだ。

「ダイキさまっ、異世界の弁護士バリスターさまっ……！　お願いですっ、わたしの大事な妹を助けてくださいっ！」








第四話　エルフの検察官、キケロ






　手続きは、検察官による起訴状朗読に移る。

　検察官の名はキケロといった。

　襟付きの黒い外がい套とうを羽織った長身の青年だ。不自然さを覚えるほどに鼻び梁りょうの整った美男子で、銀色の髪を肩の高さで切り揃そろえている。

　どことなく人を見下したような目つきが、大だい樹きの癇かんに障った。

　キケロはおもむろに起訴状を読み上げる。

「被告人は昨日の夕方、検察庁舎前広場において、私こと検察官キケロの管理する日記帳一冊を窃取した。罪名及び罰条、窃盗。刑法第２３５条」

「あの男、自分のものを盗まれたっつって起訴してんのかよ！　なんだそれ！」

　大樹が思わず声をあげると、エレナがそれに答える。

「検察官が自分の持ち物をわざと亜人に盗ませるのはよくある手口なんです。そうやって罠わなに嵌はめて起訴するんです」

「きったない手口だなぁ……。許せないな、あいつエルフでしょ？　亜人の味方じゃないの？」

「エルフは『奇跡セルラ』を起こせる唯一の種族なので神聖視され、人間から差別されていません。ですから人間に味方して亜人を差別する側に回る方も、中にはいらっしゃるんです」

「んだよ！　しょうもないっ！」

　弁護人席の二人の会話はついつい声が大きくなっていた。それが気に食わなかったらしく、起訴状を読み上げたキケロは、音を立てて机を叩たたいた。

「弁護人、聞こえている！　つまらない言いがかりをつけるのなら、侮辱罪で今すぐに起訴してもいいのだぞ！」

「うるせぇっ！」

　公権力を盾にした上から目線の言いぐさに腹が立つ。検察官だった大樹にとっては同族嫌悪もあったのかもしれない。

「随分と口の悪い弁護人だな……風変わりな格好をしているが、異国から来たのか？　せっかくだから、傍聴人の皆様方に自己紹介でもしてみてはどうだ？」

「うるせぇなぁっ！　俺の名は大樹だ！　覚えとけ！」

　キケロは大樹を小馬鹿にしたように顎あごを上げた。

「珍しい名だな。趣味は洋服集めかな？　いい趣味じゃないか。婦女子のように女々しくて」

　傍聴人が一斉に笑い声をあげる。

　これが日本の裁判だったら、裁判官が「静粛に」と一喝するところだ。しかしスライムの裁判長はゆらゆら揺れているだけで何もしようとはしない。裁判に直接関係ないことには口を出さないようだ。

　大樹はキケロを睨にらみ付けた。

「くだらないこと言ってないで、とっと証拠を提出しろよ！　こんな小さな妖精がどうやって盗みを働くってんだよ。今だって机から降りられなくて、ごろごろ転がり回ってるのによぉ」

　大樹は証言台を指さす。

　ユワワは自分の涙でびちゃびちゃに濡ぬれた机の上で、じたばたともがいていた。

「どうやら弁護人は、私の裁判を見たことがないようだな。なぜこんなにも傍聴人が集まっているかわかるか？　それは私の提出する証拠がとても面白いからだ」

　キケロは胸のスカーフに取り付けている宝石を握り締める。

「私が持っているのは『過去の事実を映し出す聖遺石レリクス』。これで『奇跡セルラ』を起こせば、被告人の犯行事実は映像となってこの法廷に映し出されるのだ」

　銀髪の検察官は片手を前に差し出した。

「テスティモニウム・クレアーレ・アルキナーティオ・プルーマ……現れよ、犯行の記録。真実をここに映し出せ！」

　ブラウン管にスイッチをいれたようなブゥンという低い音が法廷に響く。やがて検察官席の前に、石でできたベンチと、それに座っているキケロの姿が現れた。

「私自身の身の回りに起きた出来事──という限定つきだが、私は過去の出来事を立体映像として再現することができる。見ていろ。すぐに盗っ人が現れるから」

　映像の中のキケロは開けっ放しの鞄かばんをベンチに置いたまま、書類に目を通している。随分と集中しているようで、周りが見えていないようだ。

　するとキケロの様子を窺うかがうようにして、空から小さなものが降りてきた。

「……い、今のうちですにー」

　頭でっかちな二頭身のメイド──ユワワだ。

　手のひらサイズの妖精が、木の枝から糸をぶら下げて、蜘く蛛ものようにつーっと降りてくる。背中にしょった大きな毛糸玉から糸を伸ばしているようだ。

「えーっと、えーっと……あったですにー！」

　ユワワは鞄の中に潜り込むと、マッチ箱のように小さな本を手にとり、再び上に向かって音もなく昇っていき、そして立体映像から消えた。

「見ただろう！」

　キケロが小さく手を打つと、映像は消えてしまう。傍聴人は一斉にどよめいた。

「今の映像は、昨日の夕方の検察庁舎前広場での出来事だ！　被告人、事実に覚えがないとは言わせない！　それともそっくりな他のブラウニーの仕業だとでも言うつもりか!?」

　ユワワは机の上で泣き叫ぶ。

「今のはユワワですにー！　でもユワワは悪くないですにー！　取ってきたけど、いけないことじゃないですにー！」

「見苦しいぞ、亜人。今の映像が逃れようのない証拠だ。覚悟を決めろ！」

　キケロが被告人に指を突きつけると、傍聴人は一斉にはやしたてた。

「──というわけだ。弁護人、意見があるならご自由にどうぞ、だ」

　大樹は言葉に詰まった。

（魔法で証拠提出とかマジかよ！　そんなもんチートすぎるだろ！）

　事件の真相とは、犯人以外は知り得ないものだ。だからこそ証拠を積み重ねて、真実を明らかにしていこうというのが法廷の役割だ。

　だが、エルフの検察官はその過程を見事にすっ飛ばしてしまった。

（犯行現場の映像を完全に再現できるんじゃ、争う余地なんてないじゃないかよ……！）

　犯行の事実を認めるしかなかったとしても、ここが日本の法廷であるならば、ここからが弁護人の腕の見せどころとなる。罪ができるだけ軽くなるように情状を立証していけばいいのだ。

　つい魔が差してしまったとか、必ず更生させてみせますとか──いくらでも主張の余地はある。

　情状弁護により執行猶予をもらえれば、牢ろう獄ごくに入る必要はなくなる。それで御の字だ。

　だがここは異世界である。亜人に対しては法定刑の上限が科されると決まっているらしい。

（事実について争う余地はない。情状弁護も意味がない。だったらもう……）

　完全な手詰まりである。

（日本からわざわざ召喚されたのに、何もできずに負けるのか……!?）

　エレナの不安げな視線を感じる。

（さっきの映像を思い出せ……そして考えろ……）

　検察官が映し出した映像は極めて鮮明だった。それをゆっくりと頭の中で反はん芻すうしていると、キケロがじれたように口を開いた。

「弁護人！　何も意見がないのなら、その旨を告げたまえ！　見苦しいぞ！　傍聴人の皆様方も、悪質な犯罪亜人が裁かれるところを待ち望んでいるのだ！」

「待てっ……！」

　大樹は顔を上げた。

「さっきの映像でユワワが盗んだ日記……なんであんなに小さいんだ？　あの日記の持ち主は誰だ？」

　べそべそと泣きながら、ユワワが叫ぶ。

「あれはユワワの日記ですにー！　ちょっと前にキケロしゃんに見してって言われたから渡したのに、全然返してくんないから、取ってきたんですにー！」

「つまり、自分のものを自分で取りに行っただけだと？」

「そうですにー！　盗んだんじゃないですにー！」

　二人のやりとりを聞いていたエレナが、大樹のスーツの袖そでを勢いよく引っ張った。

「わかりましたよ、ダイキさまっ！　自分のものを盗んでも、窃盗罪は成立しない……そういうことですよね？」

　エレナは瞳に溜たまっていた涙をぐいっと拭ぬぐい、キケロに向かって叫んだ。

「つまりユワワは無罪ですっ……！」

　しかしキケロは鼻で笑うだけだ。

「エレナ嬢。どうやら隣にいる弁護人の彼は、そうは思っていないようだが……」

「え……!?　どういうことですか、ダイキさんっ！」

　大樹は異世界六法のページをめくる。案の定、そこには日本の刑法と同じ条文があった。

「エレナちゃん、それじゃぁ、ユワワを無罪にはできないんだよ」




　第２４２条（他人の占有等にかかる自己の財物）

　自己の財物であっても、他人が占有し、または公務所の命令により他人が看守するものであるときは、この章の罪については、他人の財物とみなす。




　エレナは大樹の顔を見る。

「これって……どういう意味ですか？」

「自分の財物……つまりいくらユワワ自身の物であっても、キケロが預かっている以上は、法律上は他人の持ち物であるとされるんだ」

「ということは……！」

「キケロに渡していた日記を無断で持ってくると、窃盗罪になるんだよ」

「そんなっ……！」

　信じられないといった顔でエレナは六法を見つめる。

「条文に書いてあることはルールだ。残念だけど俺にもどうにもならない」

　エレナの髪の毛がはらりと肩から落ちる。

「それじゃぁ……それじゃぁユワワはっ!!」

「待って……まだ可能性はある」

　大樹は証言台のユワワに問いかける。

「なぁ、ユワワ。どうして日記を勝手に取ってきたんだ？」

「だって日記を人に見られるの、恥ずかしくなってきたですにー」

「じゃぁ、初めから貸さなきゃよかったんじゃないのか？」

「だってキケロしゃんがチョコレートくれるって言うからぁ～っ！　びぇええぇぇっ!!」

　小さなメイドは、どうやら甘いものに目がないらしい。

「チョコを食べ終わって冷静になってみたら、恥ずかしくなってきたってこと？」

「そうですにー。変なこといっぱい書いてるですにー！」

「取ってきた日記はどうしたの？」

「チョコあげるって言われたらユワワ、また渡しちゃうから……もう燃やしちゃったですにー！　日記なんか書かなきゃよかったですにーっ！」

（──勝てる……！）

　わずかなものだったが、その可能性にかけて大樹はユワワに質問した。それが功を奏したのだ。

（後はユワワをうまく誘導するだけだ）

　大樹は大きく深呼吸をしてから、ゆっくりとユワワに問いかけた。

「なるほど。ユワワは日記なんか燃やしてしまいたかったわけだ」

「そうですにー！」

「初めからそのつもりで取ってきたんだね？」

「はいですにー！」

　はっきりとユワワは返事をする。

　その言葉を確認すると、大樹は音を立てて机を叩いた。

「検察官っ！　今の発言、聞いていただろう！　ユワワは盗もうとしたんじゃない、燃やそうとして持ち出したんだ。だから窃盗罪は不成立だ！」

　語尾を強めた大樹の主張。

　しかしキケロは呆あきれたような顔をした。

「ふん……話にならんな。なんだその子供のような言いがかりは。屁へ理り屈くつにすらなっていないではないか。燃やすつもりで持ち出したなら無罪？　そんな理由で窃盗罪が成立しないなんて、刑法典のどこに書いてある。何条の規定かをこの私に示したまえ」

「六法には書かれていない」

「当たり前だ。刑法典の規定、全２６４条中にそんな文言は一言もない」

「だが理屈は間違っていないっ！」

　なおも反論する大樹に、

「法廷は寝言をいう場所ではないっ！」

　と声を荒らげてから、

「いいか素人、よく聞け！」

　と、キケロは語り始めた。

「法律というものは、人の自由を制限するものだ。何をしたらどういう罪を問われるのか──それが六法全書に明確に記されているからこそ、人々は安心して社会生活を送ることができるのだ」

　キケロは異世界六法を手にとった。

「他人の財物を窃取した者は窃盗罪──第２３５条にはそう書かれている。そして自分のものでも他人が占有している者は『他人の財物とみなす』──と第２４２条には書いてある。それ以上のことはこの六法には何も書かれていない！　それがすべてだ!!」

　男はさらに畳みかける。

「それを屁理屈でねじ曲げていたら、社会はめちゃめちゃになってしまうではないか！　六法はスポーツのルールブックと同じだ。スリーアウトでチェンジ、これは絶対なのだ。ツーアウトでチェンジの方が妥当？　たまにはフォーアウトでチェンジにすべき？　選手の勝手な言い分を認めていては、試合が成立しないではないか!!」

　キケロは大樹を威圧するように、机を強く叩いた。

「法廷とは犯罪事実の有無を議論する場だ。そしてこの私には『過去の事実を映し出す聖遺石レリクス』がある。つまり貴様のような素人に意見する余地はないのだ！　そうだろう、裁判長！」

　半透明のゼリー体の裁判官は、ゆらゆらと小さく震えたあと、首を縦に振った。

「検察官の意見を認めマす。先ほどの弁護人の意見は却下しまス」

　一千人近い傍聴人は、キケロの演説に手を打ち、口笛を吹き鳴らした。

「ダイキさまっ……！」

　エレナの声が震えている。

「検察官の意見が採用されてしまいました！　法律とはあの方がおっしゃるようなものなのでしょうか？」

「キケロの意見は何一つ間違っちゃいない」

　といった後、

「……だけど足りてもいない」

　と大樹は続けた。

「足りてない？」

「そう。法律は端的な言葉で書かれている。だからその意味を解釈しなきゃならないんだ。だが、この世界ではそれがなされていないらしい。法律を作った者──すなわち立法者の意思を読み取ってこそ、真の法律家なんだ」

　だが、裁判長は知能があるとは思えない人型のスライムだ。このままでは争う余地がない。

　そのとき、大樹はエレナの言葉を思い出した。

「納得がいかない場合は、首都にある最高裁のサーバーに問い合わせられるんだよね？」

「はい……。もっとも問い合わせた例は、過去に一度もないそうですけど……」

「だったら俺たちが、歴史上初めて問い合わせた弁護人になってやろうじゃないかっ！」

　裁判長のジェル状の身体を貫かんばかりに、大樹は声を飛ばした。




「裁判長！　最高裁サーバーへの照会を要求する！　内容は、『不法領得の意思ツアイクヌンスアプズィヒト』の有無についてだ！」




「了解いたしまシた。しばラくお待ちくだサい……」

　裁判長のゼリー体の表面が細かく波打つ。ぐにゃりと大きく変形して、一度床にぶちまけられた後、形を失ったスライムは再び人の形をとった。












「最高裁サーバーに接続し、申請のあったデータを照合いたしマした」

　裁判官は無感情に言葉を吐く。

「照会内容のワードは最高裁サーバーのデータに存在いたします」

「なんだとっ……！」

　キケロが声をあげた。

「『不法領得の意思ツアイクヌンスアプズィヒト』──。これガない場合、窃盗罪は成立いたシません。本件の被告人にはこれが認められなイため窃盗罪は成立しナいという弁護人の意見を、当法廷はあらたメて採用いタします──」

「馬鹿なっ……！」

　キケロが叫んだ。

「そんな言葉、聞いたことがない！　六法のどこにも記載がないじゃないかっ！」

　傍聴人もざわついている。今までの裁判になかった事態に誰も状況を飲み込めていないようだ。

　だが、弁護人席に座る大樹だけは、表情が違っていた。

「エレナちゃん。どうやら最高裁のサーバーとやらに収められてるデータは日本の……俺のいた国の最高裁のデータベースと同じ内容みたいだ。なぜだかは知らないけどね」

　過去のある日、なんらかの理由によって、この世界に日本の法律が輸入されたらしい。そしてそれは六法全書という一冊の書物だけではなく、法律に関する解釈や判断も、ともにインポートされたようだ。

　そして法律は施行され、この世界を支配するルールとなった。

　だが六法の奥にある真の法律の解釈については、誰も知ることがなかったのだ。

　今回、大樹が最高裁サーバーに照会を申請したことにより、埃ほこりにまみれた蓋ふたがようやく開かれたのだ。

「弁護人、説明しろっ！」

　キケロの一喝はざわめく傍聴人たちを静める。

　大樹はゆっくりと説明を始めた。

「『物を持ち出した』……それだけの事実では、窃盗かどうか判断できないってことだ。盗むつもりで物を持ち出したんだったら窃盗罪だが……壊すつもりで物を持ち出したんなら、それは──器物損壊罪だからな」




　物を壊せば、器物損壊罪が成立する。

　それは当たり前である。

　ただし物を壊す場合は、物が置いてあったその場で壊すとは限らない。持ち主に見つからないように、いったん持ち出して別の場所に移動してから壊すことだってある。

　この場合の物を持ち出すという行為は器物損壊罪の中に含まれているので、窃盗罪は成立しないのだ。




「ぐっ……！」

　キケロが言葉に詰まる。

「つまり窃盗罪が成立するには、盗むつもりで物を持ち出す意思が必要となる。──これが『不法領得の意思ツアイクヌンスアプズィヒト』だ。第２３５条には記載されていない、窃盗罪が成立するためのもう一つの条件──六法全書には書かれていない法規範リーガル・スタンダードだ！」

「そんなものは聞いたことがないっ……聞いたことはないが……」

　裁判長が認めている以上、検察官としてはこれを受け入れざるを得ない。

「そして、器物損壊罪の規定はこうなっているっ！」

　大樹は条文を読み上げた。




　第２６１条（器物損壊罪）

　他人の物を損壊し、または傷害した者は、三年以下の懲役または三百万ゴルド以下の罰金もしくは科料に処する。




「ユワワが燃やした日記は他人の物じゃない、自分の物だ！　だからユワワには器物損壊罪すらも成立しないっ……よって、被告人は無罪だ、裁判長っ！」

　たとえ裁判が、亜人を不当に差別するために行われたものであったとしても、罪を判断する裁判官は中立の存在である。

　心なきジェル状の生命体は、無感情に言葉を発した。

「弁護人の主張を採用いたしマす。検察官、反対意見はありまスか？」

「反対意見……反対意見はっ……！」

　キケロのきつく握り締められた拳が震えている。

「検察官、反対意見はアりますか？」

　聞いたこともない法律判断によるジャッジだ。キケロはそれに対抗する言葉を有してはいない。

　彼はがくりと首を落とした。

「……ござい……ません」

「そレでは判決を言い渡しまス。主文。被告人は無罪──」




　この世界の裁判では、亜人が起訴されて有罪となるのはお決まりの流れだった。いわば勧善懲悪のドラマのようなものである。

　だからこそ人間たちにとってのショーとなりえたのだ。

　だが今回、傍聴人は初めて亜人の無罪判決を見た。そのまったく予期せぬ事態に彼らは言葉を失い、裁判官の読む判決理由を呆ぼう然ぜんと聞いていた。

「エレナしゃま……ユワワ、助かったんですに？　牢ろう屋やに入んないでもいいんですに!?」

　自分の身に起きたことが未いまだ信じられないらしく、ユワワは心配そうな顔をしている。

「大丈夫だよ！　ユワワはここにいるダイキさまが助けてくださったから！　また一緒に暮らせるよ！　美お味いしいご飯を毎日一緒に食べれるよ！」

「びぇええぇぇんっ！　エレナしゃまぁーっ!!」

　ユワワが鼻水をずるずる垂らしている。証言台の上は、妖精少女の垂れ流す涙やら鼻水やらで、もうどろどろである。

　だが亜人が助かるシーンを見たい者など傍聴席には一人もいない。やがて誰かが検察官席に向かって、食べかけのパンを投げつける。

　するとそれをきっかけにエルフの検察官に対するバッシングが始まった。

　すり鉢状の傍聴席に座る観客たちは、汚い言葉と食べ残しのパンや肉を次々にキケロに投げていく。

「おのれっ……！」

　傍聴人たちの罵ば声せいを浴びながら、キケロは大樹を睨にらみ付けた。

「おまえは自分の身の回りに起きたことなら完璧な再現映像を作れることを利用して、ユワワを罠に嵌はめたんだろう？　自業自得だぜ」

「この私が……法制度が始まって以来初めて、亜人裁判で敗北を喫した検察官になるとはっ……！」

「運が悪かったな」

　キケロは奥歯をギリリと鳴らした。

「……貴様、何者だ」

「……俺か？」

　大樹は襟元を飾る菊花のバッジを引きちぎった。

「この世界で唯一の弁護士バリスターだ」






第二章　異世界ライフの光と影










第一話　翌朝。夢から覚めて






　ユワワの無罪を勝ち取った、翌日の朝──。

　外から射し込む太陽の光で大だい樹きは目を覚ました。

「う───ん。昨日は変な夢を見たなぁ。俺が異世界に飛ばされて、エルフの女の子に連れられるがままに妖精を弁護して……妙にリアルな夢だったなぁって、えぇぇっ!?」

　大樹はベッドから跳ね起き、周囲を見渡す。そこは見慣れた自分の部屋ではなかった。

「こ、ここは……俺の部屋じゃない、美少女エルフ、エレナの神殿だぁっ！　昨日の出来事は夢じゃなかったのかぁっ！　この俺、逢おう坂さか地検の検察官、七なな階かい堂どう大だい樹きはヤッパリ本当に異世界に飛ばされてしまっていたんだぁっ!!」

「ダイキしゃま、何をしてるですに？」

　二頭身メイドのユワワが不思議そうな顔で大樹を見ている。

　彼女は背中にしょった大きな毛糸玉から糸を伸ばし、天井からぶら下がっていた。

「いや、まぁ……異世界に召喚された人間が、次の日の朝にやりがちな行動をしてみようかと思って。朝起きて、自分の部屋と勘違いして混乱するという……」

「楽しいですに？」

「うーん。やっぱり、いくら一晩寝たからって、昨日の出来事を夢だとは思わないよねぇ。ボケ老人じゃあるまいし」

「あるまいにー」




　昨日、裁判のあとでユワワは無事に釈放された。

　大樹はエレナに連れられて、彼女の神殿に戻ったのだが、猛烈な疲れと睡魔に襲われてしまい、案内された客室に入った途端、食事もとらずに眠り込んでしまった。

　昨日は色々なことが起きたために疲れたのだろう。あるいは異世界に召喚された際の影響で疲労が溜たまっていたのかもしれない。

　ともあれ、熟睡したおかげで疲れもすっかりなくなり、実に心地のよい朝である。




「あー……普段と違う布団で寝たから、身体中がガビガビだよ」

　ベッドのマットは布袋に藁わらを詰めたものらしく、現代日本の布団に慣れた大樹にとっては、お世辞にも寝心地がいいとは言えないものだった。

「でもよく寝てたですにー。おはようございます、ダイキしゃまー」

　部屋にはテーブルと椅子、それにクローゼットが置いてある。いずれも年代物の木製のアンティークだ。きっと先祖代々、この部屋に置いてあるのだろう。窓には意外なことにちゃんとガラスが入っている。さすがはエルフの神殿といったところか。

「そんなわけでダイキしゃまー」

　背中に大きな毛糸玉を背負ったユワワは、プレゼントをかついだサンタのようだ。

　少女は上手に糸を使って、天井から蜘く蛛ものように降りてくる。ぽふんと音を立てて、ベッドの上に飛び下りると、頭についたメイドカチューシャを大樹の方に向けた。

「あい」

「あいって言われても」

「あい」

「えーと……誉めればいいのかな？　あー、可愛かわいい髪飾りだね」

「おべんちゃらはいらないですにー！」

　身長十センチほどの妖精が、口を尖とがらせて大樹を睨にらみ付ける。

「って言われても、何すればいいのかわかんないんだけど」

「ご褒美に決まってますですにー！　ユワワはダイキしゃまをちゃんと起こしに来たから、ご褒美もらうですにー！」

「あー、なるほど」

「あい」

　ユワワが再び、頭のつむじを大樹の方に向ける。みかんのようなまん丸の頭は、傾けただけで首から転げ落ちてしまいそうだ。

「えー……何すればいいのかがさっぱり不明だけど、お礼を言えばいいのかな？　ありがとう、ユワワ」

「言葉だけの感謝なんていらないですにー！　気持ちは態度で示すですにー！　ばかー、ばかー！　ダイキしゃまのばかー！」

　ユワワは短い腕で自分の頭を指さす。

「ご褒美は頭かきかきですにー。ユワワの頭を早くかいてほしいですにー！」

「あー、なるほど」

　頭でっかちで二頭身のユワワは、頭のてっぺんまで手が届かないようだ。そのため頭がかゆいらしい。

「犬は首の裏をかいてあげると喜ぶけど、あんな感じか」

「いいから早くぅっ！　朝は特にかいかいなんですにーっ!!」

「わーった、わーった」

　大樹は人指し指で、まんまる頭のてっぺんをゴリゴリかいてやる。するとユワワはだらしない声を出して、ベッドの上にしゃがみ込み、手足をぐにゃぐにゃさせ始めた。

「うぇへへへ……気持ちいいですに……。ダイキしゃまはエレナしゃまより上手ですにー。弁護士バリスターだけあって、ばりばり力強いですにー」

「ほれほれ」

　ばりばりばり……。

「は、はわぁ～～」

「ほれほれほれ」

　ばりばりばりばり……。

「ダイキしゃまー……ユワワ、とろけるですにー。今日のお仕事はもうおしまいですにー」

「いやいや、あんたはこの家のメイドでしょ。ちゃんと働きなさいよ」

「今日はお休みにするですにー。ダイキしゃまと一緒にいるですにー。抱っこしてもらって、頭をかいかいしてもらうですにー。にゃふ～」

　指にしがみついたユワワが、腕をよじ登ってくる。やがて肩の上に座ったメイド少女は、大樹の首にはっしとしがみついた。

「ダイキしゃま、しゅきー♪」

「あのなぁ……人になつくの早すぎるって。犬でももうちょっと人間を警戒するぞ」

　こうも人懐っこいと、ユワワが検察官キケロの罠わなにあっさりとかかってしまったのもうなずける。人形のような妖精メイドに好かれるのは悪い気分はしないが、また悪い人に騙だまされるのではないかと思うと、少々不安になってしまう。

「ユワワは、もう日記帳は燃やしたんだよね？」

「はいですに。もう書かないですに」

「どんなこと書いてたの？」

「えーとですにー、夜中にエレナしゃまのお布団に潜り込んで、おっぱいもふもふしたこととかですにー」

「おお……いいな」

　ユワワは大樹の肩の上が気に入ったらしい。お尻をついて、短い足をぷらんぷらんさせている。

「あとはですにー、エレナしゃまに内緒でお砂糖壺つぼの中にどぼんして遊んだこととか、エレナしゃまに隠れて戸棚のクッキーをかじったこととか」

　極めてどうでもいい内容ばかりだ。

　検察官のキケロはなぜ、彼女の日記帳を預かったりしたのだろうか。彼女を罠に嵌はめて起訴するためだけにしてはやや疑問が残る。

「あ、今の全部、エレナしゃまには内緒ですに。しー」

　ユワワは麦粒のような指を口の前に立てる。

　すると窓の外から声が聞こえた。

「全部聞こえてるよ」

「はわぁっ!?」

　大樹はガラス窓を開く。

　部屋のすぐそばが家庭菜園になっており、そこには緑の中で雑草をむしるエレナの姿があった。

「お砂糖壺で遊んじゃ駄目って言ったでしょ？　おやつも勝手に食べちゃ駄目だよ」

「はわぁー！　エレナしゃま、おはようですにー！」

　風が吹くと、何種類もの草の匂においが入り混じった、爽さわやかな芳香が部屋に飛び込んできた。

　セージ、タイム、バジルに青ネギ──。

　庭では香草をはじめとする様々な野菜を育てているようだ。

「エレナちゃん、おはよう」

「ダイキさま、よく眠れたみたいですね。すっきりした顔をしてらっしゃいますよ」

　少女は額に流れる玉の汗を拭ぬぐう。

　クリームのように滑らかな肌。調和のとれた黄金比率で作られた顔の造形。

　絹糸よりも細い金髪は朝日を受けて、キラキラと輝く。

　そして髪の下からは、尖った耳が伸びていた。

（何度見てもエルフだ……本物のエルフの巫み女こさんだ）

　神秘的なたたずまいと、まだまだあどけない笑顔。

　大人になりかけの美少女は、直視できないほどに眩まぶしかった。

「あ、こらっ、また来てる！」

　エレナはタイムの葉に手を伸ばす。

　彼女が育てている香草を、芋虫がかじっていたようだ。

「美お味いしいのはわかるけど、駄目ですよ。あなたはこっちを食べててくださいね」

　エレナは芋虫を優しくつまみ、近くの木の枝に乗せた。

「害虫は殺しとかないと、何度だって食べに来るよ」

　大樹がアドバイスすると、エレナは柔らかく微笑ほほえんだ。

「美味しいものに囲まれたいのは、人も虫も同じです。ちょっとおいたしたくらいで、殺すなんて可哀そうですよ」

「そうですにー！　だからユワワがお砂糖壺にどぼんするのもしょうがないですにー！」

　大樹の肩の上でユワワが抗議する。

「あなたは駄目でしょ！　お砂糖壺の蓋ふたには重しを載せておくからね！」

「びぇええぇぇんっ！　ひどいですにー！」

　今朝のエレナはずいぶんとラフな格好をしていた。麻の布でできた袖そで無しのワンピースをまとい、腰には帯を巻いている。すらりと伸びた両腕には余分な肉が一切なく、胸の二つの膨らみがワンピースを下からふんわりと押し上げていた。

「ダイキさまには、すっかりお世話になりました。この神殿には何日いてくださっても結構ですからね。こちらの世界を満喫されてから、元の世界にお戻りくださいませ」

　エレナはにっこりと微笑む。

　だが、大樹には気になることがあった。

「元の世界って、どうやって戻るの？」

「それはダイキさまがご存じなのではないのですか？」

「…………」

　大樹は返す言葉が見つからない。

「…………あの、ひょっとして……」

「……はぁ」

「ひょっとしてダイキさまはお戻りになる方法をご存じないとか……」

「まぁ、そんなとこです……はい」

「も、申し訳ございませんっ！　わたし、てっきり異世界の方はご自分でお帰りになることができるものかと！」

「いや、異世界召喚なんてのはそういうもんだってわかってるから気にしないで。来たら来っぱなしの片道切符と相場で決まってるから。ハーハハー、ハハハー」

　大樹が乾いた笑い声をあげる。エレナはおろおろするばかりだ。

「どうしましょう……わたしとしたことが取り返しのつかないことをっ……！」

「いや、いいんだ。もしエレナちゃんがこっちに呼んでくれなかったら、実は俺、死んでたんだ」

　召喚前の出来事を大樹はかい摘つまんで話す。

　助けられたのは自分であることを説明すると、エレナはようやく落ち着いた。

「俺がユワワの恩人なら、エレナちゃんは俺の恩人ってことで、貸し借りなしだよ。それよりどうして、俺を呼んだの？」

　なぜ弁護士ではなく、あえて検察官である大樹が召喚されたのか。

　何か特別な理由があるはずだ。

（やっぱりアレか……。俺には秘められた力があって、それがついに覚かく醒せいしたってことか……）

　となると、そろそろ手の甲あたりに王家の紋章やらなんやらの、それっぽいものが浮かび上がってもいい頃だ。

　大樹はそっと左手に視線を送る。

　だが、なんの変化もない。

「うーん……。なんでエレナちゃんは俺を召喚したんだ？」

「わたしは巫女としてまだ未熟ですから、異世界の方を自在に呼び寄せることなんてできないんです……そこで、意識が半分ほど別世界に抜け出している方をお呼びいたしました」

「あっ……そう」

　なんのことはない。

　魂があの世に引きずられていたから、呼びやすかった。ただそれだけのことである。

「わたしたちエルフは、『聖遺石レリクス』を媒介に『奇跡セルラ』を起こすことができます。うちの家系の秘宝『異界のゲートを開く聖遺石レリクス』を使って、ダイキさまをこちらにお呼びいたしました」

「『聖遺石レリクス』か……検察官のキケロもそれを使って、証拠映像を法廷で見せてたね」

　エレナは首に下げたペンダントを大樹に見せた。トップには赤と青と紫、三つの宝石がぶら下がっている。

「これが『聖遺石レリクス』です」

　宝石の中は水が溜まっているように、中で光がゆっくりと対流している。

「わたしたちエルフは不老不死です。二十歳を過ぎてからは老いることはありませんし、病気にもかかりません。でも怪我や事故に遭うと命を落とすんです。そうして亡くなったエルフは『聖遺石レリクス』になります。この三つの石もわたしのご先祖さまなんですよ」

　つまりエルフは、それぞれの家に伝わる家宝の『聖遺石レリクス』を使って、『奇跡セルラ』という名の魔法を使うことができるというわけだ。

「わたしの家系は他のエルフに比べても格別に『マナ』の量が多いんです。だから本来、『異界のゲートを開く聖遺石レリクス』を使っても、異世界の方の言葉を聞くのが限界なんですが、わたしはダイキさまをお呼びすることができました」

『マナ』というのは、マジックポイントなりレベルなりのことだろう。

「でもさすがにマナを使い切っちゃったんで、しばらくは大きな『奇跡セルラ』は起こせませんね」

「なーるほどねー」

　大きくうなずくと、腹の虫がバイクのエンジンのような音を立てた。

「あははっ！　ダイキさまってば、昨日はお食事もとらずにお休みでしたからね。せっかくだから、朝ご飯はお店で食べましょうか」

「おー、そりゃいいね！」

　昨日の帰り道はふらふらだったので、街の風景をよく見ていなかった。それに異世界の料理というのも気になるところだ。

「それじゃぁ、わたし、支度してきますね！」

　エレナは手についた土をパンパンと払い落とす。小走りで駆けだす少女の後ろ姿に、大樹は声をかけた。

「ちょっと待って！」

「はい？　なんでしょう」

「その、ダイキさまって呼び方落ち着かないから、やめてくれない？」

「あ……はい、かしこまりました」

　エレナは少しだけ頰ほおを染め、上目づかいで大樹の顔を見る。

　だが目が合うや否や、彼女はすぐに視線を逸そらしてしまった。

「それでは、ダイキ……さん、またあとで」








第二話　ウサ耳でいらっしゃいませ






　ワイシャツとスーツに着替えた大だい樹きは、さすがにネクタイこそ絞めなかったものの、外出時には六法を携帯するのが習慣なので、昨日裁判所でもらってきた異世界六法を片手に神殿の外に出た。

　一本の尖せん塔とうが伸びた神殿は、高さこそあれど敷地はそれほど広くない。都心にあるちょっとした結婚式場といった感じだ。

　大樹が神殿をじっと見上げていると、エレナがぱたぱたと駆けてくる。昨日と同じで、薄絹の長なが衣ぎぬの上に、前をしっかり閉じた外がい套とうを羽織っていた。

「お待たせしました」

「立派な神殿だね」

　柱や壁には細かな彫り物がしてあって、なかなかに見事な建築だ。だが少々、管理が行き届いていないようだ。せっかくの白壁は至るところが泥まみれで、神殿の外も雑草が目立つ。

「でもちょっと汚いですよね？　せっかくダイキさんをお呼びするのだから、手入れしておくべきでしたけど、人手が足りなくって」

「ここにはエレナちゃんとユワワしか住んでないの？」

「はい。わたしが十歳の時……六年前にあの子がうちに来て、それからはずっと二人で暮らしてます」

　彼女の言う通り、小さな妖精は妹同然というわけだ。

「だったら、ユワワに掃除してもらえばいいんじゃない？　あの子、一応メイドなんでしょ？」

　大樹の問いかけに、エレナは苦笑いをした。

「あの子、ちっちゃいしあんな性格だから、家のお手伝いとかほとんどできないんですよ」

「確かに留守番中に家を散らかしてるとこしか想像できないな……ここって二人で住むには広すぎるんじゃない？」

「一応わたしは神殿の巫み女こなので……」

　と言ってから、エレナは苦笑した。

「今は名ばかりですけどね」

「名ばかり？」

「かつてこの国では神様が裁判官をしていたんですよ。いわゆる『神判』です。異世界にアクセスして神様の声を聞くのがエルフの巫女の役割だったんです」

「あー、『異界のゲートを開く聖遺石レリクス』を使うわけか！」

「おっしゃる通りです」

　奇跡セルラを使う以上、神判といってもインチキじみた占いとはわけが違う。本物の神々から直接に判断を仰いでいたのだろう。

「そうやって刑事事件や民事紛争を解決していたんですが、この国にはたくさんの宗教がありますし、ましてや亜人と人間では信じる神も様々です。そこでどの神様に判断を仰ぐかで結論がまちまちになっちゃってたんです。だからかえって争いが紛糾したりで、なかなか上う手まくいってなかったんですよ」

「それはそうかもねぇ。神様っつっても罪は絶対に許さない潔癖症なのから、三度までは許してくれる温厚なタイプまでいるしね」

「でも三十年前にこの世界に『法律』が施行されて、明確な基準で裁判が行われるようになりました。だから神判は不要になったんです」

「んで、争いごとは問題なく処理されるようになったと」

　エレナは少しだけ寂しそうな笑みを浮かべる。

「……うちの家系もお役御免になっちゃいましたけどね」

　新しい制度を敷くと、古い制度は捨てられる。それは仕方のないことだが、どこかやりきれない。

「そっかぁ……。ところでこの世界の法律って、俺のいた国のとまったく同じなんだけど、なんでか知ってる？　誰かが六法全書を輸入したのかな？」

「わたしの生まれるだいぶ前のことなんで……。それにその、ちょっと……まぁ」

　大樹の問いに、エレナははっきりと答えなかった。

　何かを知っているみたいなのだが、言いたくないようだ。

　エレナは話題を逸らそうと思ったのか、急に顔を上げて笑顔を見せた。

「そんなわけで、うちは神殿だけは立派ですけど、すっごい貧乏暮らしなんですよ。ユワワの食費がかからないのだけが救いですね」

　少女はぺろりと舌を出した。

「そしたら、外で食事をご馳ち走そうしてもらうなんて悪いかな？」

「いえいえ。昨日のお礼をさせてください♪」

　エレナは微笑ほほえみながら歩きだす。

　その華きゃ奢しゃな背中には、麻布でくるんだ平たい棒状のものを背負っていた。

「それはなに？　でっかい剣が入ってるように見えるけど」

　紐ひもが肩に食い込んでいる。華奢な彼女には少々重そうだ。

「おっしゃる通りです。中は儀式に使う大剣が入っています。昼からお仕事なので、その道具ですよ」




　大樹はエレナに連れられて歩きだす。

　コンディメンデウスの街は、周囲を大きな城壁にぐるりと囲まれており、エレナの住む神殿はその一番外れにある。そのため、中心街までは少々歩く必要があった。

　そして歩くことしばし。ようやく建物の密集した中心街にやってきた。

　通りの両側には、四階建ての高層住宅がびっちりと立ち並んでいる。押しつぶされそうなほどの迫力だが、煉れん瓦が造りの建物はクリーム色の漆しっ喰くいが全体に塗られているため、街の印象は明るく、息苦しさは意外と感じなかった。

「すごいね……機械がないこの世界で、よくこんな高層マンションを建てられたよね」

　建物の一階はずらりと商店になっており、色とりどりの果実や新鮮な肉、焼きたてのパンやでっかいチーズなどが売られている。決して広いとはいえない通りは通行人で埋めつくされており、まるで縁日の賑にぎわいだ。

「活気あるね！　美お味いしそうなものもいっぱい売ってるし、歩いてるだけでもテンション上がってきちゃうよ！」

　通りを歩く人々もみなこぎれいな格好をしており、女性は美しいアクセサリーをじゃらじゃらと身につけている。街は中世ヨーロッパ風だが、文化や生活レベルは古代ローマに近い印象だ。

「にしても……なんでみんな俺のことをちらちら見てるんだ？」

　通りすぎる者が時折、大樹に視線を送る。指を差す子供もいた。

「ダイキさんは珍しい格好をしてるからですよ」

「あー、そっか」

　大樹はワイシャツにスーツ姿である。長袖そでにズボン姿の人もたくさんいるので、大樹が格別浮いていることはないが、きっちりとした仕立てのスーツは、この街ではやや目立つ。

「うちに男性用の服があれば良かったのですが」

「まー、悪目立ちしてるってほどでもないし、これでいいよ。それにしても……」

　食欲をそそるたまらない匂においが風に乗って流れてくる。

　風上に向かうと、匂いの主は鶏肉をあぶっている屋台だった。串に刺した鶏肉に、店の親父がハケを使って、醬しょう油ゆのような黒いタレを塗っている。魚の発酵したような独特の香りがするので、ナンプラーに近い調味料なのかもしれない。

　タレの焦げるなんとも言えない香ばしい匂いに、大樹の胃袋がギュンギュンと音を立てた。

「あ──、すっごい、いい匂い……」

　串に刺した肉から脂が染みだして、じゅわじゅわと垂れ落ちている。舌を伸ばしてそれを直接受け止めたいくらいだ。

「腹減った。もう限界……」

　屋台の前に立ち止まる大樹の腕をエレナがそっと握る。

「うふふっ、すぐそこにお肉の美味しい酒場がありますから、我慢してくださいね♪」

　昨日の昼すぎにこちらの世界に召喚されてから、大樹はほぼ丸一日近く何も食べていない。

　胃袋が空っぽでふらふらだ。

「ほら、そこですよ」

　エレナは一軒の酒場を指さした。

　軒先にぶら下がった木製の看板には、『飛び跳ねウサギ亭』と書かれている。

「ようやく到着か……」

　店まではあと数メートル。これでようやく食事にありつける。

　大樹がそう思った矢先、店の入り口から、二本のウサギの耳がにょきりと飛び出した。

「エレナさまぁっ！」

　ウサミミに続いて飛び出したのは、ぴったりとしたレオタードにくるまれた柔らかそうな肢体。

　店から現れたのはバニーガールの少女だった。

「おはようございます、リコッテちゃん」

　リコッテと呼ばれた少女は、お店のウェイトレスのようだ。

　黒のレオタードから、網タイツにくるまれた二本の足が伸びる。胸元から飛び出しそうな二つの膨らみは、スイカ並みのビッグサイズだ。ぴっちりとしたレオタードが今にもはち切れそうである。

（うぉぉっ……さすがは異世界。ファンタジック、かつドリーミンだぜっ……！）

　ウエストだけが過剰に締まっているため、少女の体型はまるで砂時計のようだ。

　あまりのセクシーさに、大樹はめまいを覚えた。

「エレナさまが来るのはちょっと前からわかってたよ！」












「えぇっ、なんで？」

　大樹が問いかけると、バニー少女は頭についた長い耳を指さした。

「『聖遺石レリクス』は独特の音波を出してるからね。エルフって、それぞれが身につけてる『聖遺石レリクス』で区別がつくんだよ」

　バニー少女は、ショートカットから伸びる二本のウサミミをひこひこと動かした。

「おお……ひょっとして君って、リアルバニーさん？」

　大樹が問いかけると、グラマラスな少女は大きな口を開けて、けたけたと笑った。

「あはははっ♪　変な言い方ぁっ！　あたしはワーラビットのリコッテ。ウサギの亜人だよ。ちょっと珍しい種族だから、知らなくても無理はないかもねー」

　獣耳が生えた女の子──。

　ファンタジー世界には定番の存在、いわゆるケモミミである。

　ケモミミと言えばネコ耳やらキツネ耳やら色々いるが、大樹は以前から気になっていたことがあった。せっかく本物に会ったのだから、聞いてみない手はない。

「ねぇねぇ、髪の毛の下ってどうなってるの？」

　アニメやゲームに出てくる獣耳少女は、本来の耳がある場所を、髪の毛でしっかりと隠している。どんなに風が吹こうが、水に濡ぬれようが、決して髪の毛が乱れることはない。

　獣耳少女の髪の毛の下に耳はあるのか……実に気になるところだ。

「髪の毛の下？　別に普通だよ？」

　ウサミミ少女はショートカットを指でかきあげる。するとその下には人間と同じような耳がちゃんとついていた。

「おおっ、耳がある！　ってことは獣の亜人には耳が四つあるってこと？」

「あはははっ！　なぁんだ、そういうことかぁっ！　お兄さん、面白いこと考えるね！　でも聞こえるのはウサギ耳の方だけ。人間耳の方は退化しちゃっててなんにも聞こえないけどね」

　一つの謎が解けた。ケモミミ少女にも人間の耳はある。

「くすっ☆」

　大樹が深くうなずいていると、リコッテは音もなくエレナのそばに寄る。

「──ところでエレナさま、例の件だけど……」

　バニー少女はエレナの耳元で何か話している。内容はまったく聞こえないが、何か重要な話をしているようだ。ただ、さきほどまでのくったくのない笑顔はすっかりなくなり、狼おおかみのように鋭く冷たい表情に変わっていた。エレナも眉み間けんに皺しわを寄せて話を聞いている。

「俺、外した方がいいかな？」

　大樹が気をまわすと、リコッテは再び表情をくるりと変え、肩をすくめて小悪魔的なウィンクを飛ばす。

「なんでもないよ、お兄さん♪　それよりあたしの退化した方の耳……興味あるんでしょ？」

「え、ええ……まぁ」

　リコッテはぴょんぴょっと跳ねながらやってきて、大樹に耳打ちをした。

「くすくす。退化した方の耳は、音は聞こえないけどね……その分、感度はすっごい良好だよ♪」

「ふほぉうっ！」

　耳に息を吹きかけられて、大樹は飛び上がる。

「や、やばいよ、ウサギさん……。俺、くらっくらしてきた。脳の血液量がガンガン減ってって、もう立ってらんない」

「あははっ、可愛かわいいの！　からかい甲が斐いがあるお兄さんだね♪」

「もうっ！」

　二人のやりとりを見ていたエレナが口を尖とがらせる。

「ダイキさん、何を馬鹿なことを言ってるんですかっ！　リコッテちゃんも悪ふざけしないで！　とっととお店に入りますよ！」

　大樹はエレナに腕を強く引っ張られた。

（なんかはぐらかされた気がするけど……まぁ、いっか……）








第三話　ワイバーンの運送屋さん






　大だい樹きとエレナは、リコッテに案内されて店内に入る。昼前の中途半端な時間であるにもかかわらず、席はほとんど埋まっていた。

　店内は広めで、木のテーブルがたくさん並んでいる。酒場というよりレストランといった感じだ。

「例のスペシャルお願いできる？」

「オッケーで～す！」

　秘密のオーダーを受領したリコッテは、厨ちゅう房ぼうに消えていった。

　空腹に耐えながら待つことしばし。

　テーブルにドンッと勇ましい音が響いた。

「はいはい、お待たせ～♪　カステネア豚のグリルだよ！」

　皿の上には、巨人の握り拳のようなビッグサイズの肉の塊が鎮座ましましていた。

「げっげ───っ！　これはっ！」

　表面はこんがりとキツネ色にあぶられており、中から透明の肉汁がじゅばじゅばと染みだしている。

　そしてサイドからは、こん棒のような太い骨が一本、にょっきりと突き出していた。

「これはっ……例の肉じゃないかっ!!」

　漫画やゲームでおなじみのアレ。

　マンモスを追いかけてる原始人も、モンスター狩りの兄さんたちも大好きな、巨大な骨つき肉である。

　大樹は骨を片手に摑つかみ、大胆にかぶりつく。

　パリッとした皮を前歯で破り、弾力に富んだ肉を嚙かみ千切ると、豚の甘い脂が口中に広がった。

「肉のうま味が濃いっ……おまけに香辛料の風味っ!!」

　中世世界は香辛料が非常に高価なものだという印象があったが、どうもそうではないらしく、肉には何種類ものスパイスが贅ぜい沢たくにすりこんであった。

「うわぁっ、よだれが止まんないよ……！　この世界って香辛料は高くないの？」

「よその国だと割と高価ですけど、うちの街は特別に安いんですよ。昨日、ワイバーンが荷物を運んでいる様子を見ましたよね？　うちの街にはワイバーンの運送屋さんがいるんで、香辛料の貿易が盛んなんです」

「なるほどねぇ……」

　胡こ椒しょうなどのスパイスは小さくて運びやすいので、空輸にはうってつけというところなのだろう。

　大樹が肉に食らいついていると、背後から巻き舌気味にしゃべる声がした。

「つまるところぁ、あれだ。オレに感謝しろってわけだ」

　振り返ると、そこには二十歳前後の青年がいた。

　頭にベレー帽をかぶり、小さな丸メガネを鼻の付け根に引っかけているさまは少々愛あい嬌きょうがあるが、彫の深いかなりの美形である。だがそれもそのはずだ。青年の頭からはトウモロコシのような耳が伸びている。彼もまたエルフなのだ。

「おいっす」

　青年は親父くさい挨あい拶さつをして、勝手に椅子に座る。

　どうやらエレナの知り合いのようだ。

「今ちょうどお話ししてたワイバーン運送のオーナーのウォラーレさんですよ」

「若いのに、オーナーやってるなんてすごいねー」

　大樹が軽口を叩たたくと、青年はずり落ちかけた丸メガネを指先で上げた。

「若いって……。おいおい兄ちゃん、馬鹿言ってんじゃねぇよ。オレァ、この街の最年長だぜ？　今年で三百と二十七歳だ」

「うぉぉいっ、三百ってどんだけだよ！」

　エルフは不老不死である。見た目で年齢を判断することはできないのだ。

「にしても、ワイバーンってどうやって操ってるんですか？」

　大樹が質問すると、ウォラーレは首から下げている紐ひも状ネクタイ、いわゆるポーラータイを握る。

「オレァ、エルフだぜ。奇跡セルラを使ってるに決まってるだろ。これが『飛竜を操る聖遺石レリクス』だ」

　ポーラータイにはドラゴンの瞳のような真っ赤な宝石が飾られていた。

「ずっと昔、なんにもねぇこの街に、オレァ嫁さんと二人でやってきたんだ。二人で商売を始めようと思った矢先に、嫁さんが事故で死んじまってな。これがその形見だ」

　エルフは死ぬと聖遺石レリクスになる。ウォラーレは、亡き妻と二人で商売を続けているというわけだ。

「綺き麗れいな石ですね」

　おせじ抜きに大樹はそう思った。

「ったりめぇよ！　この街を大きくすることは、嫁さんの遺言みたいなもんだからな！」

　ここは、神々と香辛料の街コンディメンデウス。

　街の発展にウォラーレが大きく貢献していることはその二つ名からも窺うかがえる。

「なるほどなぁ。ウォラーレさんのおかげで、ここはすごくでっかい街になったってわけかぁ。肉料理もスパイスが利いてて美う味まいし、街も活気があるし、ここは本当にいいところですね」

　大樹はエルフの男に素直な気持ちを告げると、ウォラーレは苦笑いをした。

「まぁ……実のところ、この街が一気に栄えたのはほんの三十年前だ。法律が整備されたのがきっかけだがな」

「そうなんですか？」

「あぁ。それまでは街ごとにローカルルールがあったり、強い商人が勝手な決まりを押しつけたりするもんだから、商売はリスキーだったんだよ。そのおかげで流通も停滞してた。でも『民法』って法律ができたおかげで、商取引のルールが明確になってな。そっからは無用な争いもなくなって、一気に商売が盛んになったってわけだ」

　この国では日本の刑法が使われていることは昨日の裁判で判明していたが、どうやら民法も適用されているようだ。

「ダイキさん、民法ってなんでしょう？」

　エレナが聞いてくる。大樹は簡単に説明した。

「法律には色々あってね。犯罪と刑罰のルールを決めてるのが刑法。市民間の約束事のルールを決めてるのが民法なんだ」

「なんだかピンとこないです……」

「要は、『物を買ったら代金を支払うこと』みたいな、商売とか財産がらみで守らなきゃいけない決まり事ってことだよ」

　日本の民法が輸入されたおかげで、この国では商売が盛んになった。

　もっともな話である。

「商売はやりやすくなったが……三十年前を境にこの国はすっかりおかしくなっちまったがな。にしても……まぁ、あれだ！」

　運送屋のオーナーは眼鏡を拭きながら、大樹に向かって歯を見せた。

「昨日はエレナちゃんがワイバーンをタクシー代わりに使いてぇなんて言い出すもんだから、気になってな、オレも仕事を抜けて裁判を見に行ったんだよ！」

「えっ！　傍聴してたんですか!?」

　ウォラーレが傍聴席にいたとは意外である。

　千人近い聴衆はすべて人間かと思っていたのに、どうやらエルフも混ざっていたらしい。

「にしても、兄ちゃんの活躍はすごかったな！　エレナちゃんとこのちびたんが牢ろう獄ごくに入れられるんじゃねぇかと思ってギリギリしてたのに、まさか逆転無罪を勝ち取っちまうとはな！　オレァ、ひっくり返ったぜ！」

　大樹とウォラーレが会話をしている間に、エレナはずっしりとした布袋をテーブルの上に置いた。

「後で運送事務所に行こうと思ってたんですけど……これワイバーンのレンタル代金です」

　袋の口を開けると、中にはピカピカの金貨が軽く百枚以上は入っている。

「えーっ！　これ全部でいくら!?」

　大声をあげる大樹に、エレナは答える。

「千二百万ゴルドです」

　十ゴルドが日本円の一円に相当するので、レンタル料はざっと百二十万円である。

「ワイバーンに乗ってたのってたったの二、三分なのに、こんなに高いの!?」

「ワイバーンは本当だったら個人にはレンタルしてないんですよ。でもわたしが無理を言って、タクシー代わりに使わせてもらったんです。運送予定をキャンセルしてまで、貸してくださったんですから」

「そうだったんだ……すいません」

　大樹が頭を下げると、ウォラーレは豪快な笑い声をあげる。

「ウハハハッ！　まぁ、いいよいいよ。話は聞いてるから。兄ちゃん、異世界から召喚されたんだろ？　こっちの世界の事情は知らなくて当然だ。貸したワイバーンも役に立ったみたいだしな。それになんと言ってもあれだ！」

　ウォラーレは拳を小さく突き上げてアッパーカットを打つ振りをする。

「兄ちゃんがキケロの野郎をガツンとやってくれたからな。オレァ、すっとしたぜ。あいつぁ、人間の犬だからな」

　ウォラーレは大樹の肩をばんばん叩いた。

　見た目は線の細い若者なのに、中身は完全におっさんなので、大樹は少々戸惑ってしまう。

「でもまぁ、商売のけじめとして、代金はもらっておくぜ」

　ウォラーレは金貨の入った袋を手元に引き寄せる。それからポケットから数枚の金貨を取り出し、袋の中にちゃりんと入れた。

「ここんとこエレナちゃんの神殿にゃ、全然寄付をしてないからな。これは寄付金だ。いつもご苦労さん」

　エルフの男は、ずっしりとした袋をエレナの前に押し戻した。

「ウォラーレさんっ……こんなのわたし、受け取れません！」

「こっちだって、いっぺん出したものはしまえねぇよ」

　どうやらウォラーレは最初から、エレナから代金を取るつもりはなかったようだ。彼はエレナの厳しい台所事情をよく理解しているのだろう。

「無理を言って貸していただいたのに……本当に申し訳ございません」

「金儲もうけばっかりしてると、神様に目ぇつけられるかもしれないからな。それでよろしく伝えといてくれよ！　ウハハハハハッ！」

「レンタル料は、代々伝わる金細工の彫像を質にいれて工面したものだったんです。おかげで取り戻すことができます」

　エレナの感謝の言葉を聞いていたウォラーレは、気恥ずかしそうに頭をかきながら背を向ける。

「まぁ、なんだ……あれだ！　オレァ忙しいから、行くぞ！　ここの飯代は出しといてやるよ！　じゃな！」

　エルフの青年はリコッテに銀貨を渡し、店を出ていく。

　エレナは彼の背中に深々と頭を下げた。




　肉を食い終わり、大樹が腹をさすっていると、客の一人が大声をあげた。

「ウサギちゃん、俺のオーダーまだー？」

「はいはい、すぐに行くねー！」

　厚切りベーコンのステーキの載った皿を持ったリコッテが、跳ねるような軽快なステップでオーダーを運ぶ。一歩歩くたびに胸についたたわわな膨らみが上下にゆさゆさと揺れた。

（そうか……。『飛び跳ねウサギ亭』ってのはこのことか）

　バニーガール衣装に包まれた豊満なウサギさんが、ダイナミックに跳ねて飛び回っている。

（料理は美お味いいし、リコッテちゃんは可愛いし……そりゃぁ、この店は流は行やるよなぁ）

　エレナの手前、リコッテの胸をガン見するわけにはいかない。

　そこで大樹は、ワインの入ったカップをわざとテーブルの端に置き、ちょいちょい手を伸ばす振りをしながら、横目でバニーガールを観察していた。

（でもせっかくだから、もうちょい高くジャンプしてくれないかな……）

　大樹がそう思った矢先、リコッテは膝ひざほどの高さまでぴょんと飛び上がった。

「ひゃんっ！」

　まん丸なバストが、ぽぉんと軽やかに跳ね上がり、彼女の着地と同時にバウンドする。だが大樹の視線は胸ではなく、彼女の足元に向かっていた。

　リコッテの足元に、誰かが小皿を投げつけたのだ。

「もうっ、お客さんっ！　危ないじゃないのよっ！」

　小皿を投げたのは、三十歳前後の短髪の男だ。赤ら顔でニヤニヤしていて、どうも昼間から酒に酔っているらしい。

「巨乳の可愛かわいい亜人がいるって聞いて、わざわざこの店まで来たんだぜぇ～。もうちょっとサービスしてくれよ」

「困るよ！　うちはそういうお店じゃないんだから。他のお客さんに迷惑をかけるようなら、出てってもらうからね！」

　投げられた小皿は割れてしまっている。それを拾い集めようとリコッテが腰をかがめると、酔っぱらいは椅子から立ち上がった。

「んだとぉ～。亜人のくせに随分と偉そうじゃないか」

　立ち上がった男は、ふらつきながらリコッテに詰め寄る。連れの男は見て見ぬ振りをしていた。

「ちょっとなによ!?」

「いいからちょっと来い！　人間様が教育してやるからよ」

　男はだいぶ酔っているようだ。額まで真っ赤にしてリコッテに近づいていく。

「だいたい亜人の分際で人間様の酒場をうろちょろしやがってよぉっ、ちょっと可愛いからって調子に乗ってんのか？　犯罪者の末まつ裔えいがよぉっ！」

『犯罪者の末裔』──。

　そう言われた途端、ピンと立っていたリコッテの耳が垂れてしまう。大樹はエレナに問いかけた。

「今のどういうこと？」

「大昔、この世界では罪を犯した者は刑罰として森に捨てられていました。ほとんどの者は狼に食べられてしまいましたが、生き残った者は森の瘴しょう気きに当てられて怪物になった。……それが亜人の始祖だと言われています」

「つまりは都市伝説めいた言い伝えが、亜人を差別する大義名分になってるってわけか」

　昼間っから働きもしないで酒を飲み、女の子にからんでいる男──。

　それが自分と同じ人間だと思うと、大樹は胸の奥に猛烈なむかつきを覚えた。

（ちょっとあいつらには黙ってもらうか……）

　大樹は手についたゴミを落とすふりをして、手を何度か大きく叩いてから立ち上がる。

　すると店内にいる客の視線が大樹に集まった。

「ダイキさん、喧けん嘩かは駄目ですよっ！」

　エレナが袖そでを摑む。

　大樹は彼女の手を優しく押さえた。

「わかってるよ。俺だって暴力は苦手だ。でも法律家には法律家のやり方があるんだよ」

　一応持ってきていた異世界六法がさっそく役に立ったようだ。

　大樹は刑法のページを開く。

「なぁ、酔っぱらいのお兄さん。あんたの今の行動は、暴行罪に該当するぜ」

　大樹は該当ページを読み上げる。




　第２０８条（暴行罪）

　暴行を加えた者が人を傷害するに至らなかったときは、二年以下の懲役もしくは三百万ゴルド以下の罰金または拘留もしくは科料に処する。




　大樹の言葉を聞いていた酔っぱらいの男は、馬鹿にしたように笑いだした。

「はぁっ!?　 暴行だとぉっ!?　俺はあの亜人に指一本すら触れちゃいないぜ。皿だって当たらないように、わざわざ少し離れたところに投げたんだ。俺はバニーを驚かしてジャンプさせるために皿を投げただけだ！　それを暴行だと？　言いがかりつけんじゃねぇよ！」

「当然だ。刑法２０８条にいう暴行とは、『人の身体に対し、不法な攻撃を加えること』を言うんだ。攻撃が身体に接触していなくても、本罪は成立する」

「なんだとぉっ!?　てめぇ、頭が膿うんでるのかよ。腐らないようにこれでも浴びてろ！」

　酔っぱらいはテーブルの上の塩をつまみ、大樹の顔に振りかける。そのとき、彼の連れの男が何かに気がついたらしく、酔っぱらいの腕を引いた。

「ちょっと待て、こいつの服見ろよ。このかっちりした仕立ての見慣れない服……こいつ、昨日の裁判で弁護人やってたダイキとかいう奴じゃないのかっ？」

　店の中が一斉にざわつく。

　この国に法律が施行されてから三十年、亜人に対して無罪判決が出たのは初めてだったため、街では大樹のことがちょっとした話題になっていたようだ。

「変わった服を着てるから、みんなが見てるんだと思ってたけど、どうやら俺は一夜のうちに有名人になってたみたいだな」

　連れの男は、酔っぱらいをなんとかなだめて座らせる。そして大樹に質問をした。

「俺は裁判傍聴が一番の趣味でな。昨日もあそこにいたんだ。あんたは今までに見たことないくらいに、法律に詳しい。ってことは、今言ったことも本当なのか？」

　大樹は首を縦に振る。

「もちろんだ。さらに言えば俺に塩をかけた行為も暴行に当たる。おまけに店員に皿を投げた行為は威力業務妨害罪にあたる可能性があるな。三つ合わせて、最大四年半の懲役だ」

　連れの男の顔の緊張が走る。

「四年半……！　たったこれだけの行為で!?」

「どうする？　他のお客さんに迷惑をかけないで、大人しく食事をするって言うなら、告訴しないでおいてやるが……」

「わかった、わかったよ。こいつ酔うとちょっと羽目を外す癖があってな。行儀よくするから勘弁してくれ！」

　連れの男は両手を上げ、降参のポーズをする。酔っぱらいの方はすっかり酔いが醒さめたらしく青い顔をしていた。




「喉のど乾いちゃったから、もう一杯ワインを頼んでいい？」

　大樹がにっと歯を見せる。

「ダイキさん、鮮やかですね……」

　エレナは切れ長の瞳を丸くする。

「わたしもスッとしちゃいました！　ああいう人間の方って本当に多いんですけど、今までは黙って見てるしかできなかったので」

「俺の持ってる法律知識が、役立つようで良かったよ。もっとも、だからこそ召喚されたんだけどね」

「わたしは、母の教えを守って弁護士バリスターさんをお呼びしただけですから……。まさかダイキさんがこんなに頼もしい方だとは、その……思わなかったです」

　エルフの美少女は恥ずかしそうにうつむく。

　金色の長髪から飛び出した尖とがった耳が、ほんのりとピンク色に染まっていた。








第四話　壁の外






『飛び跳ねウサギ亭』を後にした大だい樹きはエレナに連れられて郊外に向かう。やがて二人は街全体をぐるりと囲む城壁の前までやってきた。

　壁の高さは十メートルちょっとくらいだろうか。ちょうど電信柱くらいの高さだ。

　灰色の煉れん瓦がを積み重ねて作ってあるが、だいぶ傷んでいて、あちこちが剝はがれている。作られてから何百年も経っているようだ。

「壁の外に出るの？」

　大樹が問いかけると、エレナは首を縦に振る。

「はい。今日はこれから仕事が入っておりますので、少々お付き合いください」

「仕事って？」

　エレナの一族は、かつては神判の巫み女こだったらしいが。

「神殿のお仕事はなくなっちゃって……今は除霊だけです」

　随分とオカルトチックな仕事だが、ここはファンタジー世界だ。霊に取り憑つかれる者がいてもおかしくはない。

「亜人って、魂と肉体の大きさがマッチしてない種族が多いんですよ。だから肉体の中の魂が行き届いてない部分を、悪霊に乗っ取られる方がたまにいるんです」

　エレナは胸にぶら下げた紫色の宝珠を手にとった。

「これは『ものの本来の姿を取り戻す聖遺石レリクス』です。これを使って、悪霊に乗っ取られた肉体を正常な形に戻すんですよ」

「へぇー。霊に取り憑かれた亜人は、城壁の外側に住んでるんだ」

「はい。壁で囲まれた部分は、この街のほんの一部ですから」

「あー、そういえば」

　大樹は昨日ワイバーンに乗って、上空からこの街を見下ろした。

　確かに街は城壁の中と外の二重構造になっていた。

（街が急速に発展したみたいだから、壁の拡張が間に合わなかったんだろうな）

　そもそも城壁とは、外部の驚異から街を守るためのものだ。

　しかし法制度の整備により、国家間の戦争はもうなくなったのだろう。おまけにワイバーン運送の様子を見るに、驚異的なモンスターも人類の支配下に置かれているようだ。

　そうであれば城壁はもう無用である。

　日本にはもちろん城じょう砦さい都市はないが、ヨーロッパには現在でも城壁だけが残っている街はたくさんある。異世界の街コンディメンデウスは、ちょうど壁が不要になったばかりといったところかもしれない。

「空から見た感じだと、壁外の方が家はいっぱいあったけど」

「そうですね。城壁の外は、内側の何倍も大きいですよ」

　槍やりを持ったまま暇そうに立っている門番に軽く会釈をしてから、エレナはアーチ型の門をくぐる。大樹もそれに従い、壁の外へと足を踏み出した。




「うっ……！」

　壁外に広がる町並みを見た大樹は、思わず声を出してしまった。

「エレナちゃん……これってどういうこと？」

　目の前に広がる景色は、門をくぐる前とはまったく異なるものだった。

　白壁で作られた立派な建物は一つもなく、新鮮な果実や生きのいい魚を並べる店舗もない。

　通りにはまるで活気がなく、綺き麗れいに着飾った者など一人として歩いてはいなかった。

　そこにあるのは、朽ちたような木でできた木造の家屋と、腐ってハエのたかる肉を売る店。それに、ボロをまとって通りに座り込む人々の姿だった。

（壁の外は、スラムなのか……？）

　薄汚れた布を身体にまとい、路上にうずくまる人々はみな、異形の姿をしていた。

　頭に山や羊ぎのような巻き角の生えた者。

　獣のように全身がけむくじゃらの者。

　鳥のようなクチバシのある者。

（そうか、そういうことなんだ……）

　昨日の裁判の様子と、レストランでの人間の様子、そして今見えている光景を見れば、よっぽど鈍感でなければすべてを理解することができる。

「この街の亜人はみんな、壁外のスラムに住んでるんだ……」

　犯罪者の末まつ裔えいと罵ののしられ、人間に差別される種族たちはみな、城壁の外に追いやられて暮らしていたのだ。

「そうですね。壁の内側に住む亜人はわたしたちエルフと、後はリコッテのように運良く仕事を見つけられた者だけです」

　城壁の中は、非常に清潔で快適だった。

　古代ローマのように上下水道が地下に整備されているらしく、人々は衛生的に暮らしていた。

　活気ある売り子の声が通りに響きわたり、美しく着飾った人々が笑いながら歩いていく。

　大樹は東ヨーロッパの古都に観光に訪れたような気分すら味わっていた。

　だが壁外の様子は、それとはまったく異なる。

　亜人の暮らすこの区域は空気自体がどんよりと溜たまり、腐臭と汚物の臭においが充満している。身ぎれいな者など一人もおらず、道も舗装されていない。

　道の端で丸くなったまま寝ころがっている亜人に、何十匹ものハエがたかっていた。ひょっとしたら死んだまま放置されているのかもしれない。

「驚きました？」

　エレナが寂しそうに笑う。

「これがわたしの住んでいる街の裏側です。神々と香辛料の街、コンディメンデウスの負の部分──」

　大樹は言葉を返すことができなかった。

　亜人は差別されているとはいえ、ユワワもエレナもちゃんと生活しているし、リコッテも華やかなウェイトレスだった。

　しかし彼女たちは例外中の例外なのだ。

「三十年前にこの国に法律が整備されてから、亜人は街の外に締め出されてしまったんです」

「差別されて、仕事を奪われた挙げ句、追いやられたってわけか……」

「いえ、仕事を奪われてはいません。むしろ……」

　エレナが遠くに視線を送る。そこにはリアカーを牽ひく亜人の姿があった。

　身長が二メートルはあろうかという大男が、こちらに向かって歩いてくる。

　男の顔はロケットのように前方に長く突き出しており、ぬめっとしたエメラルド色の鱗うろこに覆われている。つまりはトカゲのような顔だ。

　腰に粗末な布をまとっただけのトカゲ男は、無表情に二輪の台車を牽ひいている。荷台の上には、穀物が入っていると思われる麻の布袋が高々と積み上げられていた。

「でっかい亜人が人力車を牽いてるね」

　大樹が見たままの感想を言うと、エレナがそれを否定した。

「あれは人力車とは呼ばれていません。馬車と呼ばれています」

　よく見ると、大男は口に金属製のハミをくわえさせられている。ハミと台車はなめし皮で連結されており、そればかりか男の両腕はアーム部分にくくりつけられ、腰も金具で固定されている。

　男は完全に馬車の一部にさせられているのだ。

（あれじゃぁ、まるで馬車馬……いや、それどころか車のエンジン扱いだ。動物扱いすらされてないじゃないか）

　愕がく然ぜんとする大樹に、エレナは語りかける。

「亜人には仕事がないどころか、過酷な肉体労働をさせられています。そして人間はほとんど仕事をしていません。人間の何倍も人口の多い亜人に労働させることで、この街は文化的にも経済的にも発展しているんです」

　蒸気のような鼻息を噴き出しながら、トカゲの亜人が大樹の横を通りすぎていく。丸太のように太い足は強い生命力を感じさせるのに、彼の真っ黒な瞳には一切の光がなかった。

「亜人は人間の奴隷ってこと？」

「奴隷という身分制度が明確にあるわけではありませんが、事実上は奴隷……もしくはそれ以下の存在です」

　鱗うろこに覆われた亜人は荷物を牽きながら、門をくぐっていく。おそらく一日何往復も、彼は荷物を運び続けるのだろう。そして怪我や病気でそれができなくなったときはあっさりクビを切られ、仕事もなくスラムの道端に座って空を眺めるだけの存在に成り下がるのだろう。

「あの方はザグトーバさんと言います。ドラゴニュートと呼ばれる竜人族で、本当は人間よりも遥はるかに高い知力を持っている誇り高き種族なんです」

「竜人か……」

　竜とは人間の何倍も長く生き、高い叡えい知ちを備えた神にも近い種族──。

　それがファンタジーの常識である。

　だがこの世界の竜は、馬の代わりに荷物を牽くだけの存在に貶おとしめられてしまったようだ。

「ザグトーバさんは、三十年前までは学者の先生だったらしいです」

「酷ひどい話だな。でもドラゴニュートは身体もでっかいんだし、その気になれば人間なんか一捻りだと思えるけど……」

「できる……と思いますよ。その気になれば」

　エレナは奥歯に物がひっかかったようにしゃべる。

「でも人間に楯たて突つこうものなら、あっという間に逮捕起訴されてしまいます。人間からすれば、亜人の刑事裁判は楽しいショーですから……抵抗はむしろ、人間の娯楽を増やすだけの結果になってしまいます」

「く……」

　亜人が差別されていることは気づいてはいたが、どうも大樹が考えていた以上に、事実は深刻なようだ。

「ユワワは、彼女が赤ちゃんの頃、スラムに捨てられていたのをわたしが拾ってきました。ワーラビットのリコッテは、とびっきりの美少女ですからあのお店の看板娘としてスカウトされました。ですが彼女たちは特別です。ほとんどの亜人はこのスラムで惨めに生きています」

　亜人は壁の外の劣悪な環境で暮らし、人間に労働力を搾取され、ゴミのように死んでいく。目立った行動をとろうものならすぐに起訴されて、見せ物となった挙げ句に牢ろう獄ごくに送られる。

（こりゃ、とんだ暗黒世界だな……）

　ＲＰＧなどに登場する典型的なファンタジー世界は、亜人と人間が仲良く共存している。そして彼らはそれぞれの特徴を生かして、街の外にいるモンスターと戦い、最後には魔王を倒して、手を取り合ってバンザイをする。

　だが大樹がやってきた異世界には、街の外に驚異は存在しない。驚異は街の中心に悠々と腰を下ろしているのだ。

「亜人の方が人口多いんでしょ？　クーデターとか起こせないのかなぁ……」

「裁判所のスライムは法の執行官でもありますから。壁外にいきなり現れて、亜人の土地や財産を強制的に奪っていくんです。もしもおかしなそぶりを見せようものなら、あっという間にすべてを失ってしまうんですよ。それを恐れて亜人は完全に萎縮しています」

　強制執行をかけるには裁判を起こして勝訴判決を得る必要がある。しかしやり方によっては被告に知られないように勝手に裁判を起こし、秘密裏に勝訴判決を手にし、そして強制執行をかける方法もある。そうやってこの街の人間たちは、スライムを利用して亜人を支配しているのだろう。

「人間たちが裁判所とそのシステムを悪用しているかぎりは、亜人に反逆の術すべはないんです。だから街を支配する『法律』という制度自体を破壊しないかぎりは現状を変えることはできません」

　ウォラーレが言っていたように、法律のおかげでこの国の治安は守られ、経済も回っている。

　だがそれを破壊して国を混こん沌とんとした状態に戻すこと以外に、亜人が救済される方法はないということだ。

「今のザグトーバって人、俺たちの何倍も頭いいんだろうし、今度話を聞いてみようかな？　エレナちゃんは知り合いなの？」

「はい。母がかつてお世話になっていたそうで。わたしも親しくさせてもらってます。……でも、話を聞いてくださるでしょうか。ダイキさんは人間ですから……」

「人間？」

　エレナに言われて、大樹は初めて気がついた。

　周囲にいる亜人が、明らかに大樹のことを避けている。

　通りにいる者はみな、エレナに軽く会釈をした後、大樹の顔を見ないようにして足早に去っていく。

「そうか……俺は人間族だから、亜人の敵ってわけか」

「ダイキさん個人がどうこうという問題ではありませんが……」

　通りの陰でこちらを見ていた亜人の一人が、大樹と目が合った途端に姿を隠す。人間である大樹が亜人と会話するなど、どだい無理なことのようだ。

（まぁ……しょうがないか。俺としゃべってくれるのは、エルフのみんなと、あとは人懐っこいユワワだけってわけだ）

「そういえばエレナちゃんのお母さんってどこにいるの？　全然見ないけど」

「あの……母は……」

　エレナの顔が沈む。聞いてはいけないことを聞いてしまったことは明らかだ。

（しまった、失言だった……。まさか、お母さんはもう亡くなってて、エレナちゃんが首から下げてる聖遺石レリクスがそうだってことか？）

　聖遺石レリクスから視線を逸そらした大樹の顔を見て、エレナは慌てて口を開いた。

「いえ、母は生きています」

「あぁ、良かった。エルフは事故以外では死なないって言うからさ、もしかして不幸があったのかなぁなんて思っちゃった」

「死んではいません。ですが……」

　少女は口ごもる。

　一呼吸の後、彼女はゆっくりと続きを口にした。

「……非常に言いにくいことなのですが、母は六年前に無期禁錮で投獄されてしまいました」

「投獄っ……！」

　優しいエレナの母親が罪を犯したとはとても考えられない。昨日の裁判の様子からしても、考えられることは一つだった。

（不当起訴か……）

　大樹はそう直感した。

　ユワワだってあやうく、無実の罪で牢獄に入れられるところだったのだ。

（それにしても無期か……）

　もっとも無期といっても死ぬまで牢獄から出られないわけではない。『仮かり釈しゃく放ほう』という制度があって、ある程度の年数が経過すると、条件付きで釈放されるのだ。

　大樹は確認のために、異世界六法を開く。

　刑法の第28条だ。

　そこに書かれていた条文は、日本のものとまったく同じ内容だった。

「大丈夫だよ。無期っていっても、何年かすれば出られるから。それにエルフは不老不死なんでしょ？　ウォラーレさんみたいに何百年も生きれば、刑務所にいた期間なんか、後から考えればきっと一瞬だよ」

　大樹は法律知識を使ってエレナを励ました。しかし彼女の顔は一向に晴れようとはしはない。

「仮釈放の制度は……わたしも知っています」

「だったら、そんなに深刻にならなくても──」

　大樹の言葉にかぶせて、エレナは口を開いた。

「無期刑を受けた方はすぐに仮釈放されます。それが……それが人間であればっ!!」

「────っ!!」

　大樹は思わず言葉を失った。

（そうか。刑法には仮釈放という規定はあるけど、その運用方法を定めてはいない。つまり制度を利用するか否かは、すべて行政機関の胸三寸……）

　そして亜人は不当に差別されている。

　だとしたら、その先にある結論は一つだ。

「亜人が刑務所に入れられた場合、仮釈放されることは決してありません。それはエルフだって同じことです」

「ってことは……まさかっ!!」

「はい。わたしの母は、文字通り無期限に牢獄から出ることができません。つまり不老不死であるわたしの母は……永遠に刑務所から出ることができず、死ぬことすらも許されず、この世の終わりが来るその日まで、牢獄の中で過ごすのです……」

「……ぐっ!!」

　日本の法律は世界に誇れる素晴らしいものだと、大樹は思っていた。長い年月をかけてドイツやアメリカで培われてきた法理論を輸入し、日本流のアレンジを加えた実によくできた法典だと日々感心していた。

　だが、それはあくまで日本で適用された場合の話だ。人間を対象にしたときのことだ。

　異世界で、しかも亜人を対象として適用した場合は、まったく事情が異なるのだ。

（ユワワは、つまらない窃盗で事実上の終身刑にされそうになった。そしてエレナのお母さんは、未来永えい劫ごうの監禁という、死よりも辛つらい刑罰を受けている……）

　エレナは竜人の牽く馬車をぼんやりと見つめる。

「わたしのお母さんは、そんなに強い人じゃありません。このまま牢獄に居続けたら、きっと心が壊れてしまいます。でも……」

　少女は桜色の唇をきゅっと嚙かみしめた。

「──今のわたしにはどうすることも……！」

　エレナの母が何の罪で起訴されたのかはわからないが、すでに判決は確定している。

　だが大樹は法律家だ。何もできないわけではない。

（再審請求だ……）

　確定判決に重大なミスがあった場合、もう一度裁判をやり直すことができる。念のため異世界六法を引くと、刑事訴訟法にはちゃんとその旨の規定があった。

（俺ならやれる。エレナちゃんのお母さんの心が壊れる前に、確定した判決を覆すことができる……！）

　大樹は拳を固く握り締める。

　そのとき、前方にあった木造家屋の屋根が、爆音を立てて天高く吹き飛んだ。
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「危ないっ！」

　粉々に砕け散った木片が宙を舞う。大だい樹きはエレナの上に覆い被さった。空から振ってきた木っ端がバラバラと背中に当たる。

「エレナちゃん、頭下げて！」

　顔を上げると、数軒先にあるバラックのような二階建ての屋根から、米俵のような拳が生えているのが見えた。どうやら巨大な怪物が家の天井を内側からぶち抜いたようだ。

「モンスターが襲ってきたのかっ……!?　それとも巨人みたいにでっかい亜人かっ!?」

　通りにいた亜人たちが悲鳴をあげながら蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。巨人の腕はいったん家の中に引っ込んだかと思うと、今度は轟音を立てて壁を内側からぶち抜いた。

　粗末な建物はみるみるうちに木片と化して、空に飛び散っていく。

「大型の竜巻が直撃したみたいだっ！」

　砂ぼこりが巻き上がり、まともに目を開けることができない。白い煙の向こうで、家屋がビキビキと音を立てて盛り上がっていく。やがて二階建ての屋根からは、額に一本角を生やした巨人の頭が現れた。

「なんだ、ありゃぁっ……！」

　巨人の身体はみるみる膨らんでいく。頭が完全に天井から抜け、屋根を打ち壊しながら筋肉でパンパンに張った両肩が現れる。

「でかい……でかすぎるっ！」

　それでもなお、肉体の膨張は止まらない。銅板でできたような分厚い胸板が屋根から抜けたところで、巨人はトラックのような足で家の壁を蹴けり飛ばす。吹き飛んだ木材が通りの向こうにある家屋に突き刺さり、貫通してそのまた向こうの建物に食い込んだ。

「エレナちゃん、壁内に逃げようっ！」

　大樹はエレナの手を引いた。

　しかし彼女はその場から動こうとしない。

「どうしたんだよっ！　あれ、モンスターだろ？　早く逃げないと！」

　声を荒らげる大樹に対し、少女は小さく首を振る。

「あれを静めるのが……わたしの仕事です」

　エレナは、背中に担いでいた棒状のものを降ろす。丁寧にくるんであった麻布をはらはらとほどくと、中からは銀色に輝く見事な大剣が現れた。

「あれはモンスターでも巨人ジャイアントでもありません。……悪霊に憑ひょう依いされた亜人です」

　エレナはペンダントトップの紫色の宝珠を外し、剣の柄つかに埋め込む。すると刀身がアメジストのように輝くパープルの光を放ち始めた。

「この剣で倒します！」

　エレナは剣の柄を両手でしっかりと握り締める。

「『ものの本来の姿を取り戻す聖遺石レリクス』を柄に埋め込みました。これで怪物の肉体を切り裂けば、悪霊は肉体から切り離され、憑依された者は元の姿を取り戻すことができます！」

　エレナは外がい套とうを摑つかみ、一気に脱ぎ捨てた。

　彼女がまとうのは、大樹を召喚するときに着ていた絹の薄衣だけだ。神殿のかがり火に照らされただけで中身を透かしたその布は、太陽の下ではさらに、その中に隠しているものの姿を明らかにした。

（綺き麗れいだ……）

　陽光を受けて眩まばゆく輝く少女の肢体に、大樹は思わず言葉を失う。

　なだらかで柔らかい陶器のようなラインが、薄布の下に透けて見えた。

　風が吹き、長なが衣ぎぬの裾すそがふわりと持ち上がる。

　羽衣のようなドレスに包まれた肢体はあまりにも神々しく、大樹は劣情を覚えることすらなく、ただただ彼女を見つめていた。

「悪霊を祓はらうのも、エルフの巫み女この仕事です……！」

　エレナが剣の柄をきつく握ると、刀身の紫色の輝きがさらに増していく。

　光糸のような金髪。そこから伸びる尖とがった耳。湖のようなブルーの瞳。

　そして聖なる輝きを放つ剣──。

　エルフの少女のその姿は、まるで神話絵に登場する戦乙女のようだった。

（すごいな……。武器がすごい光ってて超レア装備っぽいし、魔法剣を操るエルフと巨人の戦いか……。すごいファンタジーっぽいな！）

　剣が放つ眩まばゆい光を見ていると、大樹の胸の鼓動は早まる。

「ダイキさんは住民の避難をっ！」

「わかった！」

　道端には、うずくまったまま動けない老亜人がいる。怪物は彼女に任せて、自分は自分のやるべきことをやろう。大樹はそう考えてエレナから離れる。

（エレナちゃんは敵の攻撃をかわしながら天高くに飛び上がって、見上げるような巨人を頭から真っ二つに切り裂く……そうに違いないっ！）












　アニメやゲームで見るような美少女剣士の活躍。

　大樹はそんな姿を思い浮かべた。

　しかし──剣を構える彼女を見た大樹は、違和感を覚える。

　エレナは諸刃の直刀を両手にしっかりと握り、下段に構えている。しかしそれは構えているというよりも、ただぶら下げているだけだ。

　剣の重量に完全に負けている。明らかに武器を持っているだけで精一杯の様子だ。

　瞳だけは勇ましい光に満ち溢あふれているが、彼女のその力ない構えには、まったく迫力がない。

（あの子、本当に戦えるのかっ!?）

　やがて剣を携えた少女の存在に気がついた怪物は、ゆっくりと彼女の方に向き直る。そして大木のような足で一歩二歩と進み、ハンマーのごとき拳を彼女の頭の上に振り落とした。

「キャァァァッ！」

　巨人の拳が地面に食い込み、舗装されていない道路に放射状のヒビが入る。エレナは地面を転がり、苛か烈れつな一撃をすんでのところでかわした。

「エレナちゃんっ！」

　彼女の体さばきは、大樹の想像していたものとはまったく異なっていた。

　敵の攻撃を華麗なステップでかわしていくのかと思っていたが、エレナは剣を引きずりながら、敵の攻撃から逃げるだけで精一杯である。動き出しがあと一秒ほど遅かったら、彼女は今頃ぺしゃんこになっていたことだろう。

（エレナちゃんは、奇跡セルラを起こせるってだけで、剣術に関してはまったくの素人なんだ！）

　ゲームキャラのように、重力を無視して飛翔し、エネルギー保存の法則に反する強烈な斬ざん撃げきを繰り出すことなどできない。

　彼女は重い剣を構えるだけで精一杯の、ただの十六歳の女の子なのだ。

「エレナちゃん、逃げて！」

　エルフの巫女からいったん離れた大樹は、再び彼女の元に駆け寄ろうとする。しかしそれは少女の声によって制せられた。

「そういうわけにはいきませんっ！　このままじゃ怪我人が出ます！」

「だったらウォラーレさんとか、男のエルフを呼んでこよう！　治安の維持は検察官の仕事なんだから、キケロにやらせたっていい！」

　大樹はエレナに訴える。しかし彼女は、家屋を破壊しながらゆっくりと通りに現れる巨人から目を離そうとしない。

「わたしは『マナ』の量が他のエルフよりも圧倒的に多いんです。あれほどまでに強大な悪霊を退治できるのは、この街にはわたし以外にいません！　……わたしがやらなきゃ、駄目なんですっ！」

「でも──」

「ダイキさんは住民の避難をっ……!!」

　凛りんとした声が空気を切り裂く。

　瞬まばたき一つせずに巨人を睨にらみ付ける少女の額から、真っ赤な血の筋が垂れた。

「わかった！」

　大樹は叫ぶ。だが、その本音はまったく反対だった。

（あの子に任せられるはずがない……！）

　大樹はボロをまとった老人を通りの向こうまで運び、Ｕターンして駆け戻る。額に一本角を生やした巨人は拳を高々と掲げ、今にもエレナに向かって鉄拳を振り下ろそうとしている。大樹は怪物の顔に向かって、折れた木材を投げつけた。

「こっちだ！」

　二階建ての屋根をぶち抜く大男からしてみれば、大樹の投げたガレキなど爪つま楊よう枝じのようなものだ。回転しながら飛んでいった木材は、巨人の額に当たって音もなく跳ね返る。

　だがそれで十分だった。

　エレナをじっと見つめていた怪物が顔を上げる。大樹が木材を次々と投げつけると、巨人は標的を変え、ゆっくりと大樹に向かってきた。

「来い、こっちだ！」

　半裸の巨人は地響きを立てながら大樹に向かってくる。怪物が歩みを進めるたびに、地面には足型のクレーターができた。

「エレナちゃん、今のうちに巨人の足首を狙って！」

「はいっ！」

　巨人の背後に回り込んだエレナは、遠心力に乗じて剣を横に薙なぐ。輝く刃から光のエネルギー流がほとばしり、豆腐でも切るように、怪物のアキレス腱けんをすっぱりと切断した。

「やりましたっ！」

　巨人は身体を支えることができず、膝ひざをつく。綺麗に切断された足首からは、どす黒い蒸気が噴き上がった。スラム中の小屋を踏みつぶさんばかりに巨大化していた怪物は、みるみるうちに萎しぼんでいく。

　やがて巨人から噴出した黒い蒸気は空中で人の形をとり、苦しそうにうめきながら風に溶けていった。

「ふぅ……なんとか除霊できました……」

　人型の蒸気が消えていく様子を確認すると、エレナはぺたりと尻しり餅もちをついた。

「エレナちゃんっ！」

　大樹は少女に駆け寄る。彼女は戦いの最中に怪我をしてしまったらしい。額から顎あごにかけて一筋の血が流れ、片方のふくらはぎが赤く染まっていた。

「ダイキさんのおかげで、なんとかなりました……。でも無理はしないでください」

「それはこっちの台詞だよ！　怪我を治す奇跡セルラってないの？」

「首都にはそういう聖遺石レリクスもあると聞いていますが、わたしは持っていません。でも大丈夫ですよ。ちょっと切っただけですから」

　大樹は彼女の怪我を確認する。

　幸いにも傷は深くないようで、痕あとが残るようなことはなさそうだった。

「エルフも事故では死んじゃうんでしょ？　あんまり無茶したら駄目だって」

「これがわたしの仕事ですから。こんなに巨大化したケースは初めてですけどね」

　血で汚れた顔で、エレナはふわりと微笑ほほえむ。

　抜けるように白い肌と、鮮やかな血の赤のコントラストは妖しいまでに美しかった。

（エレナちゃんって、優しいだけなんじゃなくって、勇敢なんだな……）

　エレナは奇跡セルラを起こすことができる。

　だがそれ以外はただの女の子だ。

　重い剣を満足に振り回すこともできない非力な十六歳の少女である。それにもかかわらず一歩もひるむことなく、彼女は見上げるような怪物に立ち向かった。

（不老不死のエルフにとっては、事故死の恐怖はとんでもないものだろうに……マジですごい子だな）

　大樹はポケットからハンカチを出し、彼女の血を拭ぬぐった。




『ものの本来の姿を取り戻す聖遺石レリクス』のついた剣で切り裂かれた怪物は完全にしぼみ、亜人の青年の姿になっていた。

　馬のたてがみのようなモヒカンヘアーで、なかなかの二枚目だ。顔立ちは人間と同じだが、額からは菜さい箸ばしほどの長さの一本角が伸びている。下半身は茶色い毛に覆われていて、足は蹄ひづめになっていた。

「馬の亜人か……」

　大樹がつぶやくと、エレナが首を縦に振った。

「はい。ユニコンヘッド族です。足が速くてパワーもあるので、宅配便やタクシー業務に従事する種族です」

　エレナは、青年の肩に優しく手を置いた。

「もう大丈夫です。何も心配しなくていいですよ」

　青年は特に外傷はないようだが、地面に倒れ込んだままぐったりとしている。強力な悪霊に取り憑つかれていたため、極度の疲労に陥っているのだろう。

　エレナから事情を聞いたところ、彼の名前はエクウスというらしい。

「頭がぼんやりする程度の症状とのことだったので、たかをくくっていました。強大な悪霊が本当の姿を隠していたのか、それとも小さな悪霊を媒介にして大量の霊が取り憑いたのか……。詳しいことは今となってはわかりませんが、少々迂う闊かつでした」

　亜人の青年エクウスは、額の角を地面に突き刺し、それを支えにゆっくりと身を起こす。

「エレナさま……」

「悪霊は祓いました。安心してください」

　青年はふらつきながらも立ち上がり、周囲を見渡して愕然とした。

「これは……まさか……？」

　粗末だが雨風をしのぐことができた彼の家は、完全にガレキの山と化している。しかもそればかりか、周囲の家屋も少なからず破壊されていた。すべて彼がやったことである。

「私が……この私が街をめちゃめちゃにっ……！」

「悪いのは悪霊ですから。ご近所のみなさんもわかってくださいますよ」

　エレナは青年の手を握り締める。彼女の金糸のような髪にはべったりと血液が付着し、衣のドレスの裾も血で赤黒く汚れていた。

「エレナ……さまっ……！」

　青年は少女の手を握り締めたまま、がくりと膝をつく。

　その澄んだ瞳から、ぽろりと涙がこぼれ落ちた。

「エレナさまがここまでしてくださったというのに……今の私にはなんのお礼もできない……」

　スラムで生きる彼が、その日暮らしの貧しい生活を送っていることは容易に想像できる。

　その上、家とわずかな財産を失った彼の手にはもう、何も残されてはいない。

「平気ですよ。エクウスさんが元に戻れたことだけで、わたしは十分なんですから」

　青年は膝をついたまま、嗚咽おえつする。乾いた地面には、ぽたぽたと落ちる大粒の涙で染みができていった。

「このお礼は必ずいたします……いつか、いつか必ずっ……!!」








第六話　裁判傍聴。そして帰り道






　二人はエクウスに別れを告げて、壁の内側へ戻っていった。

　スラムで起きていた事件をまったく知らない人間たちは、通りで楽しそうに談笑している。

　荷物を運ぶ亜人が、彼らの横を苦しそうな顔で通り過ぎていく。

「亜人を働かせてるから、人間はほとんど仕事をしないでいいんだ」

「そうですね。嘆かわしいことですが」

「エレナちゃんの生活は大丈夫なの？　除霊の仕事っていっても、亜人なんてみんな貧乏だから報酬なんてもらえないでしょ？」

「そうですね。それでもたまに献金をくださる方がいらっしゃるので、それでなんとか」

　野菜やハーブは家庭菜園でまかなっているのだろう。

「今日の仕事はもうおしまいなので、行きたいところがあればご案内しますよ」

「だったら……」

　異世界の弁護士バリスターとしてデビューしたばかりの大だい樹きの行きたいところは一つだ。

「裁判所に連れていってよ。今度は傍聴をしてみたい」




　大樹はエレナに連れられて裁判所にやってきた。

　聖堂のように巨大で、やや殺風景な建物──コンディメンデウス地方裁判所である。

　昨日はワイバーンを使って屋上に降りたので、入り口から入るのは初めてである。

「たくさん人がいるね」

　建物に入った大樹は思わずつぶやいた。

　裁判所の周りにもたくさん人がいたが、中も大勢の人間がいる。ほとんど関係者しかいない日本の裁判所とは大違いだ。

「裁判傍聴は人気がありますからね」

　庁舎には法廷がいくつかあるようだ。大樹たちは一番近くにある法廷に入っていった。




「逆から見るとこんな感じなんだ」

　千人近く収容できる巨大な傍聴席は、扇形のすり鉢状になっている。一番底にある法廷を、どの席からでもよく見ることのできる造りだ。

「完全に見せ物だな」

　裁判の傍聴自体は人に非難されるような行為ではない。裁判を通じて社会を知るのは極めて有意義なことだ。

　しかしこの世界の傍聴人たちの場合は異なる。

　裁判を完全にショーとして楽しんでいるのだ。

　弱者がすべてを失っていくさまを酒の肴さかなにして喜んでいる。

（日本の法律制度が異世界ではこんな風に運用されてるなんてな……）

　大樹は法廷を見下ろした。

　証言台には額に一本角を生やした青年がいる。エクウスと同じユニコンヘッド族だ。

　検察官席には銀髪のエルフがいた。キケロである。

　彼はオペラ歌手のように大仰に両手を広げ、傍聴人にアピールをした。

「事件は今、この私が立体映像を使って傍聴人の皆様方にお見せした通りだ！　被告人、これでも身に覚えがないと言い続けるつもりかっ！」

　キケロの演説に、傍聴人たちは一斉に手を叩たたく。昨日と同じ展開である。

「エルフの検察官は他にも何人かいらっしゃいますが、キケロさんの裁判は特に人気があっていつも満員らしいです」

　エレナが大樹にそっと耳打ちする。

「テレビもないこの世界で、あの男は証拠を映像にして再現することができる。……そりゃ人気も出るよな」

「キケロさんの奇跡セルラは自分の身の回りに起きた事実を映像にするものです。だから毎回ではないそうなのですが、かなりの割合で映像証拠が提出されるようです」

「まぁ……それがどういうことかは、想像がつくよ」

　おそらくはユワワの時と同じことだろう。

　キケロは亜人を罠わなに嵌はめているのだ。

　あえて犯罪を誘発するような状況を自ら作り出し、亜人に犯罪を実行させる。その上でその場で現行犯逮捕し、そのときの映像を法廷で再現する。

　下劣な出来レースである。

「いつもいつもキケロの周りで都合よく犯罪が起きるんだから、傍聴人の連中は、犯行が予定調和のインチキだってことは知ってんだろうな」

「はい。間違いないと思います」

「でも傍聴なんかしたこともない亜人たちは、何も知らずにキケロの罠わなに嵌はまるってわけか……」

　リアルな映像は証拠として決定的なものだ。しかしそれでも大樹は頭にインプットされている法理論で逆転無罪を勝ち取ることができた。

　だがそんな知識を持たないこの世界の弁護人はどう戦うのか。

　大樹は弁護人席に視線を送った。

（さて……ここからどう主張する？）

　弁護人は耳が長いわけでも、頭に角が生えているわけでもない。つまりは人間だ。彼は何も主張せずにニヤニヤしているだけである。

（なるほど、弁護人は何も主張しない……亜人の味方をする気はないってわけか……クソみたいな裁判だな）

　裁判という名のショーは、段取り通りに進んでいく。

「弁護人からは何も主張がないようだし、そろそろ判決に移ろうか。それでは裁判長……賢明なるご判断を」

　キケロの言葉を受けて、スライムの裁判官は判決文を読み始めた。

「主文。被告人を死刑に処ス──」

　ショーのクライマックスに観衆は沸き上がる。望み通りの展開に、法廷が揺れんばかりの声をあげた。

「私はやっていませんっ！」

　ユニコンヘッドの青年は身を乗り出す。

　しかしその瞬間、彼の足元から緑色の粘液が噴き出し、茶色い短毛に覆われた馬の半身に絡みつく。青年の両足は、あっという間にスライムに覆い尽くされてしまった。

　ここは裁判所である。判決が出た以上は、それに誰も逆らうことはできない。法の番人である緑色の液体生命は、亜人を無情に拘束した。

「違いますっ！　私は本当に何もやっていませんっ！　お願いですから、もう一度審理を……！　もう一度だけ審理をっ！」

　被告人の叫びを聞いた何百人もの観衆は、一斉にはやし立てる。拍手と口笛の鳴り響く中、青年の悲痛な訴えは誰にも届かずにかき消された。

「行こう。反へ吐どが出そうだ」

　大樹は振り返ることなく、庁舎を後にした。




　庁舎の外にはたくさんの屋台が出ていた。どうやら傍聴人を相手に商売をしているようだ。まるで縁日のように楽しげな雰囲気だが、大樹はとても浮かれた気分にはなれない。

「ねぇ、エレナちゃん。死刑宣告を受けた亜人はどうなるの？」

「今日のうちにコロッセウムに送られます。そして明日には……公開処刑です」

「野蛮だな」

　文化的に未成熟な国における最大のエンターテイメントは、人の生き死にだ。

　命がけの決闘や公開処刑が見せ物として人気を博すことは世界史でおなじみの事実である。

　この国ではそれに『裁判』が加わっている。それだけのことだ。

　だが悪質なのは、裁判が出来レースだということである。

　亜人を罠に嵌めて起訴し、流れ作業のように裁判を行い、予定調和の判決を言い渡す。

（水戸黄門みたいな勧善懲悪のドラマを見てる気分なんだろうな。善良な人間が、犯罪者の末まつ裔えいである亜人を懲らしめる……そんなところか）

　重い足どりで帰路につく。

　とぼとぼと歩く二人の影は、通りをまたぐほどにひょろ長い。いつの間にか西の空には、みかんのような夕日がぽっかりと浮かんでいた。

「この世界の検察官ってみんなあんな感じなの？」

　大樹がエレナに問いかけると、逆に質問が返ってくる。

「検察官とはそういうものかと思っていましたが……違うのですか？」

「違うよ。検察ってのは国家権力だから、その気になれば犯罪者を作り出すことだってできる。そんな検察は──」

　そこまで言ったところで、大樹はある人物のことを思い出した。

　逮捕した者を何がなんでも有罪に持ち込む、血の通っているとは思えぬ非道な男──。

　組織の中で心を失い、罪なき者を淡々と犯罪者に仕立て上げる青年──。

　それは検察官バッヂを胸につけていた頃の大樹そのものである。

　胸の奥に、嫌な痛みが走った。

「俺、元の世界では検察官だったってこと言ったっけ？」

　大樹の言葉に、エレナは戸惑いを見せる。

「えっと……。今朝少しだけ」

「一応はそれなりに立派な志を持って検察官になったんだけどね、いつの間にか心を失ってた。俺も本当はキケロと大して違わないんだ」

　街の中心地を抜けると、徐々に人通りが減っていく。

　人間たちはのんびりと家路についていくが、亜人たちは昼間となんら変わらずに馬車を牽ひいたり、材木を運んだりしていた。

　しばらく黙っていたエレナは、反はん芻すうするようにゆっくりとしゃべる。

「ダイキさんは……キケロさんとは違いますよ。ユワワを守ってくれましたし、今日もわたしを助けてくださいました。頭が良くて勇敢で……とても頼りになる男性です」

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど、日本にいた頃の俺は君には見せられないよ」

「そんなに今とは違うんですか？」

「人はね、体制に吞のみ込まれると心が麻ま痺ひするんだよ」

「体制……？」

　ピンと来なかったようで、エレナは難しい顔をする。

「そう。この世界の人間も同じだよ。三十年前までは亜人と共存共栄していたのに、今では亜人が苦しむことを心底楽しむ下げ衆すに成り下がっている。本当は人間らしい心を持っていたはずなのに、すっかり病んじゃったんだ」

　茜あかね色に染まる空を、小さな鳥が群れをなして右へ左へと飛んでいる。仲間を集めて森に帰るところなのだろう。日本ではあまり見ることのできなくなった、牧歌的な風景である。

「まぁ、俺の意志が弱かったのが、一番の原因なんだけどね」

　すでに通りからは人ひと気けがなくなっていた。荷物を運ぶ亜人が、身体からもうもうと湯気を上げながら、通りすぎるだけである。

　だが一人の亜人が、二人の男に通せんぼされていた。

　大樹は目を凝らす。

「あれは……ユニコンヘッドだ」

　額から伸びる一本角を見れば、大樹にでももう判別できる。ただしエクウスやさっきの被告人とは異なり、女性のようだ。

　荷馬車を止められた馬人は、二人の人間に尋問をされているように見える。

「なんだろ……行ってみよう」

　大樹は亜人の元に駆け寄った。




「何をしてるんだ？」

　大樹は男に話しかける。

　男は大樹の顔を見た後にエレナを見た。そして驚いたような顔で再び大樹の顔を見る。

「エルフのエレナ嬢と一緒にいるということは……おまえは例の弁護士バリスターか？」

「だったらどうした」

　男が答えに詰まっていると、もう一人の男が口を開く。

「俺たちは検察だ。この亜人の様子がおかしいんでな。ちょっと荷物の検査をさせてもらおうと思っているところだ」

「この人のどこがおかしいってんだよ。まるっきり普通じゃないか」

「その質問に答える義務はない」

　検察官たちは、面倒なのに見つかったと言わんばかりの態度をしている。

（こいつら、なんか企んでやがるな……）

　大樹はそう直感した。

　額から角を生やした女性は、人間で言えば三十代の半ばくらいのようだ。おそらく子供を養うために、きつい肉体労働をしているのだろう。そしてそんな彼女に検察官たちが声をかけた理由も想像がつく。

（なんだかんだ理由をつけて、犯罪者に仕立て上げるつもりなんだろう……）

　運んでいる荷物をつぶさにチェックして言いがかりをつければ、逮捕など簡単だ。

「ちょっと荷物を検あらためさせてもらうぞ」

　検察官は荷物にかかっているフードに手を伸ばす。しかし大樹はその間に身体ごと割り込んだ。

「待て。この人は雇い主に命令されて荷物を運んでるだけだ。中に何が入ってるかなんて知っているはずがないだろう」

「それはチェックしてみないとわからない」

　男は引き下がろうとしない。

「それじゃぁ聞くが、もっと大きな荷物を運んでる亜人はたくさんいるじゃないか。なぜこの人を調べようとする。この人の荷は他の人に比べて明らかに小さいぜ」

「理由など説明する必要はない。怪しいから調べるんだ」

「……怪しいのはおまえたちの方だろう」

　検察官たちがこの女性を狙い撃ちしていることは明らかだ。

（検察官とこの女の人の雇い主は、グルの可能性があるな。麻薬かなんかの禁制品を荷物に入れていて、わざと確認させる。そうすれば彼女は何も知らないままに逮捕されてしまう……）

　ユニコンヘッドの女性が大樹のことなど知っているはずがない。人間の男三人に囲まれた彼女は助けを求めるようにエレナを見つめている。大樹は女性の肩にぽんと手を置いた。

「大丈夫。俺は人間だけど亜人の敵じゃないから」

　女性はびくりと震える。大樹のことを恐れているようだ。

（まぁ……仕方ないか。亜人からすりゃ、人間はみんな恐いよな）

　大樹は男たちに詰め寄る。

「なぁ、あんたたち。荷物を検査するのは構わないが、それは任意か？」

　検察官たちは言葉に詰まる。大樹はもう一度同じ質問を繰り返した。

「任意か強制かと俺は聞いているんだ。この質問にも答える義務がないとは言わせないぜ」

　男たちは顔を見合わせた後、忌ま忌ましげに舌を打つ。

「……任意だ」

「つまり、荷物の中身を見せる必要はないということだな？」

「ああ……」

「だったらとっとと検察庁舎に戻って、今日の分の書類整理でもしてろ！」

　大樹が怒鳴りつけると、男たちは恨めしそうに睨にらみ付け、その場から去っていった。




「ダイキさん、どういうことですか？」

　不安げに状況を見守っていたエレナが問いかける。

　大樹は簡単に解説をした。

「警察とか検察は、当然の顔して荷物の中身を見せろって言ってくることがあるけどね、それに従う必要はないんだよ」

「そうなんですか？」

「そう。それをするには基本的には令状がいるんだ。通行人の荷物の中身を確認するだけでも、いちいち裁判所に行って、裁判官のサインの入った書類を発行してもらわなきゃいけないんだ」

「でもそれってすごく大変ですよね？」

　エレナは素朴な疑問をぶつける。

「もちろん。いちいちそんなことをしてたら、実務は回らないよ。だからさっきの検察官みたいに何も知らない一般市民を威圧して、命令には従わなきゃならないみたいに装うんだ。よくある手口だよ」

　このことは、刑事訴訟法１９７条に規定されている。日本も異世界も同じである。

「だから、警察や検察に脅されてもびびる必要はないんだ。毅き然ぜんとした態度で、『任意か強制か？』と質問する。その台詞だけであいつらは撤収せざるを得なくなるんだ」

　検察官の男たちは、他の亜人には目もくれずに中心街に戻っていく。やはり最初からユニコンヘッドの女性を狙い撃ちしていたようだ。

「もう大丈夫だから」

　大樹は亜人の女性に優しく声をかける。しかし彼女は状況がよくわからないらしい。不安げにエレナの顔を見つめたままだ。

「この街では、亜人を不当に起訴して有罪ショーを行っていることは知ってるよね？　あなたはそのイケニエにされるところだったんだ」

「そんなっ……！」

　ユニコンヘッドの女性は、驚きの表情を見せた。額の一本角が小さく震えている。

「あなたの雇い主と検察はたぶんグルだ。生活は厳しいだろうけど、仕事を変えた方がいい。もしそれが難しいようなら十分に気をつけることだ。もしもまた検察官に荷物検査を要求されたら、俺がやったようにするんだ。わかったね？」

「は、はい……」

　女性は逃げるように荷台を押していってしまう。

　結局、最後まで彼女が大樹に対して警戒心を解くことはなかった。

（まぁ、いいよ。別に感謝されたくて助けたわけじゃないし……）

　振り返りもせずに逃げるように去っていく亜人の後ろ姿を見ていると、大樹は胸の奥に少々苦いものを感じた。

「あの方もきっと、心の中ではダイキさんに感謝していると思います」

　エレナがフォローをいれるが、そうではないことくらい大樹にもわかっている。

「とにかく人間とは極力関わりたくないってことだろうね。俺も検察官の連中も、彼女にしてみれば、同じ人間だ」

　人間であるため、亜人からは恐れられる。

　そして亜人を無罪にした者として、人間からも嫌われる。

「どうやらこの世界に俺の居場所はないみたいだ」

　とはいっても、日本に帰る手段などない。

　大樹はこの世界でこれからも生き続けなければならないのだ。

「俺、これからどうしよっかな……」

　エレナは貧乏暮らしである。いつまでも彼女の家に居候するわけにはいかない。

　何のつてもないこの国で、一人で生活しなければならないのだ。

（でもそれはきっと難しくないはずだ）

　大樹はそう感じていた。

（働かなくてもきっとどうにかなる。だって俺は人間だから──）

　他の人間と同じように亜人を奴隷のように働かせれば、大樹はすぐにでも裕福な暮らしを始められるだろう。

　だが、大樹の前にはもう一つの選択肢があった。

　亜人とともに生きていくという道である。

　それは人としての心を失わないかわりに、困窮を極める惨めな生活だ。

　しかも大樹には、亜人のように特別な力はない。

　ドラゴニュートやユニコンヘッドのような筋力も、ワーラビットのような聴力もない。

　それにそもそも亜人が大樹を受けいれてくれるとは思えない。

　沈みゆく夕焼け空の中を、鳥の群れが森に帰っていく。

　その光景をぼんやりと見つめていると、大樹の手にふっと温かいものが触れた。

「あの……」

　エレナが大樹の手に、ふわりと手を重ねている。柔らかくてほっとする温ぬくもりだ。

「もし良かったら、ですが……」

　少女は上目づかいに大樹を見上げる。

「……わたしの神殿で一緒に暮らしませんか？」

　エレナはうつむいたまま、自信なさそうに小さく口を開いた。

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、いつまでも好意に甘えるわけにはいかないよ」

　大樹は立派な社会人である。知り合ったばかりの女の子の家に居候し続けようと考えるほど、図太くはない。

「でも、あのっ……！」

　エレナが取り繕うように言う。

「見ていただいた通り、うちの神殿は男手が足りないんです！　ボロボロだし、雨漏りもするし、壊れた窓とかも何年もそのままだし、ユワワは遊んでばっかで全然お仕事しないし……だから、ダイキさんにいていただけると、わたしとしてもとっても助かるんです！　で、ですからそのもし、もしよろしければ……」

　エレナが珍しく早口でまくしたてた。金髪から飛び出した長い耳の先端が、ほんのりと赤く染まっている。それは夕日に照らされたからなのか、それとも別の理由によるものなのか、大樹には判断できなかった。

「ダイキさんは人間なのに亜人に優しくて、わたしたちを守るために毅然と戦ってくれます。そんなあなたがそばにいてくれたら、わたしも……いえ、その……ユワワもきっと喜ぶと思います……」

「だったら……」

　味方のいないこの世界だが、それでも心を開いてくれる人はいる。

　エルフの巫み女このエレナと、小さな妖精のユワワだ。

「仕事が見つかるまでお世話になるよ。宿代と食費分はちゃんと働くから」

「はいっ！　これからもよろしくお願いいたします！」

　エレナが目を細めて、白い歯を見せる。そのまぶしさに大樹は思わず目を逸そらした。

「こっちこそ……よろしく」

「それじゃぁ、我が家に帰りましょう。ダイキさん」




　長かった異世界ライフの二日目が終わった。

　太陽が遠くの山に沈んでいく。

　大樹は本当はやりたいことがあったが、それはまだエルフの少女には言わないことにした。

（俺、いつかエレナちゃんのお母さんの再審請求をしてみせるから。そして……確定判決をひっくり返して無罪を勝ち取ってみせるから）






第三章　弁護士バリスター、再び法廷へ










第一話　質屋さんに行くですにー






　翌朝──。

　窓から漏れる太陽の光に、大だい樹きは目を覚ました。

「うっう～～ん。いやぁ、まいったなぁ。異世界に行って弁護士をやる夢なんか見ちゃったよ。そんなおかしな夢を見るなんて、俺もなかなかのドリーマーだなぁ……って、な、なに──っ!!　こ、ここは……俺の部屋じゃないっ！」

　大樹がベッドから跳ね起きる。すると、目の前に手のひらサイズのメイドが現れた。

「ダイキしゃま。それはもういいですに」

　背中に大きな毛糸玉を背負った妖精少女のユワワが、天井から蜘く蛛ものようにぷらぷらとぶら下がっている。

「ダイキしゃま、昨日もそれやってたですに。見飽きたですに」

　どうやらユワワは、例によって大樹を起こしに来たらしい。

「別にやったっていいじゃないかよ。異世界に召喚されたのに現実を認識できないで混乱している哀れな青年ごっこをやらせてよ」

「やんなくていいですに。それ、ダイキしゃまが思ってるほど、面白くないですに。つまんないですに」

「うるせぇっ！」

　大樹は目の前で揺れている二頭身少女を鷲わし摑づかみにする。

「ごちゃごちゃ言うやつはこうだ！」

　ばりばりばり……！

　大樹は少女の頭頂部を人指し指で乱暴にかく。

「は、はふぁ～～っ！」

　ユワワは口をだらしなく開けて、恍こう惚こつの表情をしている。

「ふははははっ！　今日はこれだけで済むと思うなよっ、シャキィィィィィンッ！」

　大樹は槍やりのようにまっすぐ伸ばした人指し指の横に、中指を添えた。

「はぁっ！　ましゃかそれは……伝説の二本指かきかきですにーっ!?」

「その通りっ！　これを喰くらって地獄に堕おちろぉぉぉっ！」

　ばりばりばりばり……！

「はふぇええぇっ！　と、とろけるですにーっ！　ユワワ、頭がハチミツになって溶けてしまうですにーっ！」

　びくんっ！　びくんびくんっ！

　くりくりの瞳が完全に白目を剝むいている。メイド少女は口からよだれを垂らしながら、細かく痙けい攣れんしていた。

「どうだ。この七なな階かい堂どう大樹さまに逆らうとどうなるか思い知ったか。小娘よ」

「思い知ったですにー！　ユワワ……お、おしっこ漏れちゃうですにー！」

　びくびくっ！　びくびくびくくくっ！

「くっくっくっ……今日はこのへんで勘弁してやろう」

　大樹が手のひらを広げると、ユワワはその上でくったりと横になった。

「にゃふ～……。ダイキしゃま、しゅきー……」

　二頭身のちんちくりんメイドのスカートが、完全にまくれ上がっていた。かぼちゃパンツが丸出しになっているのだが、劣情をそそる余地は一ミリもない。

「ユワワ、顔を洗ったか？」

「まだですにー……」

「そんじゃぁ、まずは洗面所に行ってから、トイレに連れていってやるから。ちょっと我慢しろよ。できるな？」

「頑張りますにー……」

　手早く身支度を整えた大樹は、結局何をしに来たのかよくわからないユワワを連れて部屋から出た。




　そして朝食の時間──。

　昨日と打って変わって今朝は実に質素な食事である。

　自家製の硬いパンと、これまた自家製のお茶。以上である。

（これがこのうちのスタンダードな朝食なんだろうな）

　カチカチに硬いパンを小さく千切って口に放り込む。嚙かみ応えはあるものの、麦そのものの味がして、素朴で意外と悪くない。

　お茶は香ばしい匂においがする。一口含むと、ほんのりと苦い風味が口に広がり、なかなかの美味だ。

「これ、なんのお茶？」

「庭で育てたひまわりの種で作ったお茶です。すいません、こんな粗末なものしかなくて」

　エレナは恐縮する。だがシンプルな朝食は悪くない。

「いやいや、これで十分だよ」

　机の上の木製の花筒には、ミニヒマワリが飾ってある。

　ユワワは黄色くてまん丸な花弁を一つもぎ、頭に挿して髪飾りにしている。小さな彼女は、身の丈ほどもあるスプーンを槍のように持って机の上に立っていた。

「エレナしゃまはお茶にお砂糖入れるですに？」

「今日は平気かな」

「そんじゃぁ、ダイキしゃまは？」

「俺もいいや」

　二人の返事を聞くと、ユワワは満足そうにほっぺたを膨らませる。

「じゃぁ、しょうがないですにー。このままじゃお砂糖が余っちゃうから、ユワワのお茶に三人分入れるですに……」

　ユワワが砂糖壺つぼに近づくと、エレナにスプーンを取り上げられた。

「だーめ。ユワワのお茶にそんなに砂糖いらないでしょ？」

　ユワワの席に置いてあるのは、ドールハウスにあるような小さなカップだ。エレナはお砂糖をひとつまみだけそこに入れた。

「けちー！　エレナしゃまのけちー！」

「ちゃんとお仕事したら、ご褒美にいっぱいお砂糖入れていいから」

「じゃぁ、今日はいっぱい働くですに！　そんでご褒美にお砂糖壺にどぼんさせてもらうですに！」

「それをさせてあげるつもりはないから……」

　エレナは溜ため息を一つついて、お茶をすする。

「ダイキさんにも、今日はお仕事をしてもらいますからね」

「オッケー、なんでも言ってくれ」

　大樹が胸を叩たたくと、エレナは楽しそうに微笑ほほえむ。

「昨日、ワイバーン運送のウォラーレさんからいただいた寄付金を持って、質屋さんに行ってもらいたいんです。あのお金は代々伝わる金の彫像を質に入れて工面したものなので、質流れする前に、取り戻しておかないといけません。それと……」

　エレナは大樹の着ているスーツを指さす。

「それ一着だけだと、お洗濯したときに裸ん坊になっちゃいますしね。質屋さんで一着見繕ってもらってください」

「ごめんね、金ばっかかけさせちゃって」

　大樹が申し訳なさそうに言うと、エレナはイタズラっ子のようにウィンクをした。

「ふふふっ。今日からいっぱいこき使っちゃいますから、ご心配なさらずに♪」

　エレナはパンの欠片かけらにかじりつくユワワをつまみ、大樹の肩に乗せた。

「場所はこの子が知っていますから、案内してもらってください」

「ユワワ、いっぱい働くですにー！」

　ユワワは大樹の肩の上で、短い両腕を振り上げた。







　大樹はユワワを肩に乗せ、街の目抜き通りにやってきた。

「ダイキしゃまは、ずっとうちにいてくれるんですに？」

　ユワワは大樹の肩の上に小さなお尻をついて、両足をぷらぷらさせている。

「そりゃぁ、ずっと神殿にいたいけど、いつまでも世話になるわけにはいかないよなぁ。早いとこ、仕事を探さないと」

「そんじゃぁ、ダイキしゃまは頭かきかき屋さんになるといいですに。毎朝、ユワワの頭をかきかきする重要なお仕事ですにー」

「……それ、給料出んのかよ？」

「いっぱい出るですに」

「噓うそつけ！」

　とりとめもない話をしているうちに、大樹は目的の場所にやってくる。

　広場に面した通りには、ケヤキの大木が生えていた。大の大人が十人がかりでも抱えきれないような立派な幹だ。その前には『別世界屋』との看板のかかった質店があった。

「ユワワ、お人形さんのふりしてるですにー」

　ここは中心街だ。亜人が買い物に来ていい場所ではない。そのあたりの事情は、お気楽なユワワとて、ちゃんと理解しているのだろう。大樹は動かなくなったユワワを肩に乗せたまま、店の門をくぐった。

「失礼しまーす」

　店の中には、様々な刀剣や絵画、それに洋服や高級家具などが所狭しと並べられている。質屋だと言われなければ、何の専門店か見当もつかない品しな揃ぞろえだ。

「らっしゃいよ～」

　奥のカウンターで、頭の薄い親父が帳面をつけている。質屋の主人だろう。肩の上で大人しくしていたユワワが、その男の頭を突然指さした。

「ハゲ散らかしてるですにー」

　カウンターの向こうにいる親父は下を向いたままだが、そのずるむけた額に極太の血管が一本、ビキリと浮きあがった。

「お客さん、なんか言ったかい？」

　ユワワはぴくりとも動かない。指さした姿勢のままで固まって人形のふりをしている。

「いや！　えーと……は、ハデに散らかってるお店だなぁ……なんて！　はははっ！」

「そう言ったようには聞こえなかったがな」

「そ、そんなことより、変わったお店の名前ですね！　いやー、いい名前だなぁ！　センスが一味違いますよねっ!!」

　無理矢理に話題を変えた大樹だったが、それを聞いた親父の顔は急に明るくなる。どうやら店主のハートをつかむ質問だったようだ。

「そうか？　センスいいか？　だろう？」

　親父はにこにこしながら、カウンターから身を乗りだした。

「店の前に、でっかいケヤキがあるだろ？　あれは樹齢三百年以上でな、うちの目印なんだよ。あの木は別の世界から来た人間が植えたっつー伝説があるんだぜ。もちろん眉まゆ唾つばもんの作り話だがな！　でもまぁ、そいつを店の名前にいただいたってわけだ」

「はー！　なるほどねー！　すごいなー、感心しちゃうなー！」

　大樹は必死に褒めちぎる。

「にしても、兄ちゃんは随分変わった恰かっ好こうしてんなぁ……。まさか別世界からやってきた……なんてこたぁ、ねぇだろうな？」

「ま、まさか……」

「だよな！　グハハハハッ！」

　親父はわずかに毛の残る頭を撫なでながら、すっかり上機嫌になっている。大樹は今のうちにと本題を切り出した。

「巫み女このエレナさんのお使いで来たんですけど……あとは、俺の服を一着見繕ってもらえますか？　一番安いのでいいんで」

「あいよー」

　手慣れた動きで、親父は大樹に合う服を棚から取り出した。

　麻でできたシンプルな上着とズボンである。町でよく見かける服装で、これなら目立たなくていいかもしれない。さっそく試着してみたところ、若干ごわごわするがサイズはぴったりだし、なにより頑丈そうだ。大樹はあわせてサンダルを購入し、包んでもらった。

「兄ちゃん、エレナさまの使いだろ？　だったらおまけしないとなぁ」

　親父は大樹が払った銅貨を数枚返してくれた。礼を言って、銅貨を袋にしまうと、店の中に小柄な客が入ってきた。ボロの外がい套とうを羽織り、頭までフードをかぶっているので、顔はよく見えないが、背丈からしてまだ小さな子供のようだ。

　親父は「らっしゃいよ～」と声をかけたあと、大樹に金の彫像を渡す。

「エルフの巫女さまの神殿にあった家宝だからなぁ。うちとしても手放したくはないが……これも商売だ。持って帰っとくんな」

「それじゃぁ、遠慮なく」

　彫像を丁寧に布で梱こん包ぽうし、大樹は店を出た。




「ユワワ、余計なことを言っちゃ駄目だろ！」

　大樹は肩の上にいるユワワを指で小突く。

「だって、変な頭だったですにー」

「だからって、いちいち感想を言わなくていいの！」

「あっ！　お向かいの果物屋さんに、イチゴのジャム売ってるですにー！」

「人の話を聞け！」

　ユワワが背中の毛糸玉を伸ばし始める。糸を木に引っかけて青果店に移動するつもりらしい。

「こら！　ジャムなんか買わないぞ！」

　大樹は妖精少女を手に握り締める。すると質屋の奥から親父の叫び声が聞こえてきた。

「亜人だ！　捕まえてくれ！」

　振り返ると、ボロの外套を羽織った子供が質屋から飛び出すのが見えた。

（さっき店にいた子じゃないか）

　外套のフードがまくれていて、子供の顔がはっきりとわかる。

　ロケットのように前方に突き出していて、緑色の鱗うろこに覆われている頭──。

　ドラゴニュートである。

　だが昨日見た竜人と明らかに異なるのは、その顔がまだまだ幼いということだ。人とは思えないトカゲのような顔をしているが、瞳が大きくて顔だちも丸い。あどけないその顔は、明らかに幼児性を感じさせた。

「何だなんだ!?」

　大樹は走っていく少年を目で追う。

　事情はさっぱりわからないが、質屋で揉もめ事が起きたようだ。

（えーと……！）

　大樹は法律問題については頭が回るが、それ以外の点に関しては格別他人より秀でているというわけではない。

　どうすべきなのかわからずに狼ろう狽ばいしているうちに、爬は虫ちゅう類るいの顔をした少年は遠くに逃げていく。

（えーっと……服の代金をおまけしてくれた親父さんの手伝いはしたいけど、逃げていくのは貧乏そうな亜人の子供だし。それに大事な金の彫像をほっぽり出すわけにもいかないし……）

　その場ですべきことを何一つ判断できないままにオロオロしていると、大樹の前を黒い影が通り抜けた。

「はわぁっ！」

　ユワワが声をあげる。

　大樹の目の前を通過したのは、コウモリのような二枚の羽を生やした瘦やせぎすの魔物だった。体長五、六十センチほどのそれは、まるでゲームなどでよく見る小型の悪魔だ。真っ黒なラバー人形のようなそれは、獲物を狙う猛もう禽きん類るいの速度で宙を滑り、みるみるうちに少年の背後に迫る。そして彼の小さな背中に鋭い爪を食い込ませた。

「──待てっ！」

　大樹はようやく声を発した。だが彼がドラゴニュートの少年に駆け寄る間にも、コウモリの魔物は何羽も彼に飛来する。あっという間に少年の小さな身体は、ビニール傘のようにぬるりとした黒い羽に覆い尽くされてしまった。

「しっかりしがみついてろ！」

　大樹はユワワを肩に乗せ、少年に駆け寄る。しかし彼の身体を覆い尽くす魔物は、がっちりと爪を立てて彼を拘束しており、とても引き剝はがすことができなかった。

「子供が化け物に襲われてるっ！　誰か手を貸してくれっ！」

　大樹は叫ぶ。

　返ってきたのは、女性の声だった。

「その必要はないわ」

　ヒールを履いた長身の美女が、大樹に向かって悠々と歩いてくる。

　身体に張りつくようにぴったりと着こなした長なが衣ぎぬが、スリムなボディラインを強調している。ノースリーブの肩口から伸びる腕は、柳の枝のようにしなやかでそして長い。

　神秘的に輝く白髪と、ハケで塗ったような漆黒の肌。整った鼻び梁りょうとトロリと光を放つ双そう眸ぼうに、大樹はおもわず息を吞のむ。

　だが大樹の視線をなにより釘くぎ付づけにしたのは、髪の毛から伸びる長い耳だった。

「エルフ……それもダークエルフか」

　ダークエルフとは、ファンタジーのゲームや小説に登場するエルフの近縁種である。作品によって立場は異なるも、エルフに敵対する種族であったり、堕ちたエルフであったりすることが多い。

　いずれの場合にも共通して言えることは、清せい楚そなエルフと異なり、妖よう艶えんな美しさを備えているということだ。

　大樹の前に現れた彼女もその例に漏れず、見つめるだけで魂を吸い取られるような妖しい魔力を放っていた。

「退どきなさい、そこの男」

　女は大樹の眼前に手帳を突きつける。そこには『検察事務官　シリヨーズ』と書かれていた。

「子供が化け物に襲われてるんだ！　手伝ってくれ！」

　大樹は黒い魔物の首ねっこを摑つかんで引っ張るも、魔物は四肢の爪を少年にさらに食い込ませるだけだ。何枚もの黒い飛膜の下から少年の悲鳴が聞こえ、大樹は慌てて手を放した。

「それは化け物じゃないわ。あたしの使い魔……」

　女──検察事務官のシリヨーズは、落ち着きはらった口調で言う。

　彼女の細い首は金属の首輪で飾られており、そこには黒く輝く宝石が取り付けられていた。

「使い魔って……これはあんたの奇跡セルラか!?」

　豹ひょうのようにしなやかな美女は、大樹に微笑みかえす。

「ご名答。『使い魔を生み出す聖遺石レリクス』よ。犯人逮捕に重宝しているわ」

「犯人逮捕って……！」

　質屋から逃げ出したところを逮捕したのだから、万引きなのだろう。だが、少年が何か持っているようには見えなかった。

「誤認逮捕じゃないのか？　盗みを働いたようには見えなかったぞ！」

「あなたどうしたの？　亜人のガキを庇かばったりして……おかしな人ね。昼間からお酒でも飲んでるの？」

　シリヨーズは呆あきれたように肩をすくめるだけだ。だがその間も、使い魔に覆い尽くされた少年はうめき声をあげ続けている。何筋もの血液が、道路に敷きつめられた煉れん瓦がの窪くぼみに沿って流れていった。

「なんだっていいから、早くこの魔物を消してくれよ！」

　大樹は声を荒らげるも、ダークエルフの美女は顔をしかめるだけだ。

「うるさいわねぇ……。もうちょっとで検事が来るから待ってなさいな。あたしは手錠を持ってないのよ」

「くっ……！」

　この世界では、たとえ子供であったとしても亜人に対する扱いは変わらないようだ。通りを歩く通行人たちも、大樹の顔をいぶかしげに見ているだけで、誰も味方をしてくれる気配はない。大樹にはどうすることもできなかった。

「お兄ちゃん、助けて……」

　少年が小さな声をあげる。滑舌の悪いドラゴニュートの声なのではっきりはしないが、彼がまだ五歳程度の幼児であることは間違いない。

「悪い、もう少し我慢してくれ。そしたらお兄ちゃんがなんとかするから……」

　大樹は魔物の群れの下敷きになった少年に声をかけた。








第二話　歪ゆがんだルール






　何分待っても、検事とやらはやってこない。

　大だい樹きはドラゴニュートの少年に声をかけ続けた。地面に流れた血が泥と混ざり、黒く固まりかけた頃、ようやく大きな襟のついた黒い外がい套とうをまとった青年が現れる。

　彼のその銀色の頭髪と人を見下したような目つきは、大樹もよく知っている人物だった。

「おまえか……！」

　現れたのは、大樹と法廷で戦ったエルフの検察官、キケロだった。

「貴様は先日の弁護士バリスターか」

　キケロは大樹の顔を忌ま忌ましげに睨にらむ。

「ダイキとやら……。貴様のせいで、私は経歴にとんだ傷をつけられてしまった。何年も成績トップだったというのに、すべてパァになってしまったではないか」

「おまえの成績なんか知るかよ！」

　大樹は唾つばを飛ばす。

「いいから、このコウモリみたいなバケモンを早く退どかせよ！　相手は子供だぞ！」

　キケロは頭痛に耐えるかのように、眉み間けんを指で押さえた。

「やれやれ……。このままにしていると、この男の下品な声をいつまでも聞かされる羽目になりそうだ。シリヨーズ……もういいぞ」

　ダークエルフの美女は、指をパチンと弾く。

　すると黒い瘦やせぎすの魔物たちは、空気の抜けた風船のようにしゅるしゅると萎しぼみ、みるみるうちに彼女の首輪に吸い込まれていった。

「大丈夫か!?」

　大樹はドラゴニュートの少年に声をかける。未いまだ柔らかそうな緑色の鱗うろこが剝はがれ、身体の至るところから真っ赤な血が流れていた。少年は衰弱しており、息を絶え絶えに吐くだけで、立ち上がることすらできない。

「パパ……」

　成人になると恐竜のように迫力ある顔だちになる竜人族だが、幼児のうちはまだ可愛かわいらしい。亜人の子供はあどけない顔を血に染めて、父を呼ぶ。












「大変だ。すぐに病院に連れていかないと……」

　大樹は幼い竜人を抱きかかえようとするも、キケロに押し退のけられる。

「悪いが、この亜人がこれから行く先は病院ではない。留置所だ」

　エルフの検察官は少年を後ろ手に拘束し、木の板でできた手錠をかけた。

「ちょっと待てよ！　この子が何をしたっていうんだ！　質屋から出てきただけで、なんにも盗んでないじゃないか！」

　大樹は少年のまとっているボロの外套をめくって見せる。その中には血だらけの小さな身体があるだけで、それ以外は何もない。

「早とちりするな。現行犯逮捕というわけじゃない。この亜人には、数日前に質店『別世界屋』で宝石を盗んだとの容疑がかかっているのだ」

「噓うそをつけ！」

「証拠も揃そろっている」

「どうせまた言いがかりだろ！」

「……いちいちやかましい男だ」

　キケロは溜ため息をつく。

「ともあれ、これ以上私の邪魔をするようなら、貴様も公務執行妨害罪で逮捕するぞ」

　キケロは手錠についた鎖を引く。ぐったりとした血まみれの少年は、煉れん瓦が敷きの道路の上をずるりと引きずられた。

「待ってくれ！」

　キケロとシリヨーズが立ち去ろうとしたとき、大樹が叫ぶよりも早く、通りに声が響いた。

　それは人間の声ではない。もっとくぐもった滑舌のはっきりしない声だ。

　声のする方に振り向くと、荷馬車に連結されたドラゴニュートの大男がこちらに向かってくるのが見えた。

「待ってくれ！　我はその子の父。名をザグトーバと言う」

（ザグトーバ……？）

　大樹はその名前を昨日、エレナから聞いていた。壁外で馬車を牽ひいていた、元学者のドラゴニュートである。

（ドラゴニュートは昨日から何人か見たけど、みんなおんなじ恐竜顔してるから全然わかんなかったよ。この子は昨日の人の息子だったのか……）

「パパ……恐いよ、パパ……」

　血だらけで地面に転がる少年は、声を絞り出す。その様子を見たザグトーバは身体を屈かがめようとした。しかし彼の身体は鎖で馬車に連結されていて、わが子を抱くことができない。

「検察官殿、頼む。我が息子に慈悲を……！」

　身長が二メートルはある半裸の大男は爬は虫ちゅう類るいそのもので、とても同じ「人」には見えないし、顔も硬い表皮で覆われているため、表情らしい表情もない。だがその口調から、彼が息子を心底心配していることは十分に伝わる。彼もまた、どこにでもいる平凡な人の親なのだ。

「寛大な心で犯罪者を見逃せと？　それが認められないことすらわからないのか。下等なトカゲめ」

　対するキケロは、冷たく言い放つ。能面のような顔には人の血が通っているようには見えない。

「ならばせめて手当てだけでも……！」

「ハッ……」

　キケロは呆あきれたような顔をした。

「亜人どもはみな同じことを言う。まず最初に慈悲を。そして次に手当てを……。どいつもこいつもワンパターン。考える頭はないのか？」

　キケロは鎖を強く握りなおす。

「逮捕した容疑者はこのまま留置所送りだ。そして明日は裁判。判決後はすぐに牢ろう獄ごく行きだ。これに例外はない」

「だが息子は酷ひどい怪我を！」

「そんなのは私の知ることではない。牢獄でのたれ死んでもそれは自己責任。国家はおまえたち亜人の面倒を見るために、市民の血税を集めているわけではないのだ！」

　少年の身体が再び引きずられる。小さな鱗が煉瓦と擦こすれあい、音を立てて剝がれ落ちた。

「待てっつってんだろ、キケロ！」

　大樹は銀髪のエルフの腕に手を伸ばす。だが、彼の冷たい瞳に制せられた。

「いいのか？　俺の腕を摑んだら、公務執行妨害の現行犯だぞ？」

「このヤロウっ……!!」

　悔しいが暴力に訴えればこちらの負けである。

　相手は国家権力。一市民にすぎない大樹に勝ち目などない。

「待てよっ！　そんな人権無視の逮捕の仕方があるか！　憲法違反だろう！」

　大樹は懐から異世界六法を取り出し、憲法のページを開いた。

「そもそもこの街はおかしいじゃないか！　亜人の人権をどう考えている！　まるで牛馬の扱いじゃないか！」

　大樹はキケロの胸ぐらを摑みたい気持ちをぐっと抑え、おのれの服の裾すそを固く握り締める。

「ハッ……憲法論を振りかざすとは、滑こっ稽けいだな。弁護士バリスターよ、貴様こそ憲法を読んだことはないのか？　だったら俺が教えてやろう」

　キケロは完璧に暗記しているらしい文章をすらすらと口にする。

「──国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、最大の尊重を必要とする……有名な文言だ。知らないのか？」

「知らないはずがないだろう！　憲法13条だ！」

　基本的人権の重要性について書かれた、憲法の中でももっとも重要な条文の一つである。

「だったら何の問題がある。近視眼的な判断しかできない愚かな種族たる亜人が肉体労働に従事し、大局観を持つ優良種たる人間族が政治と経済を担う──。この役割分担こそが憲法の理念、公共の福祉に合致する」

「馬鹿いえよ！　んなわけあるか！」

「ならばこのコンディメンデウスの街の豊かさはどう説明する？　三十年前に法律が施行され、人間と亜人とは区別された。それを機に、文化や経済は一気に発展したではないか。貧しい街が豊かになる。これこそが全体の幸福だろう。これを公共の福祉と言わずしてなんと言う！」

（なんて曲解だ……！）

　キケロの演説を聞いた大樹は、ようやくこの国の仕組みを理解した。

（やっとわかったぜ。この世界の歪ゆがんだルールが……！）

　三十年前に、なんらかの理由によりこの世界には日本の法律が輸入された。それによりルールは整備され治安は維持され、経済もみるみる発展していった。

　しかし同時に法律は、亜人を差別するための根拠にもなってしまったのだ。

　人権を守るために存在する憲法こそが、亜人を差別する根拠になってしまったのだ。

（だが……畜生！）

　キケロとここで言い争っても平行線である。それに仮に彼を論破したところで、この国の政治体制が変わるものでもない。

　国という巨大な体制の前では、大樹は無力な存在に過ぎないのだ。

「弁護士バリスターよ。わかったら、大人しく家に帰ることだ──。と言いたいところだが、私から一つ提案がある」

　キケロはつけていた白い手袋を外す。

「旅人か迷い人かは知らないが、ともあれ貴様は最近この街に来たのだろう？　私が協力してやってもいい」

「なんの話をしている」

「貴様は人間族。つまりこちら側の存在だということだ。しかも非常に優秀な法律家のようだ。……どうだ。この街の検察官にならないか？」

「検察……だと!?」

「そうだ。検察官になれ。貴様にはその資格がある。その法律知識を生かして、我々とともに亜人どもを牢獄に叩たたき込むのだ」

　キケロは手袋を外した手を、大樹の前に差し出す。だがそれは、火に油を注ぐだけだった。

「うるせぇっ！」

　キケロの手を、大樹は思い切り叩き落とした。

「おまえらなんかと一緒に働けるかよ！　この腐れ耳ニンジン男！」

　大樹は啖たん呵かを切る。だがキケロは鼻で笑うだけだ。

「あいかわらず口の悪い奴だ……。だがまぁ、それもいいだろう。貴様もすぐに思い知る。こちら側に来るしかないということをな。……そら、とっとと立て」

　キケロはドラゴニュートの少年の頭を蹴けりつけた。

「案ずることはない、息子よ。我われが明日、必ず助けに行く」

　力強い父の声を聞いた少年は、ふらつきながらもなんとか立ち上がる。そしてキケロとその相棒のシリヨーズに連れられていった。




「ザグトーバさん」

　通りに残された大樹は、ドラゴニュートの大男の名を呼んだ。

「息子さんの裁判は明日です。俺が弁護しますから任せてください！」

　しかしトカゲの顔をした男は、消えゆく息子の背中から目を離さずにつぶやく。

「断る」

「大丈夫です。キケロが言ってた通り、俺は優秀な法律家です。息子さんの無罪を必ず勝ち取ってみせます！」

　大樹は語尾を強める。しかしザグトーバの返事は同じものだった。

「断る」

「なぜですかっ！　このままじゃ、息子さんは牢獄に入れられるんですよ!?」

　大樹の懸命な訴えに、竜の亜人は言葉少なに返事をした。

「人間族など信ずるに値せぬ。それはお前もまた然しかり」

「でもっ……!!」

「明日は我われが証人として証言する。それで足る」

「それだけじゃ、勝てませんって！」

「……亜人は人間を信用せぬ」

　口にハミをくわえたまま、ザグトーバは同じ言葉を繰り返す。

　彼は息子の姿が完全に見えなくなるまで見送ったあと、再び荷馬車を押し、大樹の横を通りすぎていった。




「キケロが言ってたのはこういうことか……」

　ずっと人形のふりをしていたユワワが、大樹の手のひらに飛び乗った。

「どういうことですにー？」

「俺は人間だから、亜人には受けいれてもらえないってことだよ」

「ユワワはダイキしゃまのこと大しゅきですにー♪」

「ありがとよ」

　竜人の後ろ姿を見送る大樹の胸のうちは、もやもやとしていた。

（俺は亜人たちを守りたい。せっかくの法律知識を生かして、人間やキケロたちと戦いたい。でも亜人に嫌われてるんじゃ何もできないじゃないか……。キケロの言う通り、検察官になって仕事をすべきなのか？　時間をかけて、検察内部から組織を変えていくのも手なんじゃないのか？）

　ユワワは背中に担いだ毛糸玉を使って、大樹の手にぶら下がって無邪気に遊んでいる。ぼんやりとその様子を見ていると、彼の脳裏を一人の女性の悲鳴がよぎった。

　──人殺しっ！　七なな階かい堂どう大樹っ！

　決して忘れることができない言葉。

　この異世界に召喚される前に、法廷で言われた言葉だ。

（そうだ。俺は体制に飲み込まれて、心が麻ま痺ひしちまってたんだ）

　手を静かに振ってやると、毛糸でブランコを作ったユワワは、きゃっきゃと声をあげて喜んでいる。

「楽しいか？」

「楽しいですにー！　ダイキしゃまと遊ぶの大しゅきですにー♪」

　大樹は顔を上げた。

　亜人たちは人間・七階堂大樹を避けて通りすぎる。

　──今ならまだ人間として生きていくことができる。

　だが、大樹の中にその選択肢はなかった。

「俺はドラゴニュートの子供を助けたいと思ってる。だったらそれでいいじゃないか。エレナちゃんに拾ってもらった人生だ。この世界で悔いなく生きてやる！」

「くいってなんですにー？　美お味いしいですに？　甘いですに？」

　ユワワが物欲しそうな顔で大樹を見上げる。

「すごく苦いものだよ」

　大樹はユワワを肩に乗せ、彼女が頭に挿しているミニヒマワリの花弁を抜く。

　そしてそれを自分の胸に挿した。

「そのヒマワリ、ユワワのですにー！」

「悪いな。しばらく貸してくれ」

　日本では、検察官は菊のバッヂ、そして弁護士はヒマワリのバッヂを胸につけている。

（純金でコーティングされた弁護士記章はないが、これがこの世界での俺の弁護士バッヂだ）

　ぐずるユワワの頭をバリバリとかいてやりながら、大樹は自分自身に固く誓った。

（周りがみんな敵になっても構わない。俺はもう、二度と同じ失敗はしない）








第三話　ドラゴニュート裁判






　一日が過ぎ、翌日の午前──。

　街の目抜き通りでは屋台の売り子が景気のいい声をあげ、亜人の牽ひく荷馬車が道路の隅を通り抜ける。

　そんな中、大だい樹きはコンディメンデウス地方裁判所の法廷にいた。

　昨日逮捕されたドラゴニュートの少年の名はアレン。

　大樹は彼の弁護人を買って出ることにしたのだ。

　今日の法廷。

　弁護人席に座るのは、バッヂ代わりに胸にミニヒマワリを挿した大樹。それに付き添いのエレナ。

　検察官席には黒い外がい套とうを羽織ったキケロがいる。

　被告人であるアレン少年はまだ入廷していない。

　傍聴席は満員御礼である。どうやら、大樹とキケロの再戦だということで話題を集めているようだ。一千もの好奇の視線に大樹は見下ろされていた。

「人間のくせして亜人を弁護する不ふ逞ていの輩やからが成敗されるところをぜひ見てみたい……ってとこだろうな」

　弁護士席から見る景色は先日と同じである。だが一点だけ異なるところがあった。

　傍聴席の最前列に亜人が一人、着席しているのだ。

　それはアレンの父、ザグトーバである。

　二メートルを超える巨きょ軀くに竜の顔を持つ大男は、否が応にも目立っていた。人間の傍聴人たちが罵ば声せいを浴びせる中、彼はまっすぐに正面を見つめたまま、じっと座っている。

「ザグトーバさんがいらっしゃってますね」

「証人になるって言ってたから」

「結局ザグトーバさんは、ダイキさんのことを弁護人として認めてくれなかったんですよね？」

　エレナが不安げに言う。

「まぁね、でも手続きはしてきた。俺の弁護人としての立場は、法廷で認められてるから問題ないよ」

　亜人の裁判では、人間の国選弁護人が法廷に立つ。しかし彼らの役割は検察官の言うことに同調するだけ。ただのお飾りに過ぎない。

　いくらザグトーバが認めないからといって、国選弁護人に任せるわけにはいかなかった。

「今日はありがとう。一緒に法廷に立ってくれて」

　大樹は隣の席のエレナに礼を言う。

「アレン君はわたしの友達です。大事な友を助けるためですから」

　エレナには法律の知識はないが、この世界のことはよく知っている。

　世間知らずの大樹にとっては、彼女のサポートがどうしても必要だった。

　それになによりも完全アウェイの空間では、隣に味方がいてくれるだけで力が湧わいてくる。

「何かあったらなんでも聞いてくださいね」

　巨人の怪物にも勇敢に立ち向かったエレナの声が、わずかに震えていた。

　エレナが弁護人席に立つのは二度目だが、彼女はまだ十六歳の少女だ。オペラ劇場のステージのような場所で一千人近くの視線を浴びれば、緊張しないはずがない。

「ダイキさん、先日の裁判と同じようによろしくお願いしますね」

「任せて。今回はこの前と違って、準備の時間も十分にあったからね。キケロを打ち負かす戦術はばっちり練ってある」

　昨日神殿に帰ってから、ドラゴニュートの生態と、アレンについての情報をエレナから仕入れていた。

　そしてその情報をもとに、大樹は六法と睨にらめっこしながら作戦を練ってきた。いきなり法廷に立たされたユワワの時とは条件が違う。

「それに今回キケロは、『過去の事実を映し出す聖遺石レリクス』を使えないしね」

「あの聖遺石レリクスは、キケロさんの身の回りに起きた事実に限定して、映像を再現するものですからね」

　昨日、大樹が質屋の主人に聞いたところ、倉庫に置いていた宝石がなくなっていたので、警察に通報したらしい。そのときに、フードを目深にかぶった怪しい子供が最近店によく来ることを報告していたため、アレンは足がついたそうだ。

「今回は通常の手続きで証拠を集めてきたわけか。お手並み拝見だな」




　やがて法廷の一番奥の扉が開く。

　中からは二人の警備員に連れられたドラゴニュートの少年が現れた。

　アレンである。

　両手首を木製の手て枷かせで拘束され、腰には逃走防止用の縄を巻かれている。上半身裸の姿で入廷する彼は、体中のあちこちの鱗うろこが剝はがれていた。じくじくと膿うんだ赤い肉が、直視できないほどに痛々しい。

「酷ひどい……」

　エレナが視線を逸そらす。

　だが全身傷だらけの亜人を見た人間たちは、手を打って大喜びした。

「裁判で勝ってすぐに治療してあげないと……あんな状態で牢ろう獄ごくに入れられたら、長くはもたないぞ」

　アレンの視線が宙を泳いでいる。捨て犬のように惨めな姿だ。

　少年は法廷の中央に立たされる。表情が乏しいドラゴニュートだが、傍聴席におどおどと視線を送るその顔つきから、彼の不安は大樹にも伝わった。

　金色に輝く瞳と鋭利な牙きばを持った彼は、見た目こそ恐ろしげだが、精神的には未いまだ未熟な幼児に過ぎないのだ。




「全員起立」

　天井から落ちてきて人の形をとったスライムの裁判官が機械的な声を発すると、ざわめいていた傍聴席が静まった。

　礼が終わると法廷にいる全員が着席し、裁判の冒頭手続きが始まった。

　検察官のキケロは、昨日言っていた通りにアレンを窃盗罪で起訴してきた。

　まるでアレンを投獄することが決まっているかのように、段取りは形式的に流れ、手続きは証拠調べへと移る。

「キケローッ！　いつものやつを頼むぜ！」

　傍聴席で声があがると、聴衆は一斉にはやし立てた。

　エルフの検察官は、片手を上げて興奮する観衆をなだめる。

「申し訳ない。今回は映像証拠がなくてな……。だが、この醜い爬は虫ちゅう類るいを街からきちんと駆除することは約束する。安心してほしい」

　キケロは証拠として、赤い宝石のついたリングと一枚の羊皮紙を裁判官に提出した。

「あれが、アレン君が質屋から盗んだものなのかな？」

　大樹は目を凝らす。

　裁判官席の机に置かれた宝石は、中で炎が揺らめいているかのように、神秘的な紅色に輝いていた。

「ずいぶん高そうな宝石だけど……ひょっとして聖遺石レリクス？」

「いえ、あれはおそらくオルトゥス・ルーフスかと──」

「ああ、エレナちゃんから教えてもらったね」

　ドラゴニュートの女性は、産まれてくる際に手に宝石を握っているらしい。それをオルトゥス・ルーフスという。竜人たちにとっては宗教的な意味を持つ秘宝らしい。

「魂の炎が燃えているような美しい輝きを放つので、市場ではかなりの高額で取引されるそうですよ」

「確かにあんな綺き麗れいな宝石は、俺のいた世界にはなかったな……」

「その希少性も価値を高めているみたいですね。ドラゴニュートは人口が少ない上に、あの石をなかなか手放そうとしませんから」

「それをアレン君が質屋から盗んだというわけか……」

　ザグトーバが事情を話してくれなかったので、大樹は事件の概要を知らない。

　だがこれだけの事実でも推測できることはある。

（亜人の生活は厳しいからな。おそらくはアレン君のお母さんが、生活費を捻出するために自分のオルトゥス・ルーフスを質に入れた。それを取り返しに行ったんだろう）

　キケロが宝石とともに提出した書類は、どうやら実況検分の調書のようだ。

　彼は傍聴人にアピールするように、調書を指で叩たたく。

「被害者の倉庫からなくなっていたリングは、この実況検分調書にある通り、被告人アレンの家で見つかりました。裁判長殿、どうぞご検あらためを……」

　裁判官の黒目のない瞳が動く。彼は少しだけ前かがみになって調書を読み始めた。

　一方で、被告人席のアレンはうつむいたままだ。

　その様子を見ていたエレナが心配そうな顔をする。

「ダイキさん、証拠を色々出されちゃいましたけど……」

「ここまでは、どうしようもないよ。証人尋問からが勝負だ」

「ダイキさんのことは信頼していますが……やっぱりちょっと不安です」

　エレナが心配そうに手を握った。








第四話　オルトゥス・ルーフス






　手続きは続いて証人尋問に入る。

　弁護人である大だい樹きの要請に応じ、傍聴席からアレンの父、ザグトーバが法廷に現れた。麻でできた粗末な貫筒衣から伸びる鱗うろこに覆われた腕は、人間の首などつまんだだけで引きちぎってしまいそうなほどにたくましい。

「宣誓。良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、偽りを述べないことを誓う。証人ザグトーバ」

　ドラゴニュートには人間のように柔らかい唇がなく、舌の動きだけでしゃべるため、非常に滑舌が悪い。それでも彼は少しでも息子の不利にならないように気を使ってか、ゆっくりと丁寧に発音した。

「ザグトーバさん。あなたは俺のことを信用してくれてないかもしれませんけど、俺はあなた方の味方ですから」

　大樹はドラゴニュートの大男に耳打ちをする。男はまっすぐに前を向いたまま、大樹に答えた。

「お前は人間。我らは決して信用せぬ。だが、弁護人席にはエレナさまがおられる。我はお前を信じぬが、彼女を信じよう」

「それでも構いませんよ。俺を信じるエレナちゃんを信じてくだされば」

　ザグトーバは何も答えない。

　硬い表皮で覆われた顔からは彼の感情を読み取れないが、息子を助けたいと一番願っているのが彼であることは疑いようがない。

　大樹はゆっくりと口を開いた。

「それでは証人。検察官が証拠として提出したこのリング──。これについて知っていることはございますか？」

　弁護人たる大樹の質問に、ザグトーバはゆっくりと答える。

「それは、アレンの母──我が妻アルメの形見だ」

「形見……ということは、奥様はお亡くなりになっていると」

「然しかり。我が妻の魂は、息子を産んだときに肉体から離脱した」

　竜の民と人間とは、生命に対する考え方がやや異なるようだ。

　もってまわった言い回しなので若干わかりにくいが、要は証拠品のリングは死んだアレンの母の遺品であるらしい。

　大樹は質問を続ける。

「それでは、このリングはザグトーバさんが質に入れたのですか？」

「然り。半年ほど前に、現場で怪我をした息子の治療費を捻出するために質草に入れた」

「現場とは？」

「城壁拡張の作業現場だ」

　エレナから聞いたところによると、亜人は子供でも肉体労働に従事しているという。

　アレンは城壁の石を運ぶ現場で働いているらしい。

　作業現場の安全は確保されていないため、現場で死傷者が出ることは決して珍しくはないそうだ。

「なるほど……そうすると、あなたは質草に入れた愛する奥さんの形見をいつか取り戻そうと思っていた。そうですね？」

「然り」

「そのことをアレン君に話したことはありますか？」

「非あらず。だが息子にも伝わっていた。そう思料する」

　大樹は裁判官席に向かい、提出されていた証拠品のリングを手に取った。

「ドラゴニュートの秘宝、オルトゥス・ルーフス──。この宝石は中で炎が燃えているかのように、光を受けてゆらゆらと輝く性質があります。この輝きの正体を、あなた方一族は何だと考えていますか？」

「魂の一部だと思料する。ドラゴニュートの女は産まれたときに、魂の一部が宝石となる。強すぎる生命力の一部を肉体から切り離すことで、女たちは理性的で美しい心をもってこの世に生を受けるのだ」

「つまり奥さんはお亡くなりになりましたが、魂の一部は宝石の中で未いまだ生きていると」

「然り。魂は永遠」

　窓から入り込む太陽の光を受けて、真っ赤な宝石は炎を閉じ込めているかのように輝く。

　大樹は質問を続けた。

「それをアレン君が盗んできてしまった──。どうしてだか、見当はつきますか？」

「今日は我と妻の結婚記念日。数日前に、我は息子に聞かれた──。『記念日に欲しいものはないか』と」

「あなたは何と答えたのですか？」

「妻にもう一度会いたい──そう答えた。我ながら愚かしいことを……つい口にした」

　ようやく事件の全ぜん貌ぼうが摑つかめてきた。

　大樹は流れるように言葉を続ける。

「なるほど。あなたの言葉を聞いたアレン君は、外がい套とうをかぶって人間の子供のふりをして質店の倉庫に忍び込み、母の形見のリングを盗んできた……。すべてはあなたを喜ばせるために。そうですね？」

「然り。すべては我われの罪」

　寡黙なザグトーバは証人として法廷に立っても沈黙を保ち続けるのではないかと、大樹は危き惧ぐしていた。しかしそんな心配は無用だったようだ。ドラゴニュートの男は愛する息子を守るため、一言一言嚙かみしめるように口を開く。

（いいぞ……悪くないペースだ。この調子だといい証言を引き出せそうだ）

　尋問が流れに乗っていることを確信した大樹は、慎重に質問を核心に近づけていく。

「つまりアレン君はいいことをしたつもりだった。しかし窃盗という行為の善悪を判断できなかった。そういうことですね？」

　大樹はアレンが幼いことを強調する質問をした。

　しかしそれは検察官のキケロによって遮られる。

「異議を申し立てる！　意見を求める質問だ！」

「異議を認めまス。弁護人、質問を変えテください」

　裁判官が無感情に答えた。

（いい流れだったのに……！）

　大樹は心の中で舌打ちをする。

　せっかく作った良好なリズムは、ぷつりと切断されてしまった。

「それでは──」

　もう少し外堀を固めてから核心の質問に移りたかったのだが、こうなっては仕方がない。大樹は一呼吸置いてから、口を開いた。

「質問を変えます。アレン君の年齢は二十歳です。間違いないですね？」

「然り」

「そしてドラゴニュート族の寿命は約三百年……これも間違いありませんか？」

　ここで再びキケロの横よこ槍やりが入る。

「異議を申し立てる！　弁護人は本件と関係のない質問をしている！」

「異議を認めまス。弁護人、質問を変えテください」

　再び同じやりとり。検察官のキケロの邪魔が入り、裁判長に質問を止められてしまう。

　三たび妨害が入らないように、大樹は次の質問を一気に畳みかけた。

「ドラゴニュートの寿命は人間の四倍……。そのため精神的な成熟も人間の四倍ほど遅い。つまり、二十歳のアレン君の精神年齢は、人間でいえばたったの五歳児程度にすぎない！　間違いありませんか!?」

「弁護人っ！」

　大樹の質問に返事をしたのはキケロだった。

「何をさっきから関係のない質問ばかりしているのだ！　時間稼ぎのつもりか？　我々検察官は多忙ゆえに、裁判を引き延ばせば起訴を取り下げるとでも思っているのか!?」

「そんなつもりはないっ！　俺が言いたいのは今回の起訴は不当だということだ！」

「戯ざれ言を……」

「ふざけてなどいないっ！」

　これ以上、異議を唱えられてはかなわない。大樹は弁護人席の机に掌底を力一杯打ちつけた。

　けたたましい音が法廷に鳴り響き、続いて一瞬の静寂が訪れる。

　そこを狙って、大樹はおのれの主張を一気に畳みかけた。

「刑法の第41条を読んでみろ！　そこには『十四歳に満たない者の行為は、罰しない』とある！　これは子供には刑罰を与えるべきではないという趣旨の条文だ！　──つまり、実質的に見て五歳児に過ぎないアレン君を起訴することは法的に認められないはずだっ！　裁判長！　今回の裁判は第41条に基づき無罪だと弁護人は主張する!!」

　静かな法廷に勇ましい声が轟く。

　千人近い傍聴人はみな、大樹の勢いに飲まれて身体を硬くした。

　だが──一人だけ様子の異なる者がいた。

　銀髪のエルフ。検察官のキケロである。

　彼は首をゆっくりと左右に振ったあと、静かに口を開いた。

「ダイキ……。弁護士バリスターを名乗る貴様には、先日見事にしてやられた。そして今日は、私と貴様の再戦を見ようと、傍聴席はギャラリーでいっぱいだ。……だがな、そのような屁へ理り屈くつで言いくるめられると思うな」

「屁理屈……だと？」

　異世界六法の刑法41条は、日本のものとまったく同じ内容である。大樹の主張は理に適かなったもののはずだ。

　キケロは顔色一つ変えずに語る。

「弁護士バリスターよ、貴様は何を言っているのだ。満二十歳であるアレンを起訴することのどこに問題がある？　第41条には、『十四歳に満たない者の行為は、罰しない』とあるのだ」

「おまえの言うことの方が屁理屈だろうが！　第41条は人間の年齢を基準にして作られているんだ！　亜人に対して一律に適用するのはおかしいに決まってるだろうっ!!　実質的に考えれば、幼児に過ぎないアレン君に刑事罰を与えることなんてできないはずだ！」

　なぜこの世界に日本の法律が輸入されているのか──このことは大樹には知るよしもない。

　だが日本と異世界では環境が違う以上、実質的な判断は不可欠なはずである。

　しかし、キケロは眉まゆ一つ動かさない。

「第41条が人間を基準に作られた？　そのようなことが刑法のどこに記してある。貴様も法律家を名乗るなら、感情論ではなく根拠となる条文を示したまえ。さぁ、そんな戯れ言が刑法の何条に書いてあるっ!?　今すぐに言ってみろ！」

「根拠条文は──！」

　大樹は言葉に詰まる。

　そんな弁護人を尻目に、キケロはさらに畳みかけた。

「言えるはずがない。当たり前だ。刑法典、全２６４条中、そんな条文はどこにもないからな！　それに刑法にはこうも書かれている！」

　キケロは反論できない弁護人をあざ笑うかのように、人指し指を突きつけた。

「刑法第１条──『この法律は、国内において罪を犯したすべての者に適用する』、とな！　知らないとは言わせない！」

　条文を完璧に暗記しているキケロのよどみのない主張に、静まり返っていた傍聴席が一気に沸き上がる。

　拍手喝かっ采さいと口笛が鳴り響く中、大樹は拳を固く握り締めた。

（キケロ、おまえの言うことは間違っている……。この『刑法』という法律は、こことは別世界にある日本という国で作られた法律なんだ。亜人がいない世界で作られた……人間を対象として定められたルールなんだ……！）

　そんな言葉が喉のどまで出かかった。

　だがそんな主張をしたところでなんの意味もないことは大樹自身にもわかっている。

『刑法』が時間と空間を異にする日本という別世界から輸入されたものであることなど、大樹には立証できないのだから。

（この世界に……異世界に日本の法律を持ち込んだやつは、なぜ内容を改変しなかった！　おまえが法律を直輸入したせいで、この国にはかえって不平等が生まれているじゃないか！）

　大樹は名前も知らない人物に、心の中でクレームをつける。

　だが三十年前の出来事に文句をつけたところで、この場は何も解決しない。

「ちくしょうっ……！」

　大樹の準備しておいた戦術は、キケロによって潰つぶされてしまったのだ。

　しかし、だからといって引き下がるわけにはいかない。傍聴人の喝采に負けないように、大樹は声を張り上げた。

「法律的には、確かにおまえの主張の方が正しいかもしれない。だが第41条は、ものの分別もつかない子供には刑罰を与えるべきじゃないって趣旨だろう！　いいことと悪いことの区別もつかない幼児が、親のためを思って母の形見を取り戻したんだ。そんなのは親がしつければいいレベルのことだろう！　牢ろう獄ごくに入れる必要なんかない！」

　今回の裁判が不当な起訴であることは疑う余地はない。

　大樹はさらに声を荒らげた。

「キケロッ！　こんな裁判は刑法が予定しているものじゃない！　公訴をすぐに取り消せっ！」

「刑事訴訟法、第２４７条──」

　大樹の攻撃をするりとかわし、キケロは静かに答えた。

「そこにはこう書かれてある。『公訴は、検察官がこれを行う』……とな。わかるか？　刑事訴訟を提起できる唯一の権限を持つのは検察官だ。そして公訴するもしないもすべて検察官の自由──法律はそういう風にルールを定めている」

　黒衣の検察官はたっぷりと間を置き、傍聴人が静まり返るのを待ってから、ふたたび大樹に人指し指を突きつけた。

「弁護士バリスター！　つまり貴様の主張はすべて、なんの法的根拠もないただの言いがかりに過ぎない！　法律家なら、六法に書かれていないことを主張するな！」

　芝居がかった大仰なアクションに、傍聴席は大いに盛り上がる。

「さぁ、裁判長！　弁護士バリスター殿の主張の是非を判断していただきたい！」

　ゼリー体の裁判官は、起伏のない口調で淡々と答えた。

「弁護人の主張ヲ、すべて却下しマす──」

　鳴りやまない観客たちの歓声。それを一身に浴びながら、キケロは悠々と席についた。

「私からは以上だ。証人尋問中に横槍を入れて失礼した。さぁ、弁護士バリスターダイキよ。被告人にまだ質問があるのなら、存分に続けてくれたまえ」

「くっ……！」

　準備しておいた武器を折られ、中立な立場にある裁判官にも主張を排斥されてしまった。

　大樹にはもう、打つ手は何もない。

「俺からは──以上だ」

　大樹は震える拳をきつく握り締めた。




　証人尋問は終わり、続いて被告人質問が始まる。

　検察官のキケロが、被告人のアレンに質問をする手続きである。

　これが終われば、手続きは『判決』へと移る。

　つまり、ここが大樹に与えられた最後の逆転の機会である。




　手に枷かせをつけられたアレンは、キケロによって証言台に立たされた。

　傍聴席には一千人近い人間。

　身体を動かすたびに膿うみが染みだす傷だらけの身体を、アレンは縮こまらせた。

「さて……」

　キケロは落ち着きはらった口調で語り始める。

「弁護士バリスター殿にこれ以上言いがかりをつけられてはかなわない。証拠もすでに揃そろっていることだし、手短に終わらせていただこう」

　キケロは裁判官席の机に置いてある実況検分調書を手にとった。

「被告人。この調書にあるように、貴様は質店『別世界屋』の倉庫からリングを盗み出し、自分の家に隠していた。間違いないな？」

「……ごめんなさい……」

「謝罪の言葉など聞いていないっ！」

　キケロが割れんばかりに机を叩たたくと、ドラゴニュートの少年は黄金色の瞳から涙をこぼした。












「ごめんなさい……ぼく、勝手に持ってきちゃった……」

　弁護人席にいるエレナが、大樹の袖そでを強く引く。

「ダイキさんっ、このままだと裁判は終わってしまいます！」

「わかってる。何とかする……！」

　キケロは法律を完璧に暗記している上に、それらを瞬時に頭から引き出して使いこなす。まともに戦って勝てる相手ではない。

（とにかくアレン君とキケロのやりとりに集中するしかない。どこかに隙すきを見つけなければ、裁判は終わってしまう……！）

　六法をめくる指が、汗でページに貼はり付く。

　大樹は次なる質問に耳を傾けた。

「それでは調書の必要な部分を読むぞ」

　キケロはすばやく調書を読み上げる。

　それはアレンの家の様子と、盗品がそこに隠してあった事実を事細かに記したものだった。

「以上。認めるな？」

　検察官の言葉に、亜人の少年は小さく言葉を発する。

「……それっていつ調べたの？」

「昨日の午前中。貴様が城壁工事の現場で作業をしていたときだ」

「だから帰ってきたら、ぼくの家がめちゃめちゃになってたんだ……」

「盗品を探すのは検察の仕事だからな。だが何も心配する必要はない。貴様は近い将来、牢獄でのたれ死ぬのだからな。死体になって帰る頃には、部屋の片づけくらい済んでいるだろう」

　二人のやりとりを見ていたエレナが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「検察官の人たちって、いっつも亜人の皆さんの家に無断で入ってくるんです。今回だって勝手に！」

「勝手に……？」

　大樹はエレナの言葉に引っ掛かりを覚えた。

「そういえば、昨日も検察官がユニコンヘッドの女の人の荷物を勝手に調べようとしていたな……」

「あれは法律違反なんですよね？　えっと確か……」

「刑事訴訟法だよ。この法律は刑事裁判の規則を定めた法律だけど、内容は主に検察官を縛るためのルールが書かれているんだ」

「検察官を縛るルール？」

「そう。国家権力ってのは怪物リヴァイアサンだからね。法律の鎖でがんじがらめにしないと、すぐに暴走するんだ」

　そのことを誰よりも知っているのは、かつて暴走車両の歯車になっていた大樹自身だ。

「昨日の検察官の連中も俺に問い詰められるまで、平気な顔して法律を無視しようとしてたしな」

　どうやらこの世界の警察や検察は、亜人に対して違法な捜査をすることは日常のようだ。

（そうか……）

　大樹はあることに気がついた。

「あのゼリーみたいな裁判官……。あいつは一見頼りなさそうだけど、価値中立的な存在だ。人間に味方することも、亜人を差別することもない」

「はい。裁判官は誰の味方もしません。法律だけに従う存在です。法廷で検察官にゲタを履かせることはありません」

「キケロたちが不当な起訴をすることは簡単だ。だけど、それだけでは裁判には勝てない。勝つためには、裁判官を説得できるだけの証拠をちゃんと集める必要があるってわけか」

　そのために彼らは、法廷の外で法律を無視した捜査を行ってきた。

　裁判官の目の届かないところで。

　法廷で揺るぎない証拠を提出するために。

「裁判所の外でなら法律を守らなくても問題はない……ってことですか？」

「そう……これまでだったらね」

　だが今は違う。

　この世界には別世界から召喚された弁護士バリスターがいる。

「裁判所の外でならルールを破ってもいいと、キケロは思っている。そこに奴の隙がある……」

　大樹は素早く異世界六法のページをめくる。

　しかし裁判は彼を待ってはくれない。キケロはアレンに詰め寄った。

「調書の内容を認めるな」

「──ぼく……リングを持ってきちゃったの。パパに喜んでもらいたくて」

「それでいい」

　被告人から自白を引き出したキケロは、口角の端を軽く上げた。

「物証も揃っている。調書も、それに被告人の証言もある。今回は弁護士バリスター殿がいらっしゃると聞いていたからな、有罪にできる証拠をすべて漏れなく揃えてきたのだ！」

　得意げに大樹を一いち瞥べつしてから、銀髪のエルフは裁判長に向き直る。

「それでは裁判長──速やかに判決を出していただきたい」

　半透明の裁判長の身体の表面に細かいさざ波が立つ。

　彼は無機質な瞳でキケロの顔をしばし見つめた後、手元にある羊皮紙に半透明の手をかざした。

　ジュッという小さな音。

　裁判長の手から熱線が放射される。

　判決文が一瞬のうちにが書き上がったのだ。

　羊の皮でできた紙の焦げる香ばしい匂においが、うっすらと法廷内に漂う。

　裁判長は焼き字でできた文章に目を落としてから、ゆっくりと口を開いた。

「判決を言い渡ス。主文──」

「待ってくれ！」

　机の上のぶ厚い本のページをめくりながら、大樹が叫ぶ。

　裁判長は視線だけ動かし、開きかけた口を閉じた。

「キケロ、おまえは刑事訴訟法、第２１８条の規定を知っているな！」

　刑事訴訟法、第２１８条──。

　検察官が私人の家を捜索する上でのルールを記した条文だ。

　そこには、検察官が家宅捜索をする場合には、裁判官の発する令状がなければならないことが書かれている。

　この規定によれば、たとえどれほどの重大な罪を犯した者の家であっても、検察官が勝手に入って調べることは許されない。いったん裁判所の許可を取る必要があるのだ。

　大樹の発言を聞いたキケロは、馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「ふん。第２１８条くらい知っているに決まっているだろう。……そして貴様の言わんとすべきこともわかる。私が令状なしで、アレンの家を勝手に捜索したことを問題にしたいのだろう？」

　キケロは馬鹿にしたように繰り返す。

「これだから世間知らずは困る。弁護士バリスターよ、素性など知らないし興味もないが、どうも貴様はこの国の常識に疎いようだ。だが──」

　苛いら立だちを隠すかのように、あくまで落ち着いた口調でしゃべるキケロは、突然大きな音を立てて机を叩いた。

「面倒な主張はいい加減にやめにしないか！　亜人の家を捜索するのに、いちいち令状を取る検察官がこの国のどこにいる？　どこにもいやしない！　そのような煩雑なことをしていたら実務が回らないではないか！　我々検察官は、街の秩序を乱す悪質な亜人どもを起訴することで手一杯なのだ！」

　傍聴人たちが一斉に声をあげる。『悪質な亜人』というフレーズが、彼らのお気に召したらしい。

　キケロは手を上げて歓声を静めてから、裁判官に向き直った。

「さぁ裁判長、判決の続きを──」

「待てっ！」

　大樹は六法の該当ページを指で強く突く。

　何百枚も重なった紙はバスンと重い音を立てた。

「おまえらの事情なんか知るか！　法律で定められてることを守らなかった捜査は違法だっ！」

　大樹は法廷中に響きわたる大声をあげた。

　しかしエルフの検察官はひるむどころか白けた視線を大樹に向ける。

「ふぅ……で、それがどうかしたのか？」

　キケロは大きく溜ため息をついた。

「百歩譲って貴様の主張が正しかったとしよう。私の捜査が法律違反の行為だったとしよう……。それで、そのことがどうかしたとでも言うのか？」

「なんだと……!?」

「始末書だったら後で上司に提出しておこう。『違法な捜査をした件につき、深く陳謝する』とな。私は上司からお説教を受けるかもしれない。給料の査定に影響があるやもしれん……。だが、ただそれだけのことだろう！　この裁判の判決とは一切無関係ではないか！」

　キケロはアレンを指さした。

「私の捜査が違法であれば、この被告人が盗みを働いた事実がなくなるとでも言うのか？　裁判官席の机の上にあるリングと調書が霞かすみのように消えていくとでも言うのかっ!?」

　キケロは目にかかった銀髪を横に払い、声を荒らげた。

「どのような方法で捜査をしようが真実は真実！　法廷とは真実をつまびらかにする場所のことを言うのだ！　違うかっ!?」

　大樹は落ち着いた口調で答えた。

「違うな──」

「弁護士バリスターッ！」

　割れんばかりの勢いで、キケロが机を叩く。

「いい加減にしたまえ！　難癖をつけて裁判を中断すればいいというものではないだろうっ！」

　男の怒声に、法廷はしんと静まりかえる。

　糸のように張りつめた空気の中、大樹は瞬まばたきもせずに答えた。

「アレン君は……無罪だ」

　大樹の言葉にキケロは呆あきれたように口を開ける。

「被告人が盗みを働いたという動かぬ証拠があるのに無罪だと？」

「ああ。アレン君が盗みを働いたのは間違いない。……だが動かぬ証拠なんか、この法廷には存在しない！」

「無茶苦茶な言いがかりをつけて何のつもりだ！　見苦しいぞ、弁護士バリスターダイキ！」

「俺の発言が言いがかりかどうかは確認すればわかることだ……裁判長っ！」

　スライムの裁判官自体に知能はない。

　彼は首都にある最高裁のサーバーとつながっているため、知的な判断ができるに過ぎないのだ。

　そして裁判官の判断に納得がいかない場合は、首都にある最高裁のサーバーへの問い合わせを要求することができる。

　大樹はざわめく傍聴人の声をかき消すような声で叫んだ。




「裁判長！　最高裁サーバーへの照会を要求する！　内容は、『違法収集証拠のエクスクロージョナリー・排除法則ルール』についてだ！」




「了解いたしマした。しばらくお待ちクださい……」

　小さな電子音とともに、裁判官の半透明の身体に波紋が走る。

　人の形をとるスライムは絞られた雑ぞう巾きんのように歪ゆがんだあと、液状化して床にぶちまけられる。そして再びゆっくりと法服を着た裁判官の姿をとった。

「最高裁サーバーに接続し、要求データを照合いたシました」

　裁判官は無感情に、最高裁の判断を告げる。

「『違法収集証拠のエクスクロージョナリー・排除法則ルール』──。これに従い、当該法廷にある証拠をすべて裁判から排斥しまス──」

「なんだと……!!」

　事態を理解できないのか、キケロが目を見開いた。

　裁判官席の机の上には、確かに実況検分調書と、宝石のついたリングがある。

　だがこれを排斥すると裁判長は言っているのだ。

「待ってください！　それはどういうことですかっ!?」

　キケロは裁判長に詰め寄る。しかしゼリーの生命体は感情のない表情で正面を見続けるだけだ。

「俺が説明してやるよ、キケロ──」

　大樹はバッヂ代わりに胸につけていたヒマワリの花弁を、指で軽く押さえた。

「違法な捜査で集められた証拠は、裁判の判断基準から除外されるんだ。おまえは令状を取らないでアレン君の家を捜索するという重大な法律違反を犯した。だからそこで入手したリングも、その際の様子を記載した実況検分調書も……すべてこの場には存在しないことになるんだ！」

「そ……それは一体……!?」

　あまりに想定外の出来事に、キケロは理解が追いつかないようだ。

　呆ぼう然ぜんとした顔で大樹を見つめている。

「裁判の役割は、真実をつまびらかにすることだけじゃない。被告人の人権を守ることにもあるってことだ。どんな手段でもいいから証拠を集めていいってことにしたら、検察官は無茶苦茶するだろ？　だから違法な手段で集められた証拠は裁判から除外される。それが、違法収集証拠のエクスクロージョナリー・排除法則ルール──六法全書には書かれていない法規範リーガル・スタンダードだ！」

　検察官のキケロが状況を把握できていないというのに、他の者がこれを理解できるはずがない。

　裁判の行方がわからずに、傍聴人たちはざわついた。

「検察官──」

　裁判長が無機質に口を開く。

「当法廷にハ、未だ一つの証拠も提出されテていません。速やかニご提出ねがいまス──」

「そんな……私の用意したものはすべてその机の上に──」

　キケロの目が宙を漂う。

　だがそのようなことなど意にも介さず、裁判長は同じ質問を繰り返す。

「当法廷にハ、未だ一つの証拠も提出されテていません。速やかニご提出ねがいまス──」

「それ以外の証拠は……何も……」

「それデは証拠不十分で、被告人は無罪といウことになります」

「待ってくれっ！」

「そレでは速やカにご提出を願いマす。証拠はごザいますか？」

　取りつく島がない。

　キケロはがっくりと肩を落とした。

「……ございません」

　裁判官は新しい判決文を書き上げる。

　そして淡々と口を開いた。

「ソれでは判決を言い渡シます。主文。被告人は無罪──」




　キケロは先日に続いて二度目の敗北を喫した。

　しかも今回は完璧に準備を整えた上での黒星である。

　裁判長が判決文を読み続ける中、哀れな男は机に手をついたまま顔を上げることができない。

「弁護士バリスターダイキよ……。おまえの目的はなんだ」

「ふざけんな、それはこっちの台詞だよ。つまんない起訴ばっかりしやがって」

「つまらないだと！」

　キケロは顔を上げる。

　作り物のように整った顔が一瞬、ＣＧ映像のようにぐにゃりと歪んだように見えた。

「人間は社会や文化の発展に知恵を絞らねばならないのだ。ただ身体を動かしていればいいだけの亜人どもとは違う！　だったら人間族の心労をねぎらうために亜人どもがその娯楽に供されるのは当然だろう！」

「寝ぼけたこと言ってんじゃねぇっ！」

　大樹は机に拳を叩き下ろした。

「裁判はもう判決に入ってんだ！　てめぇの臭い息なんか嗅かぎたかねぇんだよ！　黙ってそこに座ってろ、負け犬野郎っ！」

「おのれ……！」

　キケロの顔がびくびくと痙けい攣れんしている。

　筋に沿ってひきつる感じではなく、顔全体に波紋が流れるような、妙に違和感を覚えさせる筋肉の動きだ。

「言ってくれるじゃないか……。貴様はわかっているのか？　検察官は公益の代表……つまり人間族の代表だ。そんな私に何度も楯たて突つき、そして名もなき亜人を救い……そこまでしておいて、貴様はこの先どうやって人間社会で生きるつもりだ！　人間と亜人とが峻しゅん別べつされるこの街で……いや、この国で!!　おまえは人間族だろう、弁護士バリスターダイキよ!!」

「うるせぇっ！　てめぇらと一緒に、その臭い息を吸って生きるのなんてごめんなんだよ！　俺は知ってんだよ！　臭い息を吐く連中と一緒にいると、こっちの肺まで腐っちまうってことをな！　自分でも気づかないうちに、臭い息を吐くブタに成り下がることくらい、とっくの昔に承知してるんだよ！」

　キケロは大樹を睨にらみ付けたまま、傍聴席を指さした。

「ダイキ……！　貴様は、この傍聴席にいる一千人……いや、庁舎の外にいる何万人もの人間、ひいてはこの国にいる何十万もの人間族すべてに対して喧けん嘩かを売っている。それをわかっていて息巻いているのか!?　撤回するなら今のうちだぞ。今すぐにこのホールにいる傍聴人全員に深々と頭を下げろ。おまえは生意気だが、それでも人間族だ。心から謝罪をすれば社会に受けいれてもらえるだろう！」

「馬鹿言えっ！　こいつらに頭なんか下げれるかっ！」

　大樹はすり鉢状に広がる傍聴席を見上げた。

　一千近い怒りの視線が全身に鋭く突き刺さる。

　心を砕かれそうな強烈なプレッシャーが大樹の頭を押しつぶしてくる。

　だが彼はそれを跳ね返し、巨大なホール全体を揺るがす声をあげた。

「てめぇらっ！　毎日毎日、こんな裁判を見学して楽しいかよっ!!　昼間っから仕事もしねぇで傍聴ばっかりしやがって！　亜人をこき使って楽らくしやがって！　身分を分けて奴隷制度を敷けば、そりゃ経済は発展するだろうよ！　街はどんどん大きくなるだろうよ！　でもそれでいいのか!?　三十年前までは人間も亜人も仲良く一緒に暮らしてたんだろうが!!」

　弁護人席で大樹は威勢を上げる。

　傍聴席を埋めつくす観客たちの怒りのボルテージも上がっていく。

　だが大樹は一歩も引かず、なおも叫ぶ。

「おまえたちは体制に組み込まれて物が見えなくなっちまったんだよ！　だったらその重たいまぶた、この俺がこじ開けてやる！　閉じっぱなしの目を開けて、臭い息を吐くだけの口を縫いつけてやるよ！　おまえらはこの三十年ですっかり腐っちまった。だったら俺が三十年かけてこの国を浄化してやる!!　これは俺からおまえらへの宣戦布告だ……わかったか人間どもっ！」

　大樹は割れんばかりの声で叫ぶ。

　それがきっかけだった。

　傍聴人の怒りが一斉に爆発する。

　一千もの激しい怒号が、幾重にも交差し弁護人席に押し寄せた。

　鼓膜を破らんばかりの罵ば声せいが、大樹の身体を打ち据える。

　血管に波動を直接流し込まれるような衝撃に、心臓が不規則な鼓動を繰り返した。

「ダイキさんっ、隠れてくださいっ!!」

　空から振ってくるものは爆音と化した怒声だけではない。食べかけの肉や空の酒瓶が、弁護人席に向かって次々と投げつけられる。

　だが宣戦布告をしたのは大樹自身である。

　逃げる気もなければ、隠れるつもりもない。

　霰あられのようにゴミが降り注ぐ中、大樹は二本の足で大理石の床をしっかりと踏みしめた。

「ダイキさんっ、危険すぎます！　早く机の下に！」

　エレナの声と入れ代わりに、陶器の瓶が大樹の額に当たった。ゴッというにぶい音とともに、生温かいものが、頰ほおを伝って垂れていく。

　大樹はそれを拭ぬぐうこともなく六法を開き、刑法の一文を大声で読み上げた。

「刑法第２０４条、傷害罪！　人の身体を傷害した者は、十五年以下の懲役または五百万ゴルド以下の罰金に処する……!!」

　大樹の言葉は、鋭い刃やいばとなって怒号の大波を一気に駆け抜ける。

　ホールを埋めつくす人々は、心臓を弾丸で撃ち抜かれたように、一瞬のうちに硬直した。

「おまえらは勘違いしてるみたいだから教えてやるよ！　ここは裁判所だ、娯楽施設じゃないっ！　おまえたちはのびのびとやっているようだが勘違いするなよ。ここを管理するスライムはおまえたちの味方なんかしてくれないんだ！」

　大樹は淡々と判決文を読み続けるゼリー生命体の裁判長を指さす。

「おまえたちがやっていることは犯罪行為！　酒瓶を投げた奴の顔を指さして、俺が一言『傷害罪で告訴する』と言えば、すぐにでもスライムの警備員がおまえらを拘束する。……なぜなら法はすべての人の前に平等だからな！　おまえらと違って差別なんかしないからな！」

　大樹に向かって物を投げつけようとしていた者たちが、あわてて身体を小さくした。

「さぁ、告訴されたいのはどいつだ！　おまえか？　おまえか？　それともおまえかっ!?」

　大樹は、素知らぬ顔をしてそっぽを向いている男に向かって指を突きつける。

「そこのおまえ！　自分の投げた物は俺に当たってないから無関係──。そんなことを思ってるんじゃないだろうな！　俺に怪我をさせたのは自分じゃない──そんな風に思ってたかをくくってるんだろう！　……大間違いだ、素人め！」

　大樹は刑法２０８条の暴行罪の規定を読み上げた。

「暴行罪にいう暴行とは、『人の身体に対し、不法な攻撃を加えること』を言うんだ。攻撃が身体に接触していなくても、本罪は成立する！　つまり俺に向かって物を投げた以上、おまえだって犯罪者だってことだ！　暴行罪は一ヶ月以上二年以下の懲役……おまえも！　それにおまえもだ！」

　裁判所は水を打ったように静まり返った。

　判決文を読み終えた裁判長は、黙って正面を見ている。

　大樹はさらに声をあげた。

「俺の言っていることが噓うそだと思うか？　だったら試しに起訴されてみろ！　すぐに俺が最高裁のサーバーに確認をとってやるぜ！　牢獄で後悔するか!?」

　机の下からエレナが出てくる。彼女の不安げな瞳に向かって大樹は小さくうなずいた。

「俺、決めたよ。君に拾ってもらったこの命、二度目の人生……。今度こそは間違えたりしない」

　大樹は拳を固く握り締める。

　指の先端に心臓が埋まっているかのように、五本の指が激しく脈を打っている。

　異世界の弁護士バリスターは、六法を片手にホールを見上げた。

「見ていろよ、おまえら。法律は人間が亜人を支配するための道具と思っていたか？　馬鹿言え！　今まで亜人はその使い方を知らなかっただけだ。おまえたちだけが一方的に使っていた、ただそれだけのことだ。そしてこの俺は……この街の誰よりも法律を上う手まく使うことができる。おまえらが使えば豆鉄砲ほどの威力のものでも、俺が扱えば拳銃にでもバズーカにでもなるんだ！」

　傍聴席は一番上までびっしりと席が埋まっている。

　数えきれないほどの憤怒の瞳が大樹に向けられている。

　だが大樹の心には迷いはない。街中の人間を敵に回してもなお、その瞳はまっすぐな光を放つ。

「見ていろ。今日が歴史の転換点だ！　今日から俺たちの……亜人のカウンターアタックが始まる。この俺が法律を使って……すり鉢の底からこの世界をひっくり返してやる!!」






間章　エレナ回想












　アレンの無罪を勝ち取った法廷──。

　上から見下ろす一千もの視線にもまったく怯ひるむことなく、別世界からやってきた弁護士バリスターは力強い雄お叫たけびをあげる。

　エルフの少女エレナは、思わず胸を手で押さえた。

　肋ろっ骨こつの裏側を心臓が激しく叩たたく。体中の血管を血潮がぐるぐると駆けめぐり、大声で叫びたいような、どこか遠くへ走り出したいような、今までに感じたことのない高揚感をおぼえた。

（お母さんっ……!!）

　少女は心の中で、母に呼びかける。

　かつてこの法廷で裁かれ、そして今、獄中で苦しみ続ける母に向かって──。

（お母さん……もう大丈夫だよ！　この人がいればわたしたちは戦える……お母さんを今すぐに助けてあげられるよ！）




　かつてエレナの母はこのコンディメンデウス地裁にて無期刑を言い渡され、そして投獄された。

　彼女の名は、フェリシテ。

　不老不死の彼女は釈放されることもなく、死ぬことすらも許されず、暗く孤独な牢ろう獄ごくの中で未来永えい劫ごう一人きりで生き続けることを命じられた。




　それは今から六年前のこと──。

　エレナがまだ幼かった日の、忌まわしき記憶。




　その頃のコンディメンデウスの街は、今より少し小さくて人口もやや少なかった。

　だが、今と同じように朝になると陽が昇り、夕方になると小鳥の群れが森に帰っていく。

　そして今と同じように法律が街を支配し、そして亜人たちは人間族に虐げられていた。

　街では毎日のように亜人が警察や検察に逮捕され、そして裁判にかけられる。傍聴人たちの野次の中、亜人は裁かれ、そして監獄や処刑場に送られていた。

　エレナは当時、十歳だった。

　幼い頃に父を亡くした彼女は父の顔を知らない。家族は母のフェリシテだけだ。

　かつてこの国では神が裁判官をしていた。異世界にアクセスして神の声を聞くのがエルフの巫み女この役割だったのだが、『法律』の施行によって神判がなくなって以来、母は名ばかりの巫女となっていた。

　そのため神殿の収入源は申し訳程度の寄付金と、除霊の際のわずかな報酬だけだった。

　それは決して裕福とは言い難い生活だったが、エレナは母と二人、楽しく過ごしていた。

　まだ巫女ではなかった彼女は社会の仕組みのことなどよく知らず、街の中では人間の子どもたちと、壁の外では亜人たちと遊んで過ごしていた。







「ねぇ、エレナ」

　壁外のスラムで、エレナは母フェリシテに問いかけられた。

　フェリシテは百歳を超える長寿であるが、エルフであるため肉体的には二十歳そこそこに過ぎない。髪の毛がふわふわとした癖っ毛であることを除けば、やや垂れ気味の青い瞳も滑らかな白い肌も、エレナによく似ていた。

　フェリシテは背中に麻布でくるんだ大剣をしょっている。除霊の仕事を終えて、エレナと二人で街に戻るところだ。

「エレナ、最近は壁の外にあんまり行かないのね？」

「だって亜人のみんなは、全然遊んでくんなくなっちゃったんだもん」

　母に手を引かれたエレナは不満そうに口を尖とがらせた。

「そう……」

　フェリシテは寂しそうに微笑む。

「亜人のみんなは人間の子と違って学校にも来ないし、お仕事だって言って、朝からどっか行っちゃうの。だからつまんない。人間の子と遊ぶことにしたから、壁の外には行ってあげないの」

「……そう、ね」

　フェリシテはしばらく言葉を選んでから、さとすように語りかけた。

「亜人の子たちも本当は学校に行きたいのよ」

「学校の先生は、亜人は働くしか能がないから、学校には来ないんだって言ってたよ」

「あのね、エレナ」

　フェリシテは爪先座りになって、エレナと視線の高さを合わせる。そして目を合わせたまま、丁寧に語りかけた。

「学校の先生の言うことは聞かなきゃいけないけど、人間は亜人を悪く言うの。そこは真似しちゃ駄目よ」

「どうして？」

　エレナが問いかけると、フェリシテは彼女の頭にふわっと手を置いた。

「今だけだから。あともう何日かすれば、人間も亜人もみんな仲良く暮らせる街に戻るから」

　どうして？

　エレナがそう言おうと口を開きかけたとき、彼女の足元の地面から、突然、緑色の液体が染みだした。

「お母さん、スライムだよ」

　エレナが地面を指さす。その先からは、井戸を掘りあてたような勢いでジェル状の液体が溢あふれだし、みるみるうちに盛り上がっていく。

「きょうせいしっこう？」

「そうね……」

　壁外の地面からスライムが染みだしてくるのは、エレナにとって見慣れた光景だった。緑色のゼリー生命体は何の予告もなく現れ、あっという間に見上げるような大きさにまで盛り上がり、そして亜人の家を包み込んで破壊したあと、すべての家財を奪って壁の内側へと去っていく。

　後に知ったのだが、これは裁判所による『強制執行』の様子であった。

　人間は亜人たちの知らないところで民事裁判を起こし、欠席裁判によって勝訴判決を得てしまう。すると中立な立場にある執行官のスライムが壁外に赴おもむき、強制執行の名の下にすべてを奪い去ってしまうのだ。

　亜人は動産扱いされているため、亜人が家族もろともスライムにからめ捕られて連れていかれることもままあった。

　いつなんどき強制執行をかけられるかわからない。亜人たちはいつもビクビクと萎い縮しゅくした生活を強いられていたのだ。

「やだな……」

　スライムは執行の対象以外に危害をくわえることは一切ないし、そばに人がいても巧みにかわして移動する。そのためエレナは、ゴボゴボと音を立てて足元から溢れだすスライムから逃げようともしない。

「スライムなんかいなくなればいいのに……しっこうは可哀そうだよ」

　いつもは家一軒を押しつぶすほどに巨大に膨れ上がるスライムだが、今日は酒さか樽だるほどの大きさで、膨張を止めてしまった。海辺の軟体動物のような形になった緑色のジェル生命は、ずるずると這はいながら、そばの樹木によじ登っていく。スライムの向かう先の枝の上には小さな家が載っかっていた。

「お母さん、ちっちゃい家があるよ」

「あれはブラウニーの家ね。気の毒に……」

　手のひらサイズの妖精の夫婦が家から顔を出す。

　声を出す暇もなかった。二人の妖精は家ごとスライムに飲み込まれてしまう。

「妖精さん、スライムに食べられちゃったよ！」

　エレナは母の手を握る。

「大丈夫よ。スライムは人を食べたりしないから。裁判所に連れていくだけよ」

　スライムはブラウニーの家を枝から丁寧に引き剝はがし、身体に取り込んだまま樹から這い下り、壁内に向かって去っていった。

「どうして妖精さんちはしっこうされたの？」

「妖精の家は、ドールハウスの代わりになって高く売れるから……それにブラウニーはお人形さんみたいで可愛かわいらしいから、ペットとして飼ってる人間はたまにいるの。あの夫婦は同じ家に買われるといいんだけど」

　エレナの手を握るフェリシテの指先が、小さく震えている。優しく穏やかな母が静かな怒りを燃やしていることは、幼いエレナにも伝わった。

「お母さん、あれ見てっ!?」

　エレナは跡形もなくなった枝の上を指さす。そこには小さく動く虫のような何かがいた。

「なんかいるよ！　スライムが連れていくの忘れたの？」

「リスト漏れで強制執行から逃れたんだと思うけど……何かしら？」

　小さな生き物はもぞもぞと動いたあと、枝から転がり落ちる。エレナはあわてて駆け寄り、両手でそれをキャッチした。

「この子……」

　エレナは目を見開いた。

「……妖精の赤ちゃんだ」

　手のひらの上でうごめく生き物は木いちごほどの大きさしかなかったが、確かに女の子であった。柔らかい布にくるまれた小さな乳児が、エレナの手のひらの上で無邪気に笑っている。

「笑ってるよ……お父さんとお母さん、いなくなっちゃったのに」

　裁判制度のことなど知らないエレナだったが、手のひらの上の赤ん坊が二度と両親に会えないことは想像できた。

「お母さん、この子、わたしの妹にしていい？」

「そうね。この子はブラウニーだから、妹として育てても物心つくころには自然とメイドさんになると思うけど」

「それでもいいよ。わたし、この子を育てるの。そんで幸せにしてあげるの」

　フェリシテはエレナの頭をふわりと撫なで、そして微笑ほほえむ。

「エレナは優しい子だね。お母さんにもしも何かあっても、その気持ちを絶対に忘れちゃ駄目だからね。その子と二人でずっと仲良く暮らすのよ」

「二人じゃないよ。お母さんとこの子とわたしと、三人でずっと仲良く暮らすんだよ」







　それからわずか一週間後のことだった。







「ソれでは判決を言い渡シます。主文。被告人フェリシテを無期禁錮とスる──」

　半透明の裁判官は無機質に判決文を読み上げる。

　一千人近い傍聴人が見守る中、エレナの母、フェリシテは有罪の判決を受けた。

　裁判制度ができてから二十四年、エルフが裁判にかけられたことはなかったし、もちろん刑罰を受けたこともない。歴史上初めてとなる衝撃的な結末に、観衆はおおいに沸き上がった。

「ヤだぁっ！　お母さぁんっ!!」

　傍聴席の最前列にいたエレナは飛び出した。

「お母さん、ヤだよぉっ!!」

　エレナは柵さくを越えて、証言台に駆け寄る。だがその両足は、床から染みだした緑色のジェルによってあっけなくからめ捕られてしまった。

　検察官席に座っていた女性の検事が困ったような顔をする。

「あららら。お嬢ちゃん、おいたは駄目じゃないですか。お母さんはとんでもない犯罪者なんですから」

「ちがうもん！　お母さんは悪いことなんかしないもん！」

「ふふっ……。お母さんの罪、わかります？　無期禁錮なんですよ。これは死刑の次に重い刑罰。それほどまでにあなたのお母さんは悪いことをしたんです。──もっとも、死刑を求刑することもできたんだけど、あえて無期禁錮にしたんですけどね。不老不死のエルフが未来永劫、苦しみ続けることができるように……」

「お母さんを帰してよぉっ!!」

　もがけばもがくほど、足にスライムがまとわりついてくる。セメントのようにがっちりとかたまってしまったジェルは、幼い少女の筋力でどうこうなるものではなかった。

「しかしまさかのまさかですよね。エルフの巫女さまが人間に対してクーデターを起こすなんて……貧乏暮らしに耐えかねたのでしょうか？　まったく迷惑な話です」

　女性検事の言葉の意味はエレナには理解できなかった。

　だが母は正しいことをした。

　そのことだけはわかっていた。

「そんなんじゃないもん！　お母さんは悪くないもんっ！」

　傍聴席の人間たちが何か言っている。それはエレナたちに味方するわけでもないし、非難しているわけでもなかった。

　ただ酒のつまみに勝手な感想を述べているだけだった。

　母や自分に「さま」をつけて名を呼ぶ者たちは、心の底では自分たちのことをなんとも思っていいなかったのだ。

「エレナッ……!!」

　フェリシテの怪しい動きに気配を察知したスライムは素早く動く。彼女の両足はあっという間に、緑色の液体に取り込まれてしまった。

　だがフェリシテは身を乗り出し、エレナにメッセージを告げる。

「エレナっ！　ユワワと二人で幸せになりなさいっ！　自分に正直に生きなさい！　まっすぐに前を見て、間違っていることは間違っているとはっきり言える子になりなさいっ!!」

　それは母としての最後の言葉であった。

「ヤだよぉっ！　お母さんがいないとイヤだよぉっ！」

　フェリシテは左右から警備員に挟まれた。そしてエレナを残し、法廷の一番奥の扉の向こうに消えていく。







　それ以来、エレナは母と二度と会うことはなかった。

　だが、美しい母の顔を一日たりとも忘れたことはない。

（困ったときは弁護士バリスターを召喚するようにって言ってた意味、わたしやっとわかったよ）

　エレナは胸の中で母親に語りかける。

（本当にその通りだったよ。弁護士バリスターは……ダイキさんはわたしたちの救世主だよ……！）






最終章　最後の法廷










第一話　夜の密会






　ドラゴニュートの少年アレンの窃盗事件裁判は無事に終了した。

　結果は無罪。

　弁護人、七なな階かい堂どう大だい樹きの快勝である。

　少年は無事に釈放され、裁判所庁舎の前で父の大きな胸に飛び込んだ。ザグトーバもようやく大樹のことを認めてくれたようで、息子を抱きしめたまま頭を下げる。頑かたくなだった彼の心もようやく氷解したのかもしれない。

　抱き合う父子の姿を大樹が見ていると、傍聴を終えた人間たちが忌ま忌ましげに睨にらみ付けていく。法廷で堂々と啖たん呵かを切ってしまった以上、大樹はもう人間族として生きていくことはできないだろう。

　だが、彼に不安はなかった。

　今回の一件で、迷いがすべて吹っ切れたからだ。




　そして──。

　地上で起きた出来事など気に留めることもなく太陽は西の空に沈み、昨日と同じように夜が訪れた。




　電気のないこの世界の夜は、暗い。

『暗闇を照らす聖遺石レリクス』なるものも存在するようだが、あいにくそれは別の街のエルフが所有しているらしい。

　そのためコンディメンデウスの街は、一日の半分ほどが深い闇に包まれる。

　そんなわけで日没後はランプの灯あかりに頼ることになるのだが、油代も馬鹿にはならない。そのため人間・亜人・エルフを問わず、街の住民は日暮れと共に床に就き、夜明けとともに起床するという規則正しい生活を送っていた。

　だがエレナの神殿のリビングには、今晩は珍しく小さな灯がともっていた。

　エレナが夜更かしをしているので、大樹とユワワもそれにお付き合いしているのだ。

　もっともつい先日まで日本にいた大樹にとっては、日暮れと共に就寝するなど生活リズムがまったく合わない。夜更かしは大歓迎である。




「す、すごいですにー！　すごすぎるですに───っ!!」

　リビングの机の上で、ユワワがくりくりの瞳をさらに丸くする。

「ダイキしゃま……！　ユワワはこんなかっこいいの、初めて見たですにー！」

「ふっ……そうか？　俺のことを尊敬したっていいんだぜ？」

「尊敬ですにー！　すごい尊敬するですにーっ！」

　ユワワが大騒ぎする中、お盆にティーカップを三つ載せたエレナがやってくる。

「どうしたの？」

　ユワワは大樹の手をぱしぱし叩たたきながら、唾つばを飛ばす。

「エレナしゃま、見るですに！　ダイキしゃまって、すごいですに！　右手の親指がとれたりくっついたりするですに！」

「……まぁな。これが弁護士バリスターの真の実力だよ」

　大樹がユワワに見せたのは、直角に折り曲げた左右の親指を関節部分でくっつけて、合わせた部分を他の指で隠してから離すだけの技である。親指の第一関節から先がとれたように見える、しょぼい小技だ。

「ふふっ、ユワワに免じてもう一回見せてやろう。ほーら、親指が千切れたー」

「ひぁああぁぁあああっ!!　ゆ、指が───っ！」

「心配するな。すぐにくっつく」

「はふぁ～っ！　ちょんぎれた跡がまったくないですにー！　ユワワ、腰が抜けたですにー！」

　手品とも言えないような子供騙だましに、ユワワは大騒ぎしている。

「だ、ダイキしゃま！　もっかい！　もう一回っ!!」

「無理を言うな。この技はエネルギーを極めて消耗する。一日に二度が限界なんだ……俺もまだまだ未熟だな」

「はふぇええぇ。かっこいいですにー……」

　テーブルの上で大きな瞳をぱちぱちさせているユワワの横に、エレナはヒマワリ茶の入った陶器のカップを三つ置く。

　普通サイズのものが二つに、ペットボトルのキャップのようなユワワ用のカップだ。

「ダイキさん。お茶を飲んだら、ちょっとお付き合いしていただきたいのですが……よろしいですか？」

「いいけど。もう夜だよ？」

「ダイキさんはわたしにとってとても大事な方です。ですから、来ていただきたい場所があるんです……」

　ランプの灯に照らされて、エレナの白い肌がオレンジ色に染まっていた。

　しっとりとした睫毛まつげが、頰ほおに長い影を落とす。

　太陽の下で見るときとはまったく異なる、その艶つややかな美しさに、大樹は思わず息を吞のんだ。

「……迷惑ですか？」

「えっ、全然っ！　ちょうど俺ヒマだしっ……超ヒマだし付き合うよっ！」

　思わず声が裏返ってしまった。

（こんな時間にお誘いなんて……エレナちゃんって意外に大胆なんだけど！　ついにこの俺にも、モテ期到来か!?　日本ではさっぱりだったこの俺も、異世界に来たことによってその存在密度がうまいこといい感じになって、運命の選択可能性が広がったりして、世界線とかそういうのが素敵なことになってるわけか!?）

　大樹の心臓が、エイトビートでずんだんずんだんリズムを刻む。

「ダイキしゃま！　もっかい、もう一回！」

「いいからお子ちゃまは寝てろ！」

「けちですにーっ！」

　ユワワはもっと遊んでほしいようで、シャツの袖そでを引っ張ってくる。だが、今はちびっこの相手をしている場合ではない。大樹は妖精少女の頭をがしがしかいて黙らせた。

「もうちょっとユワワと遊びたかったですか？」

　エレナが申し訳なさそうな顔をするも、大樹は頭が千切れんばかりに首を左右に振る。

「いやいやいやいやっ！」

　ずんだんずんだんずんだんっ！　ギュィィィィィンッ！

「ここからは大人の時間だし！　すぐに行こう!!　据え膳ぜん……じゃなくて、善は急げと言うしね！」

　大樹はアツアツのヒマワリ茶を一気にあおった。







　ユワワをお留守番に残し、大樹はエレナに連れられて神殿から出た。

　街灯がないコンディメンデウスの夜は、空に遮幕を被かぶせたように真っ暗だ。

　ましてや今晩は新月である。

　一メートル先すら見えないほどの真闇なので、注意していないと建物に鼻をぶつけてしまいそうになる。

「エレナちゃん、外出用のランタンとかないの？」

　灯を持たずに外に出たため、視界が完全に闇に覆い尽くされている。これでは目隠しをつけて、外に放り出されたようなものだ。

「生まれたときからこの街に住んでいますから。ランタンなんかなくても大丈夫ですよ」

「いやいや、俺がやばいから」

「……ごめんなさい。気がつきませんでした」

　次の瞬間、しっとりと温かいものが大樹の手に触れる。

「はふんっ！」

　エレナの手だ。

　彼女が大樹の手を引いている。

　あまりの柔らかさに全身の筋肉が弛し緩かんしてしまいそうだ。

「これで平気ですか？　わたしについてきてくださいね」

「お、おう……！　もちろんついていきます。略して餅つきでございます」

　動揺の余り、おもわず意味不明の返事をしてしまった。

　肌にまとわりつくような闇の中を、大樹は少女に手を引かれて進んでいく。

（こんな夜道に連れ出すなんて、エレナちゃんってば意外に積極的な子だったんだな。まぁ、神殿にはユワワがいるし、しょうがないよね。ってか、やばい……手に汗かいてきた）

　恰かっ好こう悪いので手汗を拭きたいのだが、手を離すと迷ってしまう。大樹はじっとりと湿った指を、少女の滑らかな指にしっかりと絡ませた。

　そうして歩くことしばし──。

「ちょっとお待ちくださいね」

　エレナが立ち止まり、大樹から手を離した。

（ここが目的地？　どこだか見当もつかないんだけど……）

　目を凝らすと目の前に白い壁が見えた。

　手で触れると、ごつごつした石でできていることがわかる。

　街の建物の壁と異なる質感に、大樹はそれが何かをすぐに理解できた。

「これって、街の城壁？」

「はい。今から壁の外に……亜人のスラムに向かいます」

「……？」

　先日、大樹は壁の外に出た。

　街をぐるりと囲む壁にはいくつか門があって、そこから外に出ることができるが、門には槍やりを持った警備の兵が見張っている。

　だが今は夜。警備どころか門はおそらく固く閉ざされているはずだ。エレナはどうやって外に出ようというのか。

　大樹がいぶかしんでいると、足元でごとりと重い音がする。

　大きな石が地面に落ちる音だ。

「ダイキさん、こちらへ」

　大樹はエレナに腕を引かれてしゃがみ込む。

　すると壁の石が、一つ外れていた。

　街を守る壁に、成人がくぐれるくらいの穴が空いている。

「人間には秘密の抜け穴です。これで外に出れますから」

「こんな穴、誰がどうやって作ったの？」

「壁の修復工事をしているのは亜人ですから」

　肉体労働は亜人の仕事である。

　彼らは工事現場を監督している人間の目を盗んで、このような仕掛けをしていたのだろう。

「さぁ、見つかる前に……」

　エレナの声が硬い。緊張の色が混じっている。

（どうも俺が想像していたようなことじゃなさそうだな……）

　大樹は息を殺し、壁の穴に身体をくぐらせた。




　壁を抜けて、二人はさらに歩く。

　どこを歩いているのかなど、大樹にはさっぱりわからなかったが、とにかくエレナの手をしっかりと握り、彼女についていく。

　やがて彼女はとある小さな建物の前で立ち止まった。

　暗いので外観ははっきりしないが、スラムのどこにでもある、木造のバラックのようだ。

　エレナは木製の扉をノックし、声をかけた。

「法は鎖」

　少女の言葉を受けて、扉の向こうから問いかけが返ってくる。

「何を縛る？」

「我らを」

　扉が開いた。どうやら今のは合い言葉だったようだ。

「神殿のエレナです。今日は人間を一人連れてきました。でもわたしたちの味方ですからご安心ください」

「…………」

　部屋の中には男がいる。

　壁の外にいる以上は亜人なのだろうが、暗くて顔は見えない。

　少しの沈黙の後、男はエレナに小声で問いかけた。

「………………例の弁護士バリスターですか？」

「はい」

「……お入りください」

　緊張感の漂うやりとりの後、大樹は建物の中に案内された。

　部屋の中は物音一つしない。

　あいかわらずの真っ暗闇なので、中の様子もさっぱりわからない。

　男がしゃがんで、何かごそごそしていたかと思うと、床板を外すにぶい音が聞こえた。

　床の下からほのかな灯が漏れている。

「縄ばしごになっているのでお気をつけください」

　男はどうやら地下室に行けと言っているようだ。

　エレナの案内でなければ絶対に行きたくない場所だ。

　まずエレナが降りていく。大樹は言われるがままに地下へと降りていった。




「ここは……」

　縄ばしごから降りた大樹は、思わず息を吞む。

　そこには公民館ほどの広さの空間が広がっていた。どうやらバラックの下には広い隠し部屋があったようだ。

　壁に並んだかがり火の炎がゆらゆらと揺れている。

　赤い光に照らされて、何十人もの人影がぼんやりと浮かび上がっていた。

　そのシルエットはいずれも異形──ここにいるのはすべて亜人である。

「こんな地下に亜人の集会場があったんだ」

「人間に見つかるわけにはいきませんから」

　額に角を生やしたユニコンヘッドや、様々な獣耳を生やした者。ユワワのように小さな種族もいる。一際大きい恐竜のような背中はドラゴニュートのものだろう。

「あの人、ザグトーバさんかな？」

「はい。わたしたちの同志です」

　地下室の入り口は一つだけではないようだ。壁の向こうにも縄ばしごがぶら下がっていて、亜人が降りてくる様子が見えた。

「あっちからも降りてくるね」

「出口は二つ確保しておかないと、もし踏み込まれたときに逃げられませんから」

　大樹があっけに取られていると、向こうの端からこちらに向かって手を振る女性の姿が見えた。

　頭に二本の長い耳を生やした彼女は、『飛び跳ねウサギ亭』でウェイトレスをしているワーラビットのリコッテである。彼女は例のごとく、聖遺石レリクスの発する音波で、エレナが地下室に来たことを聞き分けたのだろう。

「随分集まってるみたいだけど、全部で何人くらいいるんだ？」

「わたしを入れて五十三人。ダイキさんが仲間に加わってくだされば、五十四人になります」

（……仲間に加わる、か）

　エレナはさっきから、同志だの仲間だのという普段の彼女があまり口にしない単語を発する。

　合い言葉なしでは入れない地下の部屋。

　官憲の目を逃れて行う深夜の集会。

　そして集まっているのは亜人だけ──。

　嫌な予感がよぎり、大樹はエレナの顔を見た。

「この集会ってひょっとして……」

　エレナは前を向いたまま、

「ダイキさんの想像している通りです」

　と答え、それに続けて、

「わたしたちは人間に対してクーデターを起こそうとしています。これはパルチザン、『亜人党アッゲル』の集会です」

　と言って大樹の顔を見た。

「クーデター……！」

「ここに来るまで秘密にしていてすみませんでした。でもどこで情報が漏れるかわからないので、外で迂う闊かつなことは言えないんです」

　それはもっともな話だ。

　もしも物騒な会話をしているところをキケロに聞かれてしまったら、証拠映像を残されて一巻の終わりである。

「じゃぁ、エレナちゃんもザグトーバさんもリコッテも、みんな構成員？」

「はい。リコッテちゃんは亜人党アッゲルのリーダーです。彼女は人間の店でウェイトレスをしながら諜ちょう報ほう活動をしています。ワーラビットの聴力をもってすれば、酒場でされているすべての会話を、一言も漏らさずに聞き分けることができますから」

「そういうことか……」

　亜人がクーデターを起こそうとしている。

　人間が支配する国家体制を転覆させて、自分たちの生活を取り戻そうとしている。

　普段は何食わぬ顔をして人間に従っているが、水面下では着々と活動している。

　考えてみれば、これは当たり前のことだ。

　彼らは従順な家畜ではない。しかも人間よりも人口も多く、遥はるかに高い能力も持っている。現状を甘んじて受けいれる必要などないのだ。

「でも俺なんか連れてきていいの？　人間だけど」

「構いません。ダイキさんは法廷ではっきり言ってくださいましたから」

　エレナは嚙かみしめるように続けた。

「人間としての立場を捨てて、亜人と共に戦ってくださると──」

　大樹たちを地下に案内してくれた男が縄ばしごで降りてくる。彼が最後の一人のようだ。

　それを確認すると、ワーラビットのリコッテが立ち上がった。

「今日はここに人間族のダイキに来てもらってるの。だけどこの人は味方だから安心してね」

「えー……ど、ども……人間ですが失礼しています」

　思わず場違いな挨あい拶さつをしてしまう。

「ねぇ、ダイキ。あたしたちの計画をこれから説明するね。仲間に加わってくれるかどうかは、それを聞いてからでいいよ」

「あー……お、おう」

　そうはいっても、イエスというまで帰してくれないのではなかろうか。そんなことを考えていると、リコッテはニッと歯を見せた。

「別に仲間になってくれなくても平気だよ。ダイキがあたしたちの計画をバラさないってことくらいわかってるし」

　リコッテは、近いうちに決行予定だというクーデターの説明を始めた。




　彼らの計画は、『法律のない国家を作る』ことである。

　三十年前にこの国に敷かれ、人間と亜人とを峻しゅん別べつするきっかけとなった法律を国から排除し、そして亜人の本来の生活を取り戻すことが最終目的だ。

　だが武力を行使し、自分たちの正義をいくら声高に叫んだところで、裁判所は革命軍を官軍と認めてはくれない。もしも裁判にかけられてしまえば、スライムの裁判長にあっさりと有罪の判決を出されてしまうだろう。

　だから最初の計画は、裁判所庁舎を乗っ取り、裁判システムを破壊することである。

　そしてこれは象徴的な意味合いも大きい。

　法によって虐げられた亜人が法の砦とりでたる裁判所を制圧し、その場所からクーデターを宣言すれば、亜人たちは一斉に立ち上がるだろう。これをきっかけにスラム中の亜人に武装蜂ほう起きさせ、武力をもって街の支配を人間族から奪取するのだ。

　そしてその後に首都に対し、コンディメンデウスの国家独立宣言をする。

　これが亜人党アッゲルの計画だ。




「裁判所の制圧が計画の要かなめってわけか。だけど……」

　そう簡単にはいかない障害が、裁判所には存在する。

「裁判所の中で暴れたら、床とか天井とかから例のスライムが出てきて、拘束されちゃうんじゃないの？」

　裁判所を管理しているのは、知性なきゼリー生命体のスライムである。

　法廷で暴れようとしたユニコンヘッドがスライムにあっという間に取り押さえられてしまった現場を、大樹も傍聴の際に確認している。力任せに裁判所を占拠するという計画が成功するとはとても考えられない。

「そのへんは大丈夫だよ」

　リコッテは当然折り込み済みといった顔をする。

「スライムは裁判所のシステムそのものだから、まずはその大元を破壊するの」

　少女は説明を続けた。

　彼女が言うには、裁判所には地下室があって、そこには魔ま道どう杖じょうを設置したシステムルームがあるという。

　大エルフの使う奇跡セルラによって、首都の最高裁判所と全国の地方裁判所はネットワークでつながっている。その端子となるのが魔道杖だ。

　ゆえにそれを破壊すればネットは切断され、コンディメンデウス地裁の機能はすべてダウンする。つまりスライムは、知性のないただのゼリーに戻るのだ。

　これで裁判所の占拠は可能となる。

「どうやってシステムルームに侵入するんだ？」

　との大樹の質問に、

「エレナさまが裁判所の裏口の鍵かぎを持ってるの」

　と立て板に水を流すように、リコッテは答えた。

「深夜の裁判所に、エレナさまに忍び込んでもらって、魔道杖を壊してもらう。その音をあたしが聞きつけたら、ザグトーバさんたちに一気に乗り込んでもらうってわけ」

「なるほど……よくできた計画だ」

　だが少々気になる点もある。

「なんでエレナちゃんが裁判所の鍵なんか持ってんだ？」

「わたしの一族はかつて神判を行っていましたから」

　大樹の質問に答えたのは、エレナ本人だった。

「裁判が法律をもとに行われるようになってからも、エルフの巫み女こには裁判所内を自由に行き来する権限があったんです。今はもうその権利を失ってしまいましたが、そうなる前に母が合い鍵を作っていたので」

　エレナの母──。

　無期禁錮により、現在は収監されている人物だ。

「なんで今は裁判所内に出入りする権限がなくなっちゃったんだ？　それができれば計画はもっと簡単だったのに」

　大樹の質問に、地下室の空気がぴっと張りつめた。

　かがり火がパチパチと音を立てて燃える。

　しばしの沈黙の後、エルフの少女はゆっくりと答えた。

「六年前に母は人間族に対しクーデターを起こし……そして失敗したからです」

「ってことはエレナちゃんのお母さんが犯した罪って……！」

「そう……内乱罪です」

　内乱罪──。

　クーデターを起こした者に適用される、刑法典に規定されている中でも、もっとも罪の重いものの一つだ。

　この犯罪には、殺人や窃盗などの他の犯罪とは大きく異なる特徴がある。

　殺人罪は人を殺せば成立する犯罪である。人殺しに失敗すれば殺人未遂罪にとどまる。

　窃盗罪も同じである。盗みに失敗すれば窃盗未遂罪である。

　しかし内乱罪の場合、内乱すなわちクーデターが成功すれば、革命成立である。現体制はひっくり返るため、その行為は正当化され犯罪ではなくなってしまう。

　つまり内乱罪は、失敗した場合にのみ成立するという奇妙な犯罪なのだ。

　日本では内乱罪で裁かれた例は未いまだ存在しないが、この世界は違ったようだ。

「エレナちゃんのお母さんは無期禁錮──ってことはクーデターの中心人物だったわけか」

　内乱罪は、その関与の度合で罪の重さがそれぞれ異なる。無期刑が科されるのは中心人物だけだ。

「母は初代亜人党アッゲルのリーダーでした」

「首謀者か……」

　内乱の首謀者の罪は重い。

　科される罪は、死刑か無期禁錮のみである。

「母は本来ならば死刑にされるべきところでした。しかし彼女をより苦しめるために、あえて無期刑が科されました。不老不死のエルフにとって、永遠の監禁は死よりも辛つらい生き地獄ですから……」

　亜人が投獄された場合、決して仮釈放されることはない。それが人間族のやり口だ。

「だからわたしはなんとしても今回のクーデターを成功させて、捕まっている初代亜人党アッゲルのメンバーと母を助けに行かなくちゃいけないんです！」

　エレナは力強い瞳で大樹に訴える。

「だからわたしたちに協力していただけませんか？　ダイキさんはこの街の誰も知らない知識をお持ちです。亜人党アッゲルに入っていただければ、大きな戦力になります！」

　エレナのブルーの瞳が、かがり火の灯を受けて神秘的な紫色に輝いている。

　周囲に視線を送ると、他の亜人もみな、大樹にまっすぐな視線を送っていた。

　二度までも裁判で亜人を救った大樹はすでに、彼らの信頼を完全に勝ち取っているようだ。

　首を縦に振れば、彼らは快く大樹を受けいれてくれるだろう。

　だが大樹は、突然の状況に少々混乱していた。

「ちょっと……ちょっと待ってくれ」

　平和な現代日本からやってきた大樹にとっては、クーデターという物騒な言葉が現実感をもって受け止めにくいということもある。

　だがそれ以上に、亜人党アッゲルの計画には共感できない部分があった。

「『法律のない国家』……。それがみんなの理想なのか？」

「もちろんです！　法律のせいで亜人は虐げられているんですから」

「エレナちゃんの言うことはわかるし、俺もこの国の制度をひっくり返してやりたいとは思ってる。でも俺は、『法律のない国家』って部分には賛同できない」

　大樹の発言に、薄暗い地下室がざわつく。

「理由はわからないけど、この国の法律は俺のいた国の法律を借用してるみたいなんだ。そして、俺の国では法律のおかげでみんなが平和に暮らしてる。明確なルールがあるおかげで、治安が保たれて、経済も回ってる。だから法律をなくしちゃ駄目だと俺は思う」

「この国はそうはなってません！」

「それを目指さなきゃいけないんだ」

「だったらどうすればいいんですか!?」

「正々堂々と法廷で戦えばいい。法律は俺たちの味方だ」

　大樹はさとすように語りかける。

　だがエレナは首を振るばかりだ。

「そんなの噓うそです！　法律は人間の味方しかしません！　法制度こそが暴君なんです！　法律が国民を縛りつけるっていうルールそのものを破壊しなきゃ駄目なんです！」

「それは違う。法は誰にでも公平で平等だ。それを悪用してる人間に問題があるんだ。だから俺みたいな法律家がいる。奪われた権利は、法廷で奪い返すんだ」

「それじゃぁ、埒らちが明かないじゃないですか！」

　エレナは苛いら立だちを隠しきれず、握り拳で宙を殴った。

「コンディメンデウス地方裁判所にはいくつ法廷があるかご存じですか？　大小あわせて六つです！　そこでは朝から夕方までずっと裁判が行われています！　罪のない亜人が毎日裁かれているんですよ！　ダイキさんは優秀だけど、たった一人じゃすべての亜人を救うことなんてできないじゃないですか！」

「だからって、法制度を破壊しちゃ駄目なんだ！　この大きな街を秩序だったものにするには法律の存在は絶対に必要なんだ！」

「でもだからって──！」

　エレナが次の言葉を言いかけたところで、いつの間にか隣に来ていたリコッテが彼女の肩をぽんと叩いた。

「人には色々考え方もあるよ」

「でも……わたしはダイキさんと一緒に……」

「無理強いはできないよ。残念だけどさ」

　リコッテは大樹の方に向き直る。

　そして寂しそうな笑顔を見せた。

「元はあたしたちの問題だしね。巻き込もうとしちゃってごめん」

「いや……こっちこそ変な期待させちゃって悪かったよ」

　話はそれで終わった。




　暗闇の中では一人で神殿に帰れないので、大樹は地下室の端で集会が終わるまで待った。

　そしてエレナと共に帰途についた。

　しかしその日はそれ以上の会話はなかった。








第二話　エレナ・その壱　漏れた情報






　大だい樹きを亜人党アッゲルの集会に連れていってから、数日が過ぎた──。

　エレナはそれ以来、大樹と会話らしい会話をしていない。

　喧けん嘩かをしているわけではないので、まったくしゃべらないというわけではないが、なんとなくぎくしゃくしていたのだ。心強い人が仲間になってくれると思い期待してしまっていただけに、失望の落差が大きかったのかもしれない。

　当の大樹はというと、あの日から毎日、裁判所に通い詰め、亜人の弁護をしている。

　朝食を終えたら、彼はすぐに裁判所に向かう。

　そして空が茜あかね色に染まる頃になると、ぐったりとしているもののの、充実した顔で帰ってくる。

　地道な方法ではあるが、目の前にいる亜人を一人ずつ、しかし確実に救済していた。

　そんな大樹のことを、エレナは前にも増して尊敬するようになっていた。




「ねぇねぇエレナしゃまー。なんで最近、ダイキしゃまとしゃべんないですにー？」

　夕食を終えて、片づけの済んだテーブルの上で、ユワワがつまらなそうにエレナに話しかける。

「うん。ちょっとなんか……ね」

　大樹は明日の裁判の打ち合わせがあるとかで、すっかり陽も落ちているというのにランタンを持って出かけてしまった。

　神殿はエレナとユワワの二人っきりである。

「ちょっとってなんですにー？」

「ダイキさんは本当に素敵な人だよ。頭がよくって勇ましくって、それにいつでも一生懸命──」

　エレナは椅子に座ったまま、テーブルに突っ伏した。

　額がこつんと音を立てる。

「でもわたしとはちょっとだけ考え方が違ったみたい。すごく仲良くなれそうだなぁ、なんて思ったんだけど」

「ユワワは仲良しですに。ダイキしゃま、大しゅきー♪」

「そりゃぁ、わたしだって好きだよー。だけどねぇ……」

　エレナはテーブルに倒れ込んだまま、ふぅと溜ため息をつく。

　そんな彼女の髪の毛を伝って、ユワワが頭に登ってきた。

（わたしはお母さんを助けたいから……。ダイキさんのやり方だと、起訴された亜人を救うことはできても、すでに牢ろう獄ごくにいるお母さんを助けることはできない……）

　人間であるのに亜人のために戦ってくれる大樹のことを心から尊敬するし、行動力がある彼のことを憧あこがれもする。

　しかしだからこそ、彼と一緒に戦いたかったという気持ちから逃れられない。

「やーっ！　やーっ！」

　ユワワは髪の毛を摑つかんでぶら下がっている。

　エレナの頭を蹴って反動をつけては、クラッカーボールのように跳ね回っていた。

「駄目だよ、ユワワー」

「エレナしゃまの髪の毛は長いから、楽しいですにー！　やーっ！」

「ユワワ、駄目だよー」

　エレナは無邪気な妖精少女に頭をもてあそばれ続ける。

　机に突っ伏したまま、身を任せていると、玄関のドアを慌ただしくノックする音が響いた。

「こんな時間に誰かな？」

　エレナはユワワを頭にぶら下げたまま玄関に向かう。

　ドアの向こうにいたのは、亜人党アッゲルの構成員の男性だった。

「エレナさま、急いでお集まり願います」

　男は周囲に誰もいないことを確認してから、小声で耳打ちをした。

「我らの情報が……検察に漏れました」




　エレナはユワワを神殿に残し、壁外にある地下アジトに向かう。

　縄ばしごを降りると、ワーラビットのリコッテをはじめとする五十余名の構成員はすでに集結していた。

「リコッテちゃん……どういうことですか？」

「全員集まったことだし、もう一度状況を説明するね」

　リコッテのウサギ耳が、つららのようにピンと立ち上がっている。

　怪しい音は少しも聞き逃さない。

　そんなピリピリとした緊迫感がアジトには漂っていた。

「今日の夕方、あたしが働いてるお店に二人組の検察官が来たの。そいつらが、『亜人のパルチザンのアジトがついに見つかった』って言ってたんだ。その後の会話を聞いていても、ここに間違いなかったよ」

「どうして見つかったのでしょうか」

　亜人党アッゲルのアジトは、人間の訪れない壁外にある。

　しかも慎重を期して、スラムの中でも特にへんぴな場所の地下に作ってあった。

　さらに念には念を入れて、集会は空が真っ暗になる新月の晩に行っている。

　それが人間たちにバレるなど、考えにくいことだ。

　構成員の一人がぽつりとつぶやいた。

「考えられるのは……内通者だな」

　五十余名の視線が、静かにエレナに集まった。

　彼らの言わんとすることが何か──それは容易に理解できる。

　大樹を疑っているのだ。

「違いますっ……！　ダイキさんはそんな方ではありません！」

「ではなぜ？」

　別の構成員が口を開く。

「初代亜人党アッゲルが壊滅してから、六年。同じ轍てつを踏まないように、俺たちは慎重に行動してきた。リコッテをリーダーにしたのもそのためだ。希少種のワーラビットが諜ちょう報ほう潜伏の要かなめとなれば、間違いがないからな」

「ダイキさんはわたしたちを売ったりしません！」

「あいつをここに連れてきたのは、やはり間違いだった」

「違います……ダイキさんはやましいことなどしていませんっ！」

　エレナはつい声が大きくなってしまった。

　ドラゴニュートのザグトーバが口の前に人指し指を立てる。

　彼は何も言わずにエレナの顔を見てから、おもむろに口を開いた。

「我われも、エレナさまと同じく思料する」

　構成員の中でもっとも高齢な竜人の言葉は、重い。

「あの男は強く、そして正しき魂を持っている。たとえ鞭むちで打たれようが、肌を刃やいばで切り刻まれようが、我らを裏切ったりはせぬ。我はそう断言する」

　ザグトーバは姿こそ恐ろしいが元は学者であり、誰よりも思慮深い。

　彼がエレナに同意したことにより、それ以上彼女を責める者はいなくなった。

「犯人探しはそのうちやるとしてさ──」

　リコッテがリーダーらしく、その場を仕切る。

「とりあえずこれからどうするかをみんなで考えようよ」

　このままでは六年前の繰り返しである。

　初代亜人党アッゲルと同じようにクーデターは失敗し、警察や検察に全員捕らえられてしまう。

　そして革命の芽は摘まれ、ずっと今のこの虐げられた毎日が続くことになるだろう。

「検察はいつ踏み込むつもりなんだ？」

　構成員の男性の質問に、リコッテは首を横に振る。

「そこまではわかんない。でも近いうちに大規模な捜索があるみたい」

　しんと静まり返る地下室の中で、かがり火だけがパチパチと音を立てる。

「アジトを潰つぶして、いったん解党するか？」

　誰かの意見に、また別の誰かが返す。

「バラバラになったとしても、構成員のメンツがバレていたら一巻の終わりだ」

　他の者がそれに続く。

「ましてやエレナさまが捕まってしまえば、計画そのものが頓とん挫ざするしな」

　裁判所の合い鍵かぎはエレナが持っている。そして裁判所の地下にあるシステムルームへの行き方を知っているのも彼女だけだ。

「だったら──」

　エレナはメンバーの顔を見渡した。

　その姿こそ様々だが、彼らの体温が静かに上昇していっていることがはっきりと感じられる。

（みんなきっと同じことを考えてる。後は誰かが口火を切ってくれるのを待っているだけ──）

　かがり火が大きな音を立ててバチンと爆はぜる。薪まきに含まれていた空気が弾けたのだろう。

　凍りついたように固まっていた全員が、ふっと顔を上げた。

　それに合わせて、ザグトーバがつぶやく。

「今晩なすべき」

　地下室の空気がざわめいた。

　かがり火の炎が激しく揺れ、壁に映る五十余名の影が大きく形を変えた。

「捜索の手はいつ伸びるかわからぬ。不ふ日じつ……いや、明日やもしれぬ。いつまでも話し合いをする時間は非あらず。のみならず、幸いにして今宵は月が雲に隠れている」

　今こそが、決行の好機だということだ。

　エレナの喉のどがからからに乾いていく。

「今晩……今からやるんですね!?」

「我はそう思料する」

　ザグトーバは口を閉じ、視線をリコッテに送る。

　後はリーダーの判断に任せるということだろう。

　リコッテは構成員の顔を一人ずつ確認し、全員の瞳に強い力がこもっているのを確認すると、大きく深呼吸をした。

「……行こう。あたしたちの人生を取り戻すために！」












第三話　エレナ・その弐　決行の夜




　亜人党アッゲルのメンバーは最後の打ち合わせをして、深夜になってからアジトを抜け出し、それぞれの持ち場へと移動した。

　クーデターの計画はすでに綿密に組んである。

　まずはエレナが裏口から裁判所に侵入し、地下のシステムルームに潜り込む。そして首都の最高裁サーバーとコンディメンデウス地裁をネットワークでつなぐ魔ま道どう杖じょうを破壊する。

　裁判所のシステムがダウンした音をリコッテが確認したら、それを合図にザグトーバらが裁判所に踏み込んで一気に占拠する。

　そういう計画だ。

　本来ならば、大だい樹きに協力してもらって、法システムの情報を入手したかったところだったが、今更そんなことを言っても仕方がない。

（これはわたしたちの問題──。別世界から一方的に呼びつけてしまったダイキさんを巻き込もうと思ったこと自体が間違いだったんだよね）

　エレナは除霊の際に使う大剣を背負い、裁判所に向かった。




　空はぶ厚い雲に覆われているため、街は完全に闇に支配されていた。

　だがエレナは今日のこの日に備えて何十回も何百回も裁判所の裏口へのルートを確認していたため、迷うことはない。

　音も立てずに、深夜のコンディメンデウスの街を風のように進んでいく。

（わたしが成功しなきゃ、クーデターは始まらない。慎重に、慎重に……）

　やがて裁判所の裏口に辿たどり着いたエレナは、懐から合い鍵かぎを取り出した。

　鍵穴に油を流し込み、音を立てないようにしてから、そっと鍵を差し込む。

　息を止めてゆっくりと鍵を回すと、カチリと小さな音がして錠が開いた。

「ふぅぅぅっ……」

　エレナは静かに息を吐く。

　ドアの蝶ちょう番つがいに油を流し込んでから、少女はゆっくりと深夜の裁判所に入っていった。




（えっと、確か……）

　エレナは幼い頃、母に連れられて何度も裁判所の裏口に入ったことがあるし、地下に行ったこともある。うろ覚えの記憶を辿りながら通路を進んでいく。

（このあたりに階段が……）

　しゃがみ込んで、床の大理石に手を触れると、通路の端が途切れているのがわかった。そっと手を下ろすと下に階段が続いている。

（……ここで間違いなかった）

　エレナは足音に注意しながら、螺ら旋せん階段を降りていく。

（階段の一番下には確か扉が……）

　階段を降りきったエレナは手を伸ばす。

　すると記憶通り、そこには硬い石の扉があった。この先はシステムルームである。ここまでは来たことはあるが、中に入ったことはない。

　エレナは慎重に扉を押した。




「う……」

　一辺が十メートルほどの正方形の部屋は、ぼんやりとした緑色の光で溢あふれていた。

「この光は？」

　床や壁、それに天井までエメラルド色に発光しており、部屋全体を緑色に染め上げている。まるでエメラルド色の水で満たされた水槽の中にいるようだ。

　目を凝らしてよく見ると、あちこちからスライムが染みだしているのを確認できる。

（セキュリティのスライムね。きっと魔道杖を持ち出そうとすると、侵入者に襲いかかるようになってるんだ）

　部屋の中心には、直径二メートルほどの魔方陣があった。

　その中央には、先端に大きな水晶のついた杖つえが起立している。

（あれが最高裁とのネットワークをつないでる魔道杖……）

　エレナは背中に担いでいた大剣をすらりと抜いた。

（一気に魔方陣に駆け寄って、スライムに取り押さえられる前に一瞬で叩たたき壊さないと……杖を壊しさえすれば、システムはダウンしてスライムはただの液体に戻る……）

　裁判所のシステムが落ちた際の特殊音は、ワーラビットのリコッテが必ず聞きつける。

　後は仲間たちが庁舎を制圧するのを大人しく待つだけだ。

　エレナは華きゃ奢しゃな腕で重たい鋼の固まりを担ぎ上げる。そして魔方陣に向かって素早く駆け込み、魔道杖の先端についた水晶を一息に叩き割った。

　ガチャンッ──。

　鋼鉄の剣を叩き落された水晶は、粉々に砕け散った。

　だがその破壊音は妙に安っぽい。まるでガラス玉が割れたようだ。

「これで……いいの？」

　違和感がある。

「とにかく……ここを出なきゃ」

　エレナは足を一歩後ろに引く。その瞬間のことだった。

「キャァァァッ！」

　少女の細い足首に冷たい粘液が絡みついた。

　バランスを崩して転びそうになった身体に、ゼリーのように柔らかく、ゴムのように弾力のある物体が次々とまとわりついていく。

「これはっ……!!」

　エレナは目を疑った。

　彼女の両手両足、それに胴体に、緑色に輝くスライムが絡みついているのだ。

「放してっ!!」

　エレナは剣を取り落としてしまう。重たい鋼は床から染みだすスライムの上に落ち、ずぶずぶと埋まっていく。

　ものの数秒のうちに、エルフの少女は下等生命体によって完全に拘束されてしまったのだ。

「どうして……魔道杖を破壊して、システムを落としたはずなのに……！」

「教えてやろうか」

　部屋の奥から、人を馬鹿にしたような声が響く。

「それは君が壊したものは真っ赤な偽物だからだよ、エレナ嬢」

　部屋の奥から一人の男が現れる。

　ぼんやりとエメラルド色の光で照らされたその男の姿は、エレナもよく知っている人物だった。

　黒い外がい套とうに、肩で切り揃そろえた銀色の髪。不自然なまでに整った鼻び梁りょう。そして他人を見下すような瞳──。

「あなたは……キケロさんっ！」

　エルフの検察官キケロがいやらしい瞳でエレナに近づいてくる。

　その隣には褐色の肌をした美女がいた。彼女は検察事務官のダークエルフ、シリヨーズだ。

「クーデターを決行するなら今夜しかない……そんな風に思ったのかな？　エルフの巫み女こさま」

　キケロは悠々と近づいてくる。

「君たちが良からぬことを企んでいる情報はとっくに摑つかんでいた。もちろん酒場のワーラビットが首謀者であることもね……」

「そんな……！」

「だから私は、部下に酒場で内緒話をさせたのだ。そしたら案の定、焦った君たちは計画を実行したというわけだ。すべて私の予定通り……。もちろんこの魔道杖も、ガラクタの偽物だ」

　叩き割られた杖つえを、キケロは無造作に蹴り飛ばした。

「うぅっ！」

　犯罪を誘発する状況を作り出し、まんまと罠わなに嵌はまった亜人を現行犯逮捕するのはキケロの常じょう套とう手段だ。そのことに気が回らなかったのは痛恨のミスである。

「どうしてわたしたちの情報が漏れたんですかっ！」

　勝者の余裕と言わんばかりにキケロは答える。

「亜人党アッゲルが復活しているとの噂うわさは以前からあったのだ。しかし君たちは慎重だ。尻尾しっぽの先すら摑ませてくれない。そこでメンバーじゃない者を利用して情報を入手することにしたのだよ」

（メンバーじゃない者……!?）

　エレナの顔から一瞬で血の気が引いた。

（まさか……ダイキさん……!?）

　少女の表情の変化に気がついたキケロは、いやらしい笑みを浮かべる。

「情報の管理は慎重に行った方がよかったな」

　そんなこと嫌味な検察官に言われるまでもない。五十余名のメンバー全員は、他の亜人に対してもクーデターの情報は漏らさず、用心を重ねてきた。

（もしも迂う闊かつなことをしたとすれば……）

　認めたくなかったが、それはやはり、一つしか思いつかなかった。

「さぁ、エレナ嬢。残念だったが、君たち亜人党アッゲルのクーデターは失敗だ」

　キケロは動けないエレナを上から見下ろす。

「表で待機しているお仲間に、お伝えした方がいいんじゃないかな？　早く壁外に逃げろと」

「わたしに仲間なんていません！　これは一人でやったことです！　亜人党アッゲルは構成員も一人、首謀者もわたし一人です！」

「はははははっ！　さすがはエルフの巫女さまだ。自己を犠牲にしても友を守る……清らかな心をお持ちじゃないか。だがな──」

　キケロはエレナの金髪をいやらしく撫なでつけた。

「他の構成員など、私にはどうだっていいのだ。私が必要なのはエレナ嬢……君だけだ」

　男の整った顔が不自然なまでに歪ゆがむ。

「パルチザンの情報を探ったのも、すべては君を罠に嵌めるため……。君に無期刑を科すことができれば私は首都に栄転し、晴れて本部長になれる──。法務大臣自らが、この私にそう約束してくださったのだ」

「自分の出世のためにわたしを利用するつもりですかっ!?」

　エレナの罵ば声せいに少しもたじろぐことなく、キケロは悠々と返事をする。

「その通りだ。私にとってはパルチザンなどどうだっていいことだ。これからも自由に活動を続けてくれてかまわない。私がこの街を去った後、好きに革命ごっこでもしていればいい」

　キケロが手錠を取り出すと、エレナの身体からスライムがずるずると剝はがれていく。

　エルフの少女は何の抵抗もできずに捕縛されてしまった。

「さて、明日はさっそく裁判だ。不老不死の君が未来永えい劫ごう、牢ろう獄ごくで暮らすことになる記念すべき初日となる」

「わたしは牢獄には入りません……！　だって──」

　そこまで言ったところでエレナの口が止まる。

「だって──どうしたというのだ？」

　エレナは自分に言い聞かせるように、力強く言い放った。

「だって……ダイキさんが必ず助けてくださいますから！」

　少女の言葉に、キケロはふんと鼻を鳴らす。

「面白い。私にとっても明日がこの街での最後の裁判となる。あの男との決着をつけるいい機会だ。実に楽しみじゃないか」

「ダイキさんはあなたなんかには絶対に負けませんっ！　絶対に！」

「期待しているよ。明日は裁判が始まる前に拘置所に彼が接見に来るだろう。そこで最後の会話を楽しむといい」








第四話　負けられない戦い






　翌日──。

　エレナが拘留されたことを知った大だい樹きは、朝一番に拘置所に駆けつけた。

　弁護人が被疑者に会う権利は、法律上認められているからだ。

　拘置所は検察庁に併設されており、いくつもある檻おりの一番奥にエレナはいた。

　鉄格子で仕切られた部屋は、ろくに掃除もされていないようで、薄汚れていてカビ臭い。そんな場所で美しきエルフの少女は後ろ手に手錠をかけられ、汚れた石の床に転がされていた。

　大樹が鉄格子越しに声をかけると、エレナは一瞬だけ安あん堵どの表情を浮かべた後、くしゃりと顔を歪ゆがめて大粒の涙を流した。

「ダイキさん……」

「久しぶりの会話がこんな形になっちゃったね」

「ごめんなさい……」

「泣くこたないよ。気まずくなっちゃったのは俺のせいでもあるし」

「違うんです……」

　少女は何度もしゃくり上げる。

「わたし、不安だったんです。ひょっとしてダイキさんが来てくれないんじゃないかって。昨日の夜はずっとずっと不安で……」

　昨晩は眠れなかったのだろう。

　普段は陶器のようにつるりとした肌が荒れている。

　目の下にも紫色のくまができていた。

「何言ってんだよ。来ないわけないだろ」

「ですよねっ……ダイキさんは──世界で唯一の弁護士バリスターは、わたしたちの味方ですもんね……!!」

　美しい顔を歪めて、エレナは泣きじゃくる。

　抱きしめて安心させてやりたいが、冷たい格子が二人を遮っていた。それに大樹はそんなことをするためにここに来たのではない。

「泣いてないでとっとと事情を説明する！　勝てる裁判も勝てなくなっちゃうよ」

「はい……」

　エレナは懸命に涙をこらえながら、昨晩の出来事を説明した。

「なるほど……キケロの計画は、エレナちゃんを無期刑にすることだったんだ」

　だが、大樹にはどうもひっかかる点があった。

（今回起訴されたのはエレナちゃんだけだ。他の亜人党アッゲルのメンバーは逮捕すらされてない……。なぜだ？）

　内乱罪とは、多数の者が結集して統治機構を破壊した場合に適用される犯罪である。つまりたった一人で暴れたところでそれは内乱罪とは認められない。エレナに本罪を科そうとするのであれば、せめて数人は逮捕起訴する必要があるのだ。

（今の状態でキケロがエレナちゃんを内乱罪で起訴したって、内乱罪で有罪にすることは難しい。──いや、俺だったら無罪にすることができる。そのくらいは奴だってわかっているはず……。だったら別の罪で起訴するつもりか？）

　彼女の犯行は偽物の魔ま道どう杖じょうを破壊したことだ。

（それだとせいぜい器物損壊罪だな……）

　器物損壊罪は最大でも三年の懲役だ。無期刑にはほど遠い。

（……わからないな）

　キケロの意図は図りかねるものがあった。

　この世界の裁判手続きは日本とまったく同じというわけではない。

　司法試験に受かっているはずもないスライムが裁判官をしていること然しかり、罰金刑の単位が『円』ではなく『ゴルド』であること然りだ。

　公訴提起に関しても異なる点がある。

　被疑者がいかなる罪で起訴されたのかは、裁判が始まるまでわからないのだ。被疑者・被告人に極めて不利な条件だが、大樹にはそれをどうすることもできない以上、決められたルールの中で戦うしかない。

　キケロが一体どんな手を使ってくるのか皆目見当がつかないが、あらゆる事態を想定して準備するのが大樹の役目である。

「ダイキさん……わたし恐いです……」

　硬い石の上に転がされたまま、エレナは嗚咽おえつする。

　手錠をかけられたままの彼女は流れる涙を拭くことができず、格子のこちら側にいる大樹にはぬぐってやることができない。

　エルフの少女の目から溢あふれる美しい滴は、薄汚い床に流れて泥と混じっていった。

「大丈夫だよ。必ず無罪を勝ち取ってみせるから」

「ダイキさん……」

「そして悪いのは法律じゃなくて、それを悪用している人間なんだってことを証明してみせるよ。『法律のない国家』を作るなんて、君が二度と思わないようにね。法は人間にも亜人にも味方もしない。正しい者に味方するんだ」

　本当ならいつまでもここにいて彼女を力づけてやりたいが、接見終了の時間である。

「必ず君を助けてみせる。そしたら……そうだな、リコッテの店で一番高い肉をご馳ち走そうしてもらうか！」




　それから二時間が過ぎ──。

　大樹は、バッジ代わりにミニヒマワリの花弁を胸に挿し、法廷に立っていた。

　人間に仇あだなす弁護士バリスターと、奇跡セルラを駆使する検察官の三度目の対戦。

　そして最後の対決──。

　傍聴席は立ち見客が出るほどの超満員である。

　だが今回の傍聴席は、普段とは大きく異なる点があった。

　最前列付近の席が、亜人で埋めつくされているのだ。

　ワーラビットのリコッテ。

　ドラゴニュートの父子、ザグトーバとアレン。

　その他にも亜人党アッゲルのメンバーたちがいる。彼らは人間たちの白い目線を浴びながらも胸を張り、堂々と着席していた。

「負けるわけにはいかないな」

　大樹は弁護人席で強く誓う。

　今回は大樹の隣にエレナはいないが、それは当たり前だ。彼女は被告人として出廷するのだから。

　しかし手錠をかけられたまま法廷に立たされる被告人の不安を、少しでも和らげるのも弁護人の務めだ。

　そこで大樹は助っ人を一人、弁護人席に連れてきていた。

　その者は弁護人席の机の上で、短い両腕を振り上げる。

「ユワワ、がんばるですにー！」

「そうだな。がんばろうな」

「はいですにー!!　むぐーっ、ふぐーっ!!」

　背中に毛糸玉を担いだ小さな少女が、鼻から息を噴き出している。

　弁護のサポートとしては役には立たないユワワだが、いてくれるだけで心強いのは大樹だって同じである。

　ユワワは鼻をふんはふんはと鳴らして検察官席を睨にらみ付けている。つい先日、証言台に立たされただけに、怒りは人一倍なのだろう。

　彼女の視線の先には、もちろん例の男がいた。

　銀髪のエルフ、狡こう猾かつな検察官──キケロである。

「奴がどう出てくるかわからないけど、必ず隙すきを見つけてやる……！」

　やがて法廷の奥の扉が開いた。

　傍聴席が一斉にざわつく。

　扉から現れたのは警備員に連れられたエレナである。

　木枠の手錠をつけられた彼女はぐったりとうつむいていた。孤独と恐怖のために衰弱しきっているようだ。

「エレナしゃまーっ!!」

　弁護人席から飛び出しそうになるユワワを大樹が押さえつける。

「落ち着けって。法廷で暴れたら、スライムに捕まっちまうぞ」

　傍聴席の亜人たちがエルフの巫み女この名前を叫ぶ。

　大樹やユワワ、それにたくさんの仲間たちの顔を見つけたエレナは、ほっとしたように笑みを浮かべた。

「ユワワ。おまえの仕事はここでしっかりエレナを見守ることだ。できるな？」

「はいですに！　ユワワ、がんばるですにーっ！」

　傍聴席の大部分を占める人間は、エルフの巫女が本当に起訴されたという事実に驚いたようだったが、しばらくするといつもの様子に戻った。

　巫女というエレナの肩書は、神判制度のなくなった現在においては形ばかりのものだ。街の人々は、名ばかりの巫女を心から敬ってはいなかったのだろう。

　それに彼らの関心はむしろ、生意気な弁護士バリスターが完膚なきまでに叩たたきのめされることにあるようだ。

「心底ゲスな連中だぜ……」

　やがて裁判官席の天井から緑色の粘液が垂れ落ちてきた。裁判官の登場である。

（エレナちゃん……その手錠、すぐに外してやるからな）

　いざ、開廷である。




　裁判手続きは人定質問という、被告人の身元確認の手続きから始まる。

　被告人がエレナ本人であることが確認されると、続いては検察官による起訴状朗読である。

「よく聞いておけよ、ユワワ。ここでエレナちゃんがどんな罪名で起訴されたかがわかる」

「はいですにー！」

　キケロが書類を片手に立ち上がる。

　傍聴人が静まるのを見計らってから、男は起訴状を朗々と読み始めた。

「被告人は昨晩未明、当コンディメンデウス地方裁判所に裏口の鍵かぎを開け、地下のシステムルームに侵入し──」

　キケロは大樹の顔をちらりと一いち瞥べつした後、傍聴席の一番奥まで届くはっきりとした声で、続きを読み上げる。

「──システムルームにいた警備員一名を殺害したっ!!」

　そして続けて、

「罪名及び罰条、殺人っ!!　刑法第１９９条っ!!」

　と宣言した。

「馬鹿なっ!!」

　大樹の声は傍聴席から押し寄せる声の波にかき消される。

（接見の時にエレナが言っていたことと、全然違うじゃないかっ!!）

　机の上にいたユワワが大樹の袖そでを引いてくる。

「ダイキしゃまー、『さつじん』ってなんですにー？」

　大樹は力強く答えた。

「エレナちゃんが絶対にやらないことだ！」

　殺人罪の法定刑は死刑または無期もしくは五年以上の懲役である。つまり殺人罪であれば、エレナに無期刑を科すことができる。

（庭の香草についた虫すらも殺さない彼女が殺人なんか犯すはずがないっ！）

　つまり、結論は一つだ。

（キケロの奴──事実を捏ねつ造ぞうするつもりかっ!?）

　証拠集めに手間のかかる内乱罪で起訴するよりも、キケロは確実かつ安易な方法をとったのだ。

　昨晩の事件は密室での出来事だ。

　いかようにでも証拠を捏造することはできる。

「キケロ……よーくわかったぜ！　おまえは組織に吞のみ込まれて心を失い、平気で冤えん罪ざいを作り出すようになったゴミ中のゴミだ！」

　この世界に召喚される前、大樹は組織の暴走を止めることができなかった。

　それは法の番人たる検察官として、罪といってもいい。

　そしてその罪は法廷ではなく、被告人の妻によって裁かれた。裁判所庁舎から出たところで、包丁で一突きにされたのだ。

（本当だったら俺はあそこで死ぬべきだったのかもしれない。でも今ここでのうのうと生きている。時間と空間と摂理を異にするこの世界で……！）

　あの世に引きずられつつあった七なな階かい堂どう大樹の魂は、エレナによって異世界に呼び寄せられた。

　罪を償うことなく、二度目の人生をスタートさせたのだ。

（だったらせめて……この世界で俺は償わなければならないっ！　キケロの暴走を止めて、エレナちゃんを助けなければ……俺は生きる価値もないゴミ以下の存在だ！）

　証言台にいるエレナの顔が真っ青に染まっている。

　大樹は彼女に声を飛ばした。

「エレナちゃんっ！」

　少女の視線が泳いでいる。

　大樹がもう一度名前を呼ぶと、彼女はようやくこちらを見た。

「大丈夫！　俺はわかってるから！　それにみんなも！」

　大樹は傍聴席の最前列を指さす。

　そこには少しの疑いもない瞳でエレナを見つめる亜人の仲間たちがいた。

「だから勝って、一緒に帰ろう！」








第五話　作られた証拠






　聖職である巫み女こによる殺人事件──。

　思わぬ罪名の告知に、傍聴席のボルテージは一気に上がっていく。彼らのざわめきは廊下にまで届いているようで、傍聴席には次々と観客が詰め寄せてきた。気づけば席の上の方は、立ち見客でぎゅうぎゅう詰めになっている。

「お聞きしまス」

　上がっていく法廷の温度のことなど意にも介さず、スライムの裁判長はエレナに向かって淡々と質問をする。

「検察官によッて先ほど朗読された公訴事実は、その通り間違いごザいませんか？　それトも何か異議がござイますか？」

「わたし、人殺しなんか絶対にしていませんっ！　そんなの濡ぬれ衣ぎぬですっ！」

　全面否認である。

　エレナの懸命な訴えを受けて、傍聴席はざわめきを増す。

「弁護人はいカがですか？」

　裁判官は無表情のまま、弁護人席に首を向けた。

「異議なんか大ありに決まってんだろう！　俺は被告人の無罪を主張する！　徹底抗戦だ！」

「ユワワも、こうせんですにーっ！」

　頭にミニヒマワリの花弁をつけたユワワも、一いっ端ぱしの弁護人気取りで小さな拳を振り上げる。

「それデはこれより証拠調べ手続きに入りまス」

　裁判長の言葉を受けて、キケロが傍聴席の大観衆に向き直った。

「私の裁判はありがたいことにいつだって満員御礼だ。その理由はもちろんわかっている。普通の娯楽に飽いた紳士淑女の皆様方は、この私の起こす奇跡セルラを見たがっている。……そうだろう？」

　キケロの問いかけに、傍聴人たちは拍手と口笛で返す。

「今日はエルフの巫女さまが裁かれるという、実に珍しい裁判だ。期待もいつも以上だろう。皆様方は今日、こう思ってこの場にいるはずだ。聖なるエルフが罪を犯す現場映像が見たい──とね。そんな期待を裏切ることなど、この私には到底できない」

　キケロは額に指を当て、首を左右に振る。演劇めいた大げさなアクションだ。

「早く見せろ！」「いつまで待たせるんだ！」

　じれた傍聴人たちが野次を飛ばすも、キケロは泰然自若な態度を少しも崩さない。

「傍聴席は立ち見を含めて超満員だ。さすがにこれ以上は入りきれないだろう。この裁判を見るために、結構な長さの列ができたとも聞いている。皆様方には随分と面倒をかけさせてしまった。……そのお詫わびといってはなんだが、今日は素晴らしい証拠映像をお見せしよう！　今までに見たこともない最高のものをな！」

　ホールに歓声が響きわたった。

　押し寄せる音の波動で空気がビリビリと振動する。大理石の柱にヒビが入ってしまいそうだ。

「うるさいですにーっ！」

　ユワワが手のひらで耳を塞ふさぐ。

「キケロの野郎、傍聴人を煽あおってやがる。盛り上げるだけ盛り上げて、名声を手に入れようとしてるんだな。エレナの人生を出世の道具にしやがって……最低な野郎だぜ」

　どんな映像を見せるつもりなのかはわからないが、『過去の事実を映し出す聖遺石レリクス』はキケロにとって必勝の武器である。検察官にとってこれほど役に立つアイテムはない。

　いやむしろ、この聖遺石レリクスを持っているからこそ、彼は検察官という職業を選んだのだろう。

　国家権力を行使できる上、奇跡セルラも起こせるエルフの検察官が敵──。

　あまりに分が悪いが、それでも戦うしかない。大だい樹きはユワワの頭にぽんと手を置いた。

「これから証拠映像の再生が始まる。しっかり見ておくんだぞ」

　キケロは傍聴人の声援を一身に浴びながら、大仰なしぐさで胸のスカーフに取り付けた聖遺石レリクスを握り締める。

　そして声が収まるのを待ってから、悠々と片手を前に伸ばした。

「テスティモニウム・クレアーレ・アルキナーティオ・プルーマ……現れよ、犯行の記録。真実をここに映し出せ！」

　ヴゥゥゥン──。

　中古のブラウン管テレビの電源を入れたような乾いた音が法廷に響く。キケロが奇跡セルラを発動させたのだ。

　検察官席の前の空間が、溶けた飴あめ細工のようにゆっくりと歪ゆがむ。

　やがてそこにはうっすらと緑色に輝く立体映像が現れた。

「これが裁判所の地下にあるっていうシステムルームか……」

　大樹は目を凝らす。

　映し出された部屋は、壁や床からスライムが染みだしている。そのため、蓄光塗料を塗ったように大理石がエメラルド色に鮮やいていた。












「ここが事件現場ってわけだな」

　映像は木製の扉を大きく映しているため、部屋全体の様子はわからないが、ここで事件が始まることは間違いない。

　やがて音もなく扉が開かれた。

　その奥から茶色の外がい套とうをまとった少女の姿が現れる。

　艶つややかな金髪が、エメラルドの光に照らされて輝いていた。髪からは尖とがった耳が伸びている。

　エレナだ。

　傍聴席が「おぉ……」とどよめいた。

　映像の中の少女は背中に担いでいる大剣をすらりと抜く。彼女は画面の外にある何かを睨にらみ付けていた。

（あの剣は、除霊の時に使ったやつだ。エレナちゃんは何を斬きろうとしてるんだ？）

　大樹は目の前で再生される立体映像を注視した。

　エレナは細腕で大剣を担ぎ上げ、画面の外に向かって走り出した。パン移動をするカメラが、エレナを画面の中心に捕らえたまま追いかける。

　少女は地面に描かれた魔方陣に駆け込み、そして一気に剣を振り下ろした。

「ギャァァァァァァッ!!」

　音もなく再生されていた映像から、突然男の悲鳴が流れた。

　声のする方にカメラが動く。

　そこにはエレナに頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割られ、ぴくぴくと痙けい攣れんする一人の男が映っていた。

「そんなっ……！」

　映像を見ていたエレナが立ち上がる。

「私が壊したのは偽物の魔ま道どう杖じょうです！　あんなところに男の人なんかいませんでした！」

　エレナは証言台から飛び出した。

　だがキケロに詰めよろうとした彼女の両足に、スライムが素早くまとわりつく。瞬まばたきをする間に、少女の下半身は緑色のゼリーの中に閉じ込められてしまった。

「ダイキさんっ！　あんなの噓うそです！　わたしは人殺しなんかしていませんっ！」

　スライムに拘束されたエレナが声をあげる中、立体映像は大気に溶けていった。

「見苦しいぞ、エレナ嬢」

　キケロは検察官席の下から一本の大剣を取り出す。

　その銀色の刃には、赤黒く固まった血がべっとりと付着していた。

「裁判長。さきほどの映像に合わせて、犯行に使ったこの剣を証拠として提出いたします。どうぞお納めください」

「違うっ……！　違いますっ！」

　エレナがもがくたびに、彼女の身体はスライムで覆いつくされていく。

「エレナちゃんっ！」

　大樹は叫ぶ。

「わかってる！　キケロがトリックを使ったことくらい俺はわかってるよ！　だから落ち着くんだ！　ここで暴れても不利になるだけだぞ！」

「ダイキさんっ……ダイキさんっ……！」

　やつれて窪くぼんだ少女の瞳から、涙がぼろぼろと溢あふれだす。

　食い千切らんばかりの嚙かみしめられた下唇から、赤い血の筋が顎あごに伝っていった。

「インチキですにー！　インチキにーっ！」

「わかってるよ。わかってるから、おまえも落ち着け。ほれほれ」

　机の上を走り回るユワワを押さえつけ、大樹は彼女の頭をかいてやる。

（ここが日本だったら、剣についた血液のＤＮＡ鑑定を申請するところだけど、そんな科学技術はこの世界には存在しない）

　つまり、羊の血でも剣に塗りたくっておけば証拠など簡単に作り出せてしまう。

（それに問題はあの映像だ。ＣＧで加工してないかどうかを鑑定したいところだが、そもそもＣＧなんてもの自体、ここにはないしな……）

　大樹は以前にキケロの裁判を傍聴したときのことを思い出していた。

　あのときも、今回と同じだった。

　キケロが証拠として立体映像を流し、被告人の亜人が必死の形相でそれを否定する──。

「……偽造映像か」

　もはや疑う余地はなかった。

（この世界では、魔法めいた超常の力はエルフしか使えない。しかもそれも所持している聖遺石レリクスに制限される）

　よくあるＲＰＧゲームのように、鍛練すれば誰もが魔法を使えるわけではない。奇跡セルラは聖遺石レリクスの持ち主のみが使えるオリジナルなものなのだ。

（つまり……聖遺石レリクスの本当の力を知っているのは持ち主だけだってことだ）

　大樹はキケロの胸元に視線を送る。そこにはラピスラズリのような藍あい色の光を放つ宝石が輝いていた。

　その正体を──本当の能力を探る必要がある。

「さぁ、弁護士バリスターダイキよ。何か異議はあるか？　なければこれで判決だ。なんせ決定的な証拠が揃そろっているのだからな」

　傍聴人たちがキケロの名を次々に叫んだ。久しぶりに登場した証拠映像と、大樹が敗北する瞬間への期待で、数百人のギャラリーは最高潮に盛り上がっている。

「うらぁっ！　おまえら、うるせぇっ！」

　大樹は傍聴席に向かって声をあげた。

「うるせぇっつってんだよぉっ!!」

　額に血管を浮かべて怒鳴り散らすも、観客たちの声は一向に静まる様子はない。

「ってか、だいたいおまえっ！」

　大樹は裁判官席に向かって唾つばを飛ばす。

「裁判長、おまえもおまえだっ！　ボケッとしてないで、ちょっとはこいつらを黙らせろよ！」

　大樹が声を張り上げるも、人の形をしたゼリー生命体は正面を向いたままプリンのようにゆらゆらと揺れているだけだ。

「んだよ。裁判の進行に関係なけりゃまったく反応しないんだな、こいつは。ったく、使えないなぁ……」

　その様子を見ていたキケロは呆あきれたような顔をする。

「下品な……。亜人の弁護を買って出るだけあって、貴様は野蛮な亜人そのものだな。傍聴人の皆様方はこうやって静めるのだよ」

　キケロが右腕をすっと上げると、傍聴席は水を引いたように静かになった。

「さぁ、何か異議があるなら言いたまえ」

「だったら言うぜ！　おまえの聖遺石レリクスに異議ありだ！　大アリだ!!」

　大樹はキケロの胸に人指し指を突きつける。

「おまえはそれのことを『過去の事実を映し出す聖遺石レリクス』なんて言ってるけど……そんなのは噓っぱちだ！　その正体は『偽造映像を創り出す聖遺石レリクス』とか、そんなんだろうっ！」

「何を根拠に？」

　銀髪のエルフの顔には、少しの動揺もない。

「この聖遺石レリクスは過去の事実を映し出すものとして、国に認められている。裁判で使用することになんの問題もない」

「どうせおまえが裁判所に噓の申告をしてるんだろ！」

「その証拠は？　貴様も法律家なら、主張したい事実があるなら証拠を示したまえ。この私のように」

「証拠なんかなくても、胡う散さん臭くささ丸出しじゃないか！　どうなんだ裁判長っ！」

　大樹の問いかけに、ゼリー生命体は抑揚なく答えた。

「弁護人の異議を却下しマす」

「ぐぅっ……！」

　日本の裁判でも、筆跡鑑定や声紋鑑定など、傍はたからみればその信しん憑ぴょう性せいを疑いたくなるようなものもある。だからといって、それを胡散臭いと弁護人が主張したところで、それだけの理由では異議として認められない。

（あの映像がインチキだって立証しなきゃ、俺に勝ち目はないが……。どうする？）

　大樹はエレナから聞いた昨晩の出来事を頭の中で反はん芻すうする。

　彼女は一人で裁判所に向かったため、犯行を見た者はキケロとシリヨーズ以外にはいない。だがこの二人が真実を話すことなど百パーセントありえない。

（となると、この場で立体映像のカラクリを証明するしかない。でもどうやって奇跡セルラを破る……？）

　大樹はこの世界のことをよく知らない。頼りがいはないが、この場でアドバイスをもらえる者は一人しかいなかった。

「なぁ、ユワワ。奇跡セルラを破る方法って知ってるか？」

「キケロしゃんなんかやっつけるですにー！　うにゃーっ！」

「……そうだな」

　ユワワが知っているはずはない。彼女は鼻息荒く、腕を振り回すだけだ。

「エレナしゃまをいじめると、ユワワがいじめてやるですにー！」

「目には目をか。おまえは乱暴だな」

（……待てよ）

　大樹は自分で言った言葉に引っ掛かりを覚えた。

（目には目を、歯には歯を。奇跡セルラに対抗するには──）

　その答えは一つだ。

（……奇跡セルラか？）

　この場には、被告人の立場とはいえエレナがいる。

　彼女の力を借りて、キケロの奇跡セルラを打ち破ることはできないか。

（立体映像のカラクリを暴けるような聖遺石レリクスはないか……？）

　エレナは聖遺石レリクスをいくつか持っていた。

　大樹は記憶を手た繰ぐる。

　まず、大樹をこの世界に召喚した『異界のゲートを開く聖遺石レリクス』。これを使えば異世界の神々の言葉を聞くことができる。しかしそのようなことをしても、この場ではまったく意味がない。

　次に、『言語を相転移させる聖遺石レリクス』。これを使えば、別世界の者の言葉がこの世界でも通じるようになる。これも何の役にも立たない。

　最後に、除霊の時に使った聖遺石レリクス。これを使えば悪霊に取り憑つかれた亜人を元の姿に戻すことができる。

　その名は、『ものの本来の姿を取り戻す聖遺石レリクス』──。

（これを使えば、映像の偽造部分を消せるんじゃないか？）

　エレナの家系は他のエルフに比べて、格別に『マナ』の量が多いと聞いている。彼女なら、キケロの奇跡セルラを打ち破れる可能性がある。

「エレナちゃんっ！」

　スライムに拘束されて身動きのとれない少女に大樹は声をかける。

「除霊の時に使った聖遺石レリクスを出して！」

　しかしエレナは悔しそうに首を振るだけだ。

「あれは……逮捕されたときにキケロさんに取り上げられてしまいました」

「キケロっ！　おまえ何を勝手なことをやってんだ！　すぐに返せよ！」

　キケロは涼しい顔で答える。

「私は検察官だ。逮捕した者の所持品を預かるのは当然だろう」

「じゃぁ、ここに出せ！」

「あれは検察庁舎に置いてある。残念だったな」

「めんどくせぇなぁ！　だったらおまえはもういい！」

　大樹は裁判長に向き直る。

「裁判長、今の聞いてただろうっ！」

　大樹は弾丸のように言葉を飛ばした。

「俺は──弁護人は、休廷を申請するっ!!」

　鋭い声に貫かれた裁判官のゼリー体の表面に、小さな波紋が広がった。

「検察官の提出した証拠に異議を唱えるために、どうしても必要なものが検察庁舎にあるんだ。それを取りに行くまでの時間をくれ！」

　しばしの沈黙の後、裁判長は無感情に答えた。

「そレでは審理を一時間ほど中断いタします。一時休廷──」








第六話　聖遺石レリクスの行方






「ユワワ、行くぞ！」

　大だい樹きは妖精の少女を肩に乗せて、腕時計に視線を送った。

　時間の流れは日本も異世界も同じなので、時計は問題なく機能している。

　現在の時刻は午前十一時十五分だ。休廷時間は今からきっかり一時間──。

　大急ぎで検察庁舎に行って、聖遺石レリクスを受け取って戻ってくるだけなら、三十分もかからない。

「走るからな、振り落とされるなよ！」

　大樹は弁護人席の後ろにある扉に手をかける。

　だがその瞬間、傍聴席から彼の名を呼ぶ声が聞こえた。

「ダイキッ！」

　傍聴席の最前列に座っていた少女が手招きをしていた。

　長い二本の耳が生えた少女、ワーラビットのリコッテである。

　大樹は柵さくを乗り越え、傍聴席に降りた。

「何？　急いでるんだけど」

「ばかっ！　だからこそ頭つかわないと駄目じゃないのよ。キケロの言うことを真に受けて検察庁舎に行って、何もなかったらどうするつもり？」

　彼女の言うことはもっともだ。

　証拠を平気で偽造するような男が、自分を窮地に立たせる聖遺石レリクスの在あり処かを正直に申告するはずがない。

「そうか、頭に血が昇ってたよ、ありがとう。でも……だったらどこにあるんだ？」

「一番大事なものは、自分で持ってるのが一番安心だってこと。検察官の控室に事務官のシリヨーズがいるみたい。あのダークエルフがエレナさまの聖遺石レリクスを持ってるよ」

「そうなんだ。……ってか、なんでそんなことがわかるんだ？」

　リコッテは頭から伸びる二本の長いウサギ耳を指さした。

「聖遺石レリクスはそれぞれ特有の音波を発してるの。控室の方向から、エレナさまのものと、あのダークエルフのものの周波数が聞こえてくるよ」

「そっか……！」

　以前に『飛び跳ねウサギ亭』に行ったとき、エレナの聖遺石レリクスの音を聞きつけたリコッテは、店の外まで出迎えてくれた。大樹はそのことをすっかり失念していたのだ。

「にしてもシリヨーズに守らせてるとはやっかいだな……。素直に渡してくれるはずはないし、あいつは使い魔を操るし」

　以前、ドラゴニュートの少年アレンが、シリヨーズの放つ使い魔によって血ダルマにされてしまった現場を大樹は見ている。もしも力ずくで聖遺石レリクスを奪い取ろうとすれば、あのときの二の舞になることは間違いない。

「このチビちゃんに任せるのはどう？」

　リコッテは大樹の肩の上に乗った小さな少女を指さした。

「この子なら身体も小さいし、気づかれずに部屋に侵入して、持ってくることができるかもよ」

「おおっ！　ナイスアイディア！」

　さすがは亜人を束ねるパルチザンのリーダーだ。様々な能力を持った亜人を適材適所に使う知恵に長たけている。

「よし、ユワワ。エレナちゃんがいつもつけてる紫色の聖遺石レリクスを盗とってくるんだ。できるな？」

「あいっ!!」

　ユワワは大きく口を開けて力強く返事をする。

「静かにやれよ。見つけても絶対に大声とか出すなよ」

「あいっ!!」

「……ホントに静かにやれるか？」

「あいっ!!」

「………………」

　一抹の不安を感じるが、ここは彼女に頼るほかない。

　大樹はリコッテをつれて弁護人控室に向かった。




　弁護人控室は、机と椅子があるだけのシンプルな部屋だ。

　ぬっぺりとした白壁に囲まれており、窓が一つだけある。さすがは裁判所の庁舎だけあって、窓にはちゃんとガラスがついていた。

「この部屋の隣が検察官控室だ」

　大樹が壁を指さすと、リコッテは目をつぶって耳をひこひこ動かした後、壁に張り付いた。

「流れる風の音がするね。隣の部屋も窓が開いてるみたい。窓からチビちゃんを送れそう。隣の部屋には若いスリムな女性が一人いるよ。本を読んでいるみたい」

「シリヨーズか……」

「そうね。間違いない。エレナさまとシリヨーズの聖遺石レリクスの音も聞こえる。キケロがいない今を狙うしかないね」

「よし、ユワワ。ここからはお口にチャックだ。できるな」

「はむっ……むぐっ!!」

　大樹が唇のチャックを閉じる動作をするとユワワもそれを真似る。しじみ貝のように小さな唇がきゅっと固く閉じられた。

「それでいい。キケロの鞄かばんから日記を取り戻したときとおんなじ要領だ。見つからないように慎重にな」

「っ……!!」

　えらいものでユワワは大樹の言いつけをちゃんと守って、口を閉じたまま首を縦に振る。

（これなら大丈夫そうだな）

　大樹はメイド姿の少女を手のひらに乗せたまま、窓際に行く。

「よし……行ってこい」

　ユワワは背中の毛糸玉をしゅるしゅると伸ばし、庁舎の外壁に引っかける。そのまま身体を外にぽーんと投げ出し、ターザンさながらの要領で隣の部屋の窓からいともたやすく侵入してしまった。

「どうだ？」

　壁に耳を張り付けたまま、リコッテは親指を立てる。

「大丈夫。チビちゃんが部屋に入ったの、気づかれてない。ダークエルフの姉さんは読書に夢中みたいよ」

　聖遺石レリクスの正確な位置は、リコッテが教えている。後はユワワ次第だ。

「聖遺石レリクスの音は少しくぐもってるけど、よく聞こえるから、口の開いたトートバッグに入ってるんだと思う……あ、あの子が天井に張り付いたみたいよ。そう、そこからまっすぐに降りて……」

　希少種ワーラビットの聴力は、大樹の想像を遥はるかに超えるもののようだ。風の流れるわずかな音だけで、隣の部屋の様子が手にとるようにわかるらしい。

「そう……そのまま慎重に……チビちゃんがバッグの中に入ったよ。あっ！　聖遺石レリクスが上に向かって移動してる！　あの子、上う手まくやったみたい！」

　リコッテの報告を聞いた大樹は、思わず拳を握り締める。

　普段は遊んでばっかりの彼女だが、身体の小ささを生かした隠密行動は適任のようだ。

「聖遺石レリクスが天井近くまで持ち上がった。後は窓から外に出るだけ……。んっ……？　なんか声が聞こえるよ」

　リコッテは長い耳をひくつかせ、目を閉じたまま、隣の部屋から聞こえる声を口にした。

「えーっと……『お仕事したら、お腹ぺこぺこですにー。いちじくのジャムを食べたいですにー』……」

「あいつ、なんで普通にしゃべってんだよ！」

　リコッテの耳がピンとまっすぐに立ち上がる。

「ダイキ、大変っ！　あの子、見つかっちゃったよ！」

「仕方ない、踏み込むぞ！」

　作戦失敗である。

　こうなれば強攻策に出るしか道はない。

　大樹とリコッテは、弁護人控室から廊下に飛び出した。




「ユワワッ！」

　検察官控室のドアを、大樹は力一杯蹴けり破った。

　蝶ちょう番つがいが外れてドアが吹き飛ぶと、その奥にはスリムなダークエルフの美女シリヨーズがいた。

　首輪の聖遺石レリクスからはコウモリの翼を生やした使い魔が二羽、三羽と飛び出し、天井にぶら下がったユワワに、今にも襲いかかろうとしている。

「聖遺石レリクスを捨てろ、ユワワッ！」

「駄目ですにーっ！　これはエレナしゃまのですにーっ！」

「馬鹿っ！　使い魔は強力な爪を持ってるんだ！　摑つかまれたら、おまえの身体なんかバラバラだぞ！　そうなったら二度とエレナちゃんに会えないぞ！」

「はわぁっ！　お別れはイヤですにーっ！」

　ユワワが胸に抱きかかえていた宝石を投げ捨てると、天井に向かっていた使い魔の群れは一斉に方向転換する。ユワワのことなど見向きもせずに、聖遺石レリクスを宙でキャッチした。

「あなたたち……聖遺石レリクスを奪いに来るとはたいした度胸じゃない」

　褐色の美女が不敵に微笑ほほえむ。

「こんなとき、キケロだったら窃盗未遂罪と建造物侵入罪であなたたちを起訴するんでしょうけど……あたしはまどろっこしいのは好きじゃないの」

　シリヨーズの首輪から、ラバーのような黒い皮膚に覆われた瘦やせぎすの使い魔が何羽も現れる。木の実のように小さな宝石から、中型犬ほどのサイズの魔物がずるずると生まれ出るさまは異様そのものだ。

「ふふふっ、弁護士バリスターダイキさん。法律にお詳しいあなたならご存じでしょう？　『盗犯等防止法』って法律のこと……」

「うっ……！」

　大樹は思わず言葉に詰まる。

　振り返ると、際限なく溢あふれだす使い魔によって入り口は完全に塞ふさがれていた。

　大樹たちは部屋の中に閉じ込められてしまったのだ。

「ね、ねぇダイキ……。シリヨーズの言ってる盗犯なんとか法って何？」

　リコッテは大樹の陰に隠れるように、彼の腕を摑む。

「正当防衛を強化するための法律だよ」

　突然誰かに襲いかかられた場合、やむをえずに反撃をしたとしても、その行為は正当防衛として無罪になる。これは刑法36条で認められた権利だ。

　ただし、正当防衛はそうそう簡単に認められるものではない。たとえ認められる余地がある場合でも『過剰防衛』──すなわちやりすぎだとして有罪になってしまうことが多いのだ。

　その不合理さを解消するために作られたのが、『盗犯等防止法』である。

　そしてこれは、力ずくで聖遺石レリクスを奪い返そうとしている大樹たちにとっては、もっともやっかいな法律だ。

「この法律の１条１項によれば、攻撃をしてきた相手が泥棒の場合、やむをえずにしたと言えない場合でも正当防衛が成立するんだ……」

「ってことはつまり……？」

「正当防衛の名のもとに、シリヨーズは暴れ放題だってわけだ」

「ふふっ、ただしその解説だとちょっとだけ説明が足りないかしら」

　シリヨーズが腕を上げると、部屋を飛び回る二十羽以上の使い魔が、大樹たちに向かって一斉に両足の爪を伸ばした。

「盗犯を防止しようとする場合、犯人を殺しても正当防衛が成立する。１条１項にはそう書いてあるのよっ！　さぁ、かかれっ、あたしの使い魔たちっ!!」

　瘦せぎすの黒い怪物たちは耳まで裂けた口を開き、ガラス板をひっかいたような奇声をあげた。

「リコッテ！」

　大樹はウサギの少女を胸に抱き、身体を縮こまらせる。

　次の瞬間、大樹たちに向かって四方八方から魔物が飛来した。

「うっ……ぐぅぅっ！」

　背中や足、それに首に、五寸釘くぎのように鋭く長い爪が何本も突き立てられる。焼けるような全身の痛みに大樹の視界には火花が走った。

（とにかくリコッテを守んなきゃ！　それにユワワをっ……！）

　法廷では誰にも負けない大樹も、そこから一歩外に出ればただの人間である。魔物相手に立ち向かえるような腕力などは到底持ち合わせていない。

　大樹にできることは、身体を丸めて少女の盾になることだけだ。

「リコッテ……頭を絶対に上げるなっ！」

　魔物の刃が何度となく体をえぐる。

　大樹は正気を保つだけで精一杯で、他には何もできない。

　そのときだった。

「ギィイイィイイィッ！」

　頭ず蓋がい骨こつを内側から殴られたかのような悲鳴が、室内に響きわたる。

　それと同時に大樹を襲う凶刃もぴたりと収まった。

「ギィイイィィッ！　ギィッ、ギィイイィィイイィッ！」

　肉が引き裂かれる音と、骨の砕ける音。それに鉄板をかきむしるような悲鳴とが入り交じり、室内に響きわたる。

　大樹が恐る恐る顔を上げると、そこには鱗うろこに覆われた二メートルを超える大男の姿があった。

「ザグトーバさんっ！」

　ドラゴニュートのザグトーバが、大樹の身体にへばりついた使い魔の身体を両手で摑み、一息に引き裂く。新聞紙でも破るような勢いで、彼は黒い悪魔の身体を次々に千切り捨てていく。

「ダイキよ。ここは我われに任せて、お前は外へ行け」

　ザグトーバが窓の外を指さした。

　空のずっと向こうに、五羽ほどの使い魔が飛び去っていくのが見える。そのうちの一羽の足には紫色に輝く宝石がぶら下がっていた。

「エレナさまの聖遺石レリクスを携え、壁外に逃げるつもりだ。急ぎ、追え」

「すいません、助かりました！」

　竜人ザグトーバの頭の上に、ユワワがぽんと飛び乗る。彼女は無事だったようだ。

　リコッテは恐怖のあまり耳がぺたんこになっているが、その柔らかい肌には傷一つついていない。

　二人の少女の安全を確認すると、歯は嚙がみをするシリヨーズを背に、大樹は部屋から飛び出した。




「くっ……最悪だ！」

　大樹が裁判所庁舎から出ると、使い魔の姿はすでに遥か彼方かなただった。

　すでに城壁を越え、そのずっと向こうを飛んでいる。

「とにかく行かなきゃっ……！」

　走り出そうとしたところで、膝ひざががくりと折れた。服のあちこちが赤く染まっている。

　使い魔の攻撃を受けすぎたのだ。

　立ち上がろうと足に力を入れても、血が噴き出すだけで一向に踏ん張ることができない。

「畜生っ……！　立てっ！　立てっ！」

　歯を食いしばって一歩踏み出したところで、ドサリと音を立てて大樹は前のめりに倒れ込んだ。

　動けば動くだけ身体から熱いものが流れだしていく。四肢のふんばりがまったく利かなかった。

「こんなところで寝てる場合じゃっ……！」

「お兄ちゃんっ！」

　どこかで聞いたことのある声に、大樹は顔を上げる。

「お兄ちゃん、ぼくに捕まって」

　トカゲのように硬い表皮に覆われているが、瞳が大きくてどことなくあどけない顔だちの少年が、地に伏す大樹を見下ろしている。

「おまえは……アレンか」

　父のために盗みを働いた心優しいドラゴニュートの少年アレンが、大樹に肩を貸す。

　まだまだ子供だとはいえ、さすがは竜の一族である。幼い亜人は大樹の身体を軽々と背中に担ぎ上げた。

「ぼくが連れていくから、任せて！」

「すまない……」

　大樹は少年の背中から空を見上げる。使い魔はもはやゴマ粒ほどの大きさになっていた。

（駄目だ……とてもじゃないが追いつかない……！）

　絶望が頭をよぎる。

　しかし諦あきらめるわけにはいかなかった。

「アレン、俺を置いていってくれ。俺を担いでたんじゃ、絶対に追いつけない……！」

　大樹がアレンの背中から降りようとしたそのとき、ガラガラとけたたましい音が近づいてくる。

　車輪の転がる音だ。

（この音は……馬車か？）

　小石を弾丸のように弾き飛ばしながら、二つの車輪が大樹の前に迫ってきた。

「弁護士バリスター殿……エレナさまが窮地だとお聞きいたしました！」

　急ブレーキをかけて、大樹の目の前には一台の小さな荷馬車が停まった。昼前の忙しい時期だというのに、リヤカー型の荷台は空っぽである。

「お乗りくださいっ！」

　馬車を引く男の下半身は茶色い短毛に覆われていて、足先は蹄ひづめになっている。

　そして彼の額には、天を突くような立派な一本の角が生えていた。

「エレナさまから受けたこの御恩、今こそ返すとき！」

　馬車を引いていたのはユニコンヘッドの青年──。

　悪霊に取り憑つかれて巨人化したところをエレナに助けてもらった、馬人エクウスである。

「私の脚ならば、追いつくことができます！　さぁ、二人とも急いで！」

　大樹はアレンに抱えられて荷台に乗り込む。

　それを確認するとエクウスは空に向かって高らかにいなないた後、大気に穴を穿うがつ勢いで疾走していった。




　エクウスは大声でいななきながら、街を駆け抜ける。

　あまりの迫力に、通りを歩く人々は水がひくように道をあけるため、その速度はまったく弱まることはなかった。

　大樹とアレンを乗せた荷馬車は中心街を越え、門をくぐり、壁外に抜け、スラムを通過し、あっという間にコンディメンデウスの街の外に出た。

　青々とした小麦の穂が風に揺れるその横を、馬の亜人は土を蹴散らして駆け抜ける。

　遥か遠くを飛んでいたはずの使い魔がだいぶん近づいていた。黒い翼がゆっくりと風を叩たたいている様子がはっきりと見える。

「すごいスピードとパワーだ。これなら追いつける！」

　アレンに止血をしてもらいながら、大樹は激しく揺れる荷台の上で腕時計を確認した。

　現在の時刻は午前十一時五十七分──。

　裁判の再開は午前十二時十五分からなので、残り二十分弱である。

（エクウスのスタミナ次第だが、なんとか裁判所まで往復できるか？　いずれにしてもギリギリだな……）

　馬車を牽ひく青年の身体から汗が蒸気となって噴き出し、猛烈な速度で後ろに流れていく。

　パンパンに張った大だい腿たい筋きんが、太ももの皮膚を破って飛び出しそうだ。

　前方を飛ぶ使い魔の高度は随分と落ちている。その速度もすでに、かなりのスローなものになっていた。

　シリヨーズのしもべたちは、短距離を猛スピードで飛翔するのは得意だが、長距離移動は苦手らしい。

　大樹との距離は、確実に狭まっていく。

　エクウスはみるみるうちに田園風景を抜け、草原の中を走る一本道の街道に出た。

　五羽の使い魔も、もう少しで手が届きそうな位置にまで近づいていた。

「いいぞ、エクウスッ！　もう少し頑張ってくれ！」

　五羽の使い魔は、聖遺石レリクスを爪にぶら下げた者を先頭にして、Ｖの字編成で逃げる。

「よし、もう少しだ……。エレナちゃんの聖遺石レリクスを返してもらうっ！」

　大樹は荷台に立ち上がる。

　すると、Ｖの字編成の羽の部分を担っていた四羽の使い魔が一斉に反転し、大樹たちに向かって襲いかかってきた。

「うぉぉぉっ……！」

　黒い魔物の鋭い爪が眼前に迫る。大樹はそれをなんとか両手で受け止めた。

「お兄ちゃんっ！」

　アレンは自分に襲いかかってきた使い魔の羽を摑み、一息に引き裂く。

「お兄ちゃん、すぐに助けるからっ！」

「俺はいいっ！」

　駆け寄るアレンを大樹は制した。

「エクウスが危ないっ！」

　走り続ける馬人に二羽の魔物が爪を立てている。

　荷馬車のアームをしっかりと握って走り続ける彼は、何も抵抗できず、悪魔に肉をえぐられていた。

　エクウスのピンチに気がついたアレンはすぐさま彼を襲う二匹の魔物を摑む。長距離の飛行ですでに弱っていた使い魔は、雑ぞう巾きん絞りのように骨を砕かれた。

　大樹とて、疲れ切った使い魔、それもたった一羽だけならなんとかなる。魔物の腕を摑んだまま、瘦せこけた身体を荷台に何度も叩きつけ、その息の根を止めた。

「エクウス、平気かっ!?」

「この程度ならなんともっ！」

　たくましい青年はそう答えるものの、彼の頭はおびただしく流血している。走る速度も格段に落ちていた。目の前まで迫っていた残り一羽の使い魔が、ゆっくりと遠ざかっていく。

「ぼく、ここで降りるから！　お兄ちゃんたち、頑張って！」

　アレンが荷台から飛び下りる。

　わずかだが軽くなった馬車は再び速度を上げた。

「すまないっ！　もう少しなんだ！　頑張ってくれ！」

　大樹の発破に、エクウスは一際高いいななきで返す。

　額の一本角で地面を掘り抜かんばかりに頭を下げ、最後の力を振り絞って馬人は一気に速度を上げた。

「いいぞ、もう少し！」

　黒い羽で風を叩きながら逃げる魔物は目の前にまで迫っていた。

　大樹は荷台の上で飛び上がり、使い魔の脚の爪に引っかかっていた宝石を鷲わし摑づかみにする。

　宙でバランスを崩した魔物は聖遺石レリクスを放して地面に落下し、車輪の下敷きになって息絶えた。




「やった……ついに取り返したっ……！」

　勢い余って地面に転がり落ちた大樹は、手の中で輝く宝石を見つめる。

　神秘的な紫色の輝きは、間違いなくエレナの聖遺石レリクスだ。

「時間は……！」

　大樹は左腕につけた時計に視線を送った。

　短い針はすでに頂点を振り切っている。

　──現在の時刻、十二時十四分。

「あと……あと一分で午後の法廷が……！」

　振り返ると、コンディメンデウスの城壁は遥か後方だった。地面にマッチ箱を置いたようなサイズである。

　すぐそばでは荒い息が聞こえた。

　精も根も尽き果てたエクウスが地面に倒れ込み、流れる汗と血を大地に染み込ませ続けている。

「……せっかく取り返したのに、時間が……！」

　大樹は膝をついた。

　カチッカチッと音を立て、時計の秒針は止とどまることなくリズムを刻む。

「俺がいなくても、弁護人不在のまま審理は進む。そして判決は出る……」

　休んでいる場合ではない。

　血に染まった足で大樹は立ち上がり、何キロも向こうにある街に向かって駆けだした。

「絶対に間に合わせてやるっ……！」

　全身の筋肉を使って大樹は走る。

　破れた血管が引っ張られ、血が噴き上がり、痛みで意識が遠くなった。

（間に合うっ……まだ間に合うっ……！）

　足がもつれて言うことを聞かない。ほんの数メートル走ったところで、大樹は転倒し、地面に頭を打ちつけた。

「うぅっ……！」

　大樹の足は止まっても、時計の針の音は止まってはくれない。

　規則正しく、そして無慈悲に時を刻み続ける。

「まだだっ……走れば間に合うっ……！」

　大樹は声をあげ、己を鼓舞する。

「走れっ！　走れ、七なな階かい堂どう大樹っ……!!」

　震える両腕で大地を摑み、青年は身を起こす。

　そのとき、彼の頭上から、どこかで聞いたことのある親父臭い声が聞こえた。

「おいおい、兄ちゃん。無茶言うんじゃねぇよ！」

（この声は……！）

　地面が突然、真っ黒い影に覆われた。

　劇場のどんちょう幕ほどにも大きい二枚の翼と新幹線一両分はあろうかという蛇のシルエットが、はっきりと大地に映っている。

　大樹は顔を上げた。

「兄ちゃん、とっとと乗れ！　もう時間がねぇぞ！」

　空には真っ赤な鱗に覆われた巨大な飛竜、ワイバーンがいる。

　そしてその背中には、ワイバーン運送を経営するエルフ、酒場で大樹たちに肉料理をおごってくれたウォラーレが乗っていた。

「傍聴に行ったら、休廷中だっつうんでな。ウサギの姉ちゃんに事情を聞いたんだよ。ほれ、早く乗んねぇか！」

　ウォラーレは大樹を迎えに来てくれたのだ。

「ありがとうございます！」

　大樹は地面に垂れる飛竜の長い尻尾しっぽにしがみついた。

「オレァ、せっかちだからな！　振り落とされんじゃねぇぞ！」

　巨大な翼が空を叩く。

　次の瞬間、大地がぐんと遠ざかった。

「行くぞ！」

　ウォラーレの合図とともに飛竜は大気を切り裂き、一直線に空をかける。

　一人の青年を尻尾にぶら下げたワイバーンは、流星の速度でコンディメンデウス地方裁判所に向かって飛んでいった。








第七話　本来の姿






「そレでは審理を再開いたしマす」

　裁判長がそう告げると、待ちわびていた一千の傍聴人が一斉に声をあげた。

　被告人席ではエレナが不安そうな顔をしている。

　検察官席のキケロは余裕の表情を浮かべる。

　だが肝心の弁護人席には、弁護士バリスターの姿はない。机の上に、メイド服姿のお人形のような少女がいるだけだ。

　だが心を持たない裁判長は、ダイキがいないことなど気にも留めない。決められた段取りに従って淡々と審理を始めた。

「弁護人、異議内容を説明してくだサい」

「えっと……えっとえっと……！」

　ユワワは困った顔でおろおろとするだけだ。

「異議がなけレば、判決に移りまス」

「あ、あるですにーっ！　質問ですに！　ハチミツはどうして甘くてとろとろなんですにー!?」

「本件トは関係ありまセん。却下しまス」

　ユワワの苦し紛れの時間稼ぎは、裁判長にはまったく通用しない。

「そ、それじゃぁ、クッキーとビスケットはどう違うのかを教えてほしいですにー!?」

「却下シます。コれ以上の異議がなケれば、判決に移りマす」

「あるですに！　えっと……えっとえっと……！」

　ユワワの大きな瞳が宙を泳ぐ。

　その顔を見つめていた裁判長はやがて視線を落とし、手元にある羊皮紙に手をかざした。

「待てっ！」

　裁判長が判決文を書き上げようとしたその瞬間、傍聴席の最上段から勇ましい声が響きわたる。

　そこには、身体のあちこちを赤黒い血に染めた一人の青年が、雄々しく起立したまま法廷を見下ろしていた。

「異議ありだ、裁判長！」

「ダイキしゃまーっ!!」

　ユワワが机の上で飛び上がる。

「弁護士バリスターめ……まさかっ!?」

　キケロがぎりりと歯は嚙がみをした。

「ダイキさん！　あんな姿になってまでわたしのために……！」

　すでに渇ききっていたはずのエレナの瞳から、涙が一粒こぼれた。

「すぐに降りるから待ってろ！」

　威勢よく啖たん呵かを切った大だい樹きだが、彼の身体はふらついていた。壁にもたれながら傍聴席を降りていると、巨体のザグトーバが駆け寄り、彼を背中に担ぎ上げる。観衆のバッシングを受けながらも、青年は弁護人席になんとか辿たどり着いた。




「待たせて悪かったな、スライムの大先生。午前の法廷で検察官が提出した立体映像をもう一度流してもらいたい。それがこの俺の提出する異議だ」

　裁判長はそれに対して何も意見を言わず、「採用しまス」とだけ告げる。

「それともう一つ。証拠品のエレナの剣を貸してくれないか？　それを一度だけ被告人に振らせることを認めてほし──」

「異議ありっ！」

　大樹の発言に被せて、今までに聞いたことのない大声をキケロがあげた。

「ちょっと待てよ、キケロ。俺はまだ最後まで言って──」

「被告人が法廷で剣を振るうことなど……絶対に認めることはできないっ！　この女は殺人犯だぞ！　何をしでかすかわからないではないか！」

　キケロは明らかに動揺している。

　エレナの聖遺石レリクスを使えば証拠の偽造を見破ることができるという大樹の考えに間違いはなかったようだ。

　二人のやりとりを黙って見守っている裁判長に、大樹はあえて丁寧な口調で意見を述べる。

「被告人は法廷で暴れようってわけじゃない。彼女が剣を振ることこそが弁護側にとってもっとも重要な証拠提出なんだ。もしも彼女がおかしな素振りを見せたら、すぐに拘束してくれて構わない」

「だがそのような証拠提出の方法は──」

「黙ってろ！」

　今度は大樹が声を被かぶせた。

「あとは裁判長が判断することだ！」

　キケロは声を詰まらせる。脂汗がじっとりと垂れ落ち、銀髪が額に張り付いた。

　やがてしばしの沈黙の後、

「弁護人の異議をすべて採用シます。検察官はもう一度、証拠映像を再生してくダさい」

　ゼリー体の男はそう告げる。

　大樹は裁判官席に置いてあった血ち塗まみれの剣を受け取り、手に入れた聖遺石レリクスを柄つかに埋め込んでからエレナに手渡した。

　彼女が柄を固く握り締めると、刀身はみるみるうちにアメジストのような紫色の光を放ち始める。

「いいか、エレナちゃん。俺が合図を出したら、立体映像を剣で思いっきり切り裂くんだ」

「はい……あなたを信じています」

　エレナは小さくうなずいた。

「弁護士バリスターダイキ……。その聖遺石レリクスをどうやって手に入れた」

「さぁな。空に浮かんでたのを、上う手まいことキャッチしたんじゃないのか？」

「おのれっ……！」

　キケロの顔が怒りに歪ゆがむ。

　彼の頰ほおの筋肉がひくつくたびに、不自然なまでに整ったその顔があらぬ角度に強こわ張ばった。

「おまえの起こす奇跡セルラとエレナちゃんの起こす奇跡セルラ……どっちが強力かの勝負だ。全力でやってみろよ、このペテン師野郎！」

　ざわつきっぱなしだった傍聴席がいつの間にか静かになっている。

　人間も亜人も、一言も発することなくこれから法廷で行われようとすることに注視していた。

「いいだろう……もう一度だけ映像を再生する。それが終われば審理は完全に終わり、論告求刑の手続きだ。私は被告人に無期懲役を求刑する！　エレナ嬢には未来永えい劫ごう、暗く狭い牢ろう獄ごくの中で暮らしてもらう！」

　キケロが呪文を唱える。

　検察官席の前には立体映像が現れた。

　ぼんやりと緑色に輝く地下室の風景だ。ただしその画質は午前中に見たときの何倍も鮮明なものだった。

「私の体内にある『マナ』を限界まで振り絞り、最高画質のものを作り出した！　この私の検察官人生においてもっとも完成度の高い証拠映像だ！　さぁ、異議を唱えられるものなら唱えてみろっ！」

　映像の中のエレナは剣を構え、魔方陣に向かって走り出す。彼女が大きく剣を振りかぶった瞬間、大樹は声を発した。

「エレナちゃん、今だ！」

「はいっ……!!」

　証言台のエレナは、身体を大きく回転させ、遠心力に乗じて剣を真横に振り抜いた。刀身からほとばしるパープルの輝きが光の刃やいばとなって大気を斬きり裂き、風を薙なぎ、そして空間を断ち切る。

　少女の放った一撃は鮮明な立体映像に食い込み、映像中の彼女自身の身体を真っ二つに叩たたき斬り、それでもなお勢いの収まらない光のエネルギー流は、宙を走り抜けた。

「ぐぅぅっ……！」

　キケロがうめき声を出す。

　宙を駆け抜ける斬ざん光こうが、彼の顔に突き刺さったのだ。

「キャァァァァッ！」「うぁぁぁぁぁっ！」

　続いて傍聴席からも悲鳴があがる。

　エレナの繰り出した剣撃の余波が、光の粒子となって傍聴席にぶちまけられたためだ。

「被告人の行動は危険行為と判断しマす」

　エレナの足元から緑色の粘液が大量に噴き上がる。

　両手両足を完全にからめ捕られ、エレナは一瞬のうちに拘束されてしまった。

「あ───っ！」

　ユワワが大声をあげる。

「どうした、ユワワッ!?」

　小さな少女は、傍聴席にいる人間の中年男性の頭を指さしている。

　小太りのその男は黒々とした頭を七三に分けているが、エレナの放った光を受けて、頭頂部がみるみる薄くなっていく。かぶっていたカツラが大気に溶けていっているようだ。

「ハゲ散らかしてるですにーっ！」

　その近くにいた人間の若い女性は、くびれていたウェストがみるみるうちにビヤ樽だるのように膨らんでいき、ドレスがはちきれて破れ出す。どうやら服の下に着用していたスタイル強制下着が消滅しているらしい。

「ダイキしゃまー。どうなってるですにー？」

「『ものの本来の姿を取り戻す聖遺石レリクス』の起こす奇跡セルラの影響だ。法廷中の偽りの事実が消え去ってるんだよ」

　ある女性はこってりと塗りたくった厚化粧が剝はがれ、ある男のシークレットブーツの踵かかとが消え、また別の女性はスイカのようなバストが見る影もなく萎しぼんでいく──。

　美しく着飾っていた人間たちの化けの皮が、次々と剝がれていった。

　傍聴席にはパニックが巻き起こる。

「おい、人間ども！　おまえらのブタみたいな本当の姿なんて、どうだっていいんだよ！」

　大樹は再生の続く立体映像を指さした。

「よく見ろっ！　これが昨晩起きた本当の事実……事件の真相だ！」

　エレナに切り裂かれた後も、何事もなかったかのように再生は続いている。

　映像の中のエレナは魔方陣に向かってジャンプし、そして剣を振り下ろした。

　その切っ先が破壊したのは──一本の魔道の杖つえだった。

「見たか！　偽造部分を叩っ切られて現れた、これこそが真実の映像だ！　エレナが壊したのはただの杖！　人殺しなんて検察官が作った完全なでっちあげ……被告人は無罪だ！」

　傍聴席にいる一千人の観衆は、ぽかんと口を開けて映像を見ている。

「キケロ！　おまえは自分の聖遺石レリクスが、虚偽の映像を創り出すものだってことを隠して、証拠を偽造していた。……それは今回に限ったことじゃない！　今までだって何度もだ！　あえて犯罪を誘発するような状況を作り出して、亜人に犯罪を実行させ、証拠映像の一部を偽造して、重い罪を着せる……そうやって亜人を陥れてきたんだろう！」

　キケロは顔を腕で覆ったまま、頭を上げようとしない。

「今までおまえが有罪にしてきた事件を、俺が全部、再審請求してやる！　捕らわれてる亜人は全員解放してやる！　おまえのやってきたペテンをすべてつまびらかにしてやる！　わかったか！　聞いてるなら顔を上げろ、キケロッ！」

「おのれっ……おのれぇっ……！」

　キケロの艶つややかな銀髪がゆっくりと色を失っていく。一本一本輝くようだった頭髪は、白くにごったゴワゴワのものに変じていった。

　エルフの検察官は身体をふらつかせた後、壁に手をつく。

　あらわになった彼のその顔は、さきほどまでとはまったく異なるものだった。

「おのれっ、弁護士バリスターダイキッ……！」

　検察官席に立つ男は、片目が潰つぶれ、肌は醜く焼けただれて赤紫色に染まっている。

　鼻は骨が砕けたままで固定化したようで、釘くぎのようにひん曲がっていた。

「それがおまえの本当の顔か」

　エレナの奇跡セルラの余波はキケロの顔にも命中していた。それにより、彼の顔に施されていた偽りの部分が消滅したのだ。

「なるほど……おまえは自分の顔にも奇跡セルラをかけてたんだな。不自然なまでに美しい造形の顔も、偽造映像のまがい物だったってわけか」

　見たところキケロは生まれつきの醜男ぶおことではなかったようだ。

　おそらくなんらかの事故に巻き込まれ、エルフとしての美しい顔を失ってしまったのだろう。

　だがそんなことはまったく同情に値しない。

　彼は罪なき者を数えきれないほど地獄に叩き落としてきたのだから。

「キケロさんっ！」

　エレナの身体からスライムがゆっくりと剝がれていく。

「ダイキさんが情報を漏らしたなんてことも噓うそなんでしょうっ！」

　キケロは潰れた片目を手で隠しながら、口を開く。

「私が情報を入手したのは弁護士バリスターではない……」

「あたりまえです！　わたしの親しい人には情報を漏らす人なんていません！　本当のことを言ってください！」

　キケロはふらつきながらゆっくりと人指し指を上げる。それが指し示す方向は弁護人席の机の上だった。

「あのブラウニーだ……」

「ユワワ!?」

　それはエレナにとって妹同然の、なにより大切な人物である。

「噓ですっ！　あの子はわたしたちの計画のことなんて何も知りませんっ！」

「もちろん。だが彼女は君のことを誰よりも知っている。いや、彼女にとっての一番の関心事は君の動向だと言ってもいい」

　だから、と前置きしてからキケロは続ける。

「彼女の日記を貸してもらうことにしたのだ。日記の内容は砂糖やお菓子のことばかり……実にくだらないものだったが、毎月一度、新月の晩になると君がどこかに外出することもしっかり書かれていたからな。そこで私はシリヨーズの使い魔に君を尾行させたのだ。まさか壁外の地下に隠し部屋があったとは思いもしなかったがな……」

　ユワワは状況が理解できないようできょとんとしている。そんな彼女の頭を大樹は優しくかいてやった。

（だからキケロはユワワの日記を借りたのか……）

　すべてはエレナを陥れるための用意周到な罠わなだったのだ。それに気づいていればエレナを危険な目に遭わせることもなかったかもしれない。

　大樹は己の未熟さに歯嚙みした。







「それデは判決を言い渡しマす。主文。被告人は無罪──」

　傍聴席の最前列を陣取る亜人たちが一斉に立ち上がり、互いに抱き合って喜びの声をあげる。

　もしもキケロがエレナを器物損壊罪で起訴していたのなら、彼女はもちろん有罪になっていた。

　しかし殺人罪で起訴した以上、判決は無罪だ。これは刑事訴訟法３７８条に規定されている。

　そして刑事訴訟には一いち事じ不ふ再さい理りの原則というものがあり、一度判決が確定した事件について検察官がもう一度訴追することは許されない。

　つまり本件についてエレナが罪に問われることは、二度とないのだ。

「覚えていろ、ダイキ……！　今回もまた私は敗北してしまったが……次こそは必ず貴様に地面を舐なめさせてやる！」

　亜人たちの喜びの声が響きわたる中、キケロはおぞましい顔を手で隠し、法廷を後にしようとする。

　しかし大樹はそれを許さなかった。

「待て、キケロ……。まだ終わっちゃいないぜ」

「なに……？」

　男は片目の潰れた顔で睨にらみ付ける。

「判決を最後まで聞いていけとでも言うつもりか？　残念ながら、そんな判決内容など私には興味がない！　次の公判準備に取り掛からせてもらう！」

「そんな必要はない。まだ終わっちゃいないが──もう終わってるんだからな！」

　意味深な大樹の問いかけに、キケロは舌打ちをする。

「悪いが、くだらない謎かけに付き合っている暇はない」

「だったら思い出してもらうぜ。前回の法廷でおまえが言ったこと、そして俺が言ったことをな……！」

「なんだと……？」

　大樹は机の上の異世界六法を開き、そこに書かれてある条文を読み上げる。

「刑事訴訟法２４７条。『公訴は、検察官がこれを行う』──。おまえが読み上げた条文だ。そしておまえはこうも言った。刑事訴訟の公訴を提起できる権限を持つのは検察官だけだとな」

「ああ、言った。だがそのくらい常識だろう。それがどうしたというのだ」

「そして俺はこう言った。……俺はこの街の誰よりも上う手まく法律を使うことができるとな！」

　超満員の傍聴席にざわめきが起きた。

　今ここにいる観衆のほとんどは前回の裁判も傍聴している。そのときに行われた大樹とキケロのやりとりを思い出したに違いない。

「キケロ！　おまえはすべての条文を完璧に暗記しているようだからな！　思い出させてやる！　刑事訴訟法第２６２条にはなんと書いてあった！」

「まさかっ……！」

　火傷やけどでただれた醜い顔に緊張が走る。

　男は決定的な何かを記憶の底から手た繰ぐりだしたようだ。

　大樹はさらに言葉を続ける。

「公訴の提起ができるのは検察官だけ──このことは当然だ。だが、これには唯一の例外がある！　それが第２６２条だ！　これに基づけば検察官でなくても、誰だって刑事訴訟の公訴を提起できる。もちろん俺にだってな！」

　一般市民がどれだけ犯罪者の処分を望んだとしても、検察官が起訴しなければ犯罪者が法廷に立たされることはない。公訴を提起できる権限は、検察官の専属だからだ。

　しかし刑事訴訟法第２６２条は、検察官が公訴を提起しない場合であっても被疑者を起訴できる例外的な犯罪があることを規定している。

　その例外的な犯罪名の一つ──法律を知らない者にとっては少々聞き慣れない罪名を、大樹は声高に叫んだ。

「刑法第１９４条！　特別公務員職権濫用罪だ！」

　初めて耳にする罪名に、傍聴席はざわつく。

　そんな犯罪で起訴された例など、彼らは生まれてこの方、一度も見たことも聞いたことがなかったからだ。

「特別公務員職権濫用罪──検察官がその職権を濫用して人を逮捕するという犯罪だ。これには決定的な欠点がある」

　大樹は音を立てて机を叩いた。

「罪を犯した検察官が、自分たちの仲間によって起訴されることなどまずないってことだ！　だからこれに関しては、俺たち一般人でも裁判所に公訴の提起を請求することができる。それが刑事訴訟法第２６２条の規定だ！」

　そう大樹は宣言した。

「検察官が起訴される……じゃぁ、この裁判で検察役をやるのは誰か……。その答えは刑事訴訟法第２６８条に書かれている。──裁判所の指定した弁護士が検察官の職務を行うとな。……つまりだ！」

　キケロの醜くただれた顔に、大樹は指を突きつけた。

「エレナちゃんを罠に嵌めて不当に逮捕したおまえを、特別公務員職権濫用罪で起訴する！　──検察官はこの俺、七なな階かい堂どう大樹だ！」

「うぅぅっ……ぐぅぅっ!!」

　キケロは法廷から逃げ出そうと試みる。

　しかし彼の下半身にはあっという間に緑色のスライムがまとわりつき、彼の身体を完全に取り押さえてしまった。

「さぁ……ここからは裁判の延長戦だ。検察官席を開けてもらうぜ。おまえが立つ場所はそこじゃない。おまえがいるべきは今エレナちゃんが立っている場所──被告人席だ！」

「ちくしょうっ……おのれっ！　弁護士バリスターダイキめっ！」

　キケロは粘っこいゼリーに両足を摑つかまれたまま、被告人席にずるずると引きずられていく。

　彼が犯した罪の全容は、すでに明らかになっている。

　証拠調べの必要はない。

　簡単な手続きと判決の言い渡しだけで裁判は終了することだろう。

　裁判の後、キケロは牢獄に入れられることになる。

　彼の検察官としての輝かしい人生は、ここに終了したのだ。













エピローグ












　大だい樹きの弁護と亜人たちの協力により、無事にエレナは無罪放免となった。

　彼女の裁判の後は、その場でキケロの裁判が始まり、彼は七年の懲役を言い渡された。

　不老不死のエルフにしてみれば、七年などという月日は振り返ればなんということのない期間かもしれない。しかしエリート街道を突き進み、首都の本部長の座にもう少しで手が届きそうだった彼は、検察官の職を追われることとなった。

　人生の目的を奪われてしまったという社会的制裁は彼にとっては十分に重いものであったと言える。

　なお、キケロの裁判における被告人質問で明らかになったことがあった。

　ユワワの日記を使ってエレナが新月の夜に出かけていることを知った彼は、シリヨーズの使い魔を使ってアジトの場所と合い言葉を確認した後、『虚偽の映像を作り出す聖遺石レリクス』を使って亜人に変装して亜人党アッゲルの集会に潜入していたらしいのだ。

　つまりクーデターは、キケロに筒抜けだったのである。

　そのためエレナが夜中に裁判所に忍び込むことも、キケロは知っていた。だからこそ用意周到な罠わなを張ることができたのだ。

　そしてキケロは有罪となったが、それは同時に別の問題も生み出した。

　今回の一連の事件のせいで、亜人党アッゲルの存在が明るみになってしまったのだ。

　こうなってはのんびりしている場合ではない。キケロの裁判の最中に、リコッテやザグトーバたちは裁判所を抜け出し、さっさとアジトを潰つぶして証拠を隠滅してしまった。

　これで彼らが内乱予備罪で起訴される事態はなくなったが、同時にクーデターの目も潰されてしまったのである。

　六年かけて行ってきた彼らの活動は、いったん停止することになった。

　だがこれで良かったのだと大樹は思っている。




　それから数日が過ぎ──。

　大樹は弁護活動で大忙しの毎日である。キケロによって投獄された亜人たちの再審請求に追われている。

　エレナは除霊のお仕事をしながら、庭の畑でお野菜を育てる日々。

　そしてユワワはいつものように、楽しく遊んでいる。




「ねぇねぇ、エレナしゃまー。クッキーとビスケットってどう違うんですにー？」

「さぁねぇ、硬いのがビスケットで柔らかいのがクッキーなんじゃないのかなぁ」

　汗ばむようなぽかぽか陽気の中、エレナは庭の端で鍬くわを振るっていた。

　大樹が神殿に居候するようになって、食べ物の消費量が一気に増えてしまったので、今までの小さな畑ではまかない切れなくなっていたのだ。

　今日は日曜日なので、裁判所はお休みである。シリヨーズの使い魔にやられて未いまだ傷の癒えない大樹も、できる範囲で彼女と一緒に畑を耕していた。

「ダイキしゃまはクッキーとビスケットどっちが好き？　スコーンの方が好き？」

　鍬を振るい続ける大樹の肩の上で、ユワワは足をぷらぷらさせている。

「うーん。俺はドーナツが好きなんだけど、この世界にある？　ふわふわのクッキーみたいなのを油で揚げて砂糖をまぶしたお菓子なんだけど」

「なんですにー!?　そんなの食べたことないですにー!?　ダイキしゃまばっかりずるいですにー！　ユワワもダイキしゃまのいた国に連れてってほしいですにー！」

「って言われてもなぁ、連れてってやりたいのはやまやまだけど、ちょっと難しいかなぁ……」

　エレナの奇跡セルラによる召喚は一方通行の片道切符だ。ユワワを連れていくどころか、大樹自身も二度と日本には戻ることができない。

　エルフの少女に拾ってもらった命で、大樹はこの世界で二度目の人生を送り、そしてこの地に骨を埋うずめるのだ。

「ドーナツって、わたし聞いたことがありますよ。首都で流は行やってるらしいです。お菓子なのに油で揚げるなんて、すごい発想ですよね」

「首都かー。最高裁判所のあるところだね」

　首都の最高裁サーバーには、日本の裁判所のデータが入っている。そのため大樹は何度も裁判に勝つことができた。

　一度お礼を言いに行きたいくらいである。

「キケロも行きたがってたし、首都は裁判が盛んなのかなぁ……。そっちに住んでる亜人たちは大丈夫かなぁ」

　亜人が人間によって虐げられるこの世界のルールをいつかはひっくり返さなければならない。

　そのためにいずれは首都に乗り込む必要がある。

　大樹はそう思っている。

　しかし今やるべきはこのコンディメンデウスの亜人たちを救うことだ。

　まだまだ地に足のついた活動をしなければならない。

「それにしても、キケロはどうしてエレナちゃんを無期懲役にしようとしたんだろ？　上う手まくいったら首都に栄転できたんでしょ？」

「どうしてでしょう。法務大臣とそう約束したっておっしゃってましたけど……」

　キケロは亜人党アッゲルの計画を知っていた。

　その気になれば、クーデターを起こそうとする亜人を一網打尽にすることもできたのだ。

　しかし彼はそれをしようとはしなかった。

　エレナ一人にターゲットを絞り、彼女に無期刑を科そうとしたのだ。

（何か計画があったのか？　それとも……）

　あるいは計画は始まったばかりなのかもしれない。

　とにかく、国家という巨大な組織が、美しいエルフの巫み女こを狙っていることだけは確かだ。

（幸いこの世界は暴力が支配するような野蛮な世界じゃない。法律の知識でエレナちゃんを守ることはできる。しっかりとこの子の盾にならないとな！）

　大樹は鍬を大地に深く突き刺した。

「あいててて……腰が痛くなってきた……」

「ふふふっ、ダイキさんってば、おじさんみたい！」

　少女は目を細める。

　しっとりと汗をかいた真っ白な肌は、太陽に照らされてキラキラと輝いていた。

「エレナちゃん、またキケロみたいなのが現れるかもしれないけど、心配しないでいいからね」

「あっ……はい。それはまたどうしてでしょう？」

「俺が君を守るから」

「えっ!?　えっえっ!?　そんな……あの……そのっ、はいっ……！」

　金髪から突き出した長い耳が、ほんのりとピンク色に染まっている。

　照れ隠しのつもりなのか、エレナは鍬を地面に何度も突き立てる。

　そして背中を向けて小さな声でつぶやいた。

「これからもわたしのそばにいてくださると……嬉うれしいです」




「エレナさま、いらっしゃいますかー？　郵便でーす」

　玄関の方から声がする。届けもののようだ。

　エレナはタオルで汗を拭ぬぐい、玄関に向かう。

　そしてしばらく経ってから、一通の手紙を手に、大樹のもとに戻ってきた。

「エレナちゃんにお手紙？　誰だろ。ザグトーバさんかな？」

　畑を耕しながら大樹が思いつきでしゃべると、エレナは不審そうな顔で近づいてくる。

「それがわたし宛の手紙じゃないんです」

「ってことはユワワか。こいつんとこにも手紙なんか来るんだね」

「それがユワワ宛でも……」

「じゃぁ、誰？」

　大樹は手を止めて、封筒に視線を送る。

　するとその宛て先には思わぬ名前が書いてあった。

「弁護士バリスターダイキ様……!?　俺宛の手紙かよっ！」

　封筒を裏返すと、差出人欄には『ディロイガ』と書かれていた。

「ディロイガ……？　誰、この人」

　エレナは眉まゆをひそめたまま、口を開く。

「それが……首都にいる法務大臣です」

「はぁぁぁっ!?　大臣さまが俺になんの用だよ！　ってか、この国の法務大臣ってどんな人なの？」

「わたしも詳しいことは知りませんが」と前置きしてから、エレナは顔を上げた。







「三十年前に、この国に法制度を施行した人物です」





次巻に続く　　　











































作中で語られている法律の解説　監修：弁護士 中村孝子（東京弁護士会）





■基本的な用語について

▼六法全書とは

六法全書という言葉を聞いたことがない人はいないだろう。そしてそれがどういうものかと聞かれた場合、多くの人はこう答えるはずだ。「法律が記載されている書物なのでは？」もちろん正解だ。日本国民に対するルール、つまり小さい文字で小難しい法律がたくさん記載してある、分厚い書物、それが六法全書である。

▼六法とは

では「六法」とはなんだろう。それは日本には数千もの法律が存在するが、その基本となる六つの法のことだ。憲法、民法、刑法、商法、民事訴訟法、刑事訴訟法。この六つをあわせて六法という。憲法はすべての法律の頂点に立つ法。取引のルールを定めたのが民法と商法。犯罪について定めたのが刑法。そして裁判上のルールを定めたのが民事訴訟法と刑事訴訟法だ。いわば憲法がラスボスで、残りの五つが四天王的な存在だと思っていただければよい。この六法をピラミッドの頂点に、道路交通法や公職選挙法などのニュースで聞くようなたくさんの法律が六法全書には載っている。そんなイメージだ。

▼弁護士と六法

「弁護士って六法を暗記してるんでしょ？」という質問がよく聞かれる。この答えはＮＯだ。作中に登場した検察官のキケロは六法をすべて暗記しているようだったが、現実にはそんな弁護士は存在しない。もっともこれは弁護士がサボっているわけではない。六法のページを開けば書いてあることをわざわざ覚えておく必要は全くないからだ。弁護士の仕事は、法律を理解し、そして使いこなすこと。法律という素材を調理する料理人、それが弁護士なのだ。




■罪刑法定主義

▼六法はルールブック

作中でキケロは以下のように語る。「他人の財物を窃取した者は窃盗罪──第２３５条にはそう書かれている。それを屁理屈でねじ曲げていたら、社会はめちゃめちゃになってしまうではないか！　六法はスポーツのルールブックと同じだ。スリーアウトでチェンジ、これは絶対なのだ。ツーアウトでチェンジの方が妥当？　たまにはフォーアウトでチェンジにすべき？　選手の勝手な言い分を認めていては、試合が成立しないではないか!!」これは『罪刑法定主義』というルールのことを言っている。刑法でもっとも重要な原則の一つだ。これがどういう意味か──。それは時代劇の大名行列の光景を思いだしていただくのが一番わかりやすいだろう。街を大名行列が通る時、町民たちは通りの端で地面に額を擦りつけ、ただじっとしている。これはなぜだろうか。理由は簡単である。「何をすれば処罰されるかがわからない」からだ。もしも大名に無礼を働けば、町人たちはその場で切り捨てられてしまう。しかし何が無礼にあたるのかはわからない。すべては権力者の胸三寸である。そのため彼らは地にひれ伏し、息を殺して大名行列が通りすぎるのを待つ以外にないのだ。このように、かつては「何をすれば罰せられ、そして処罰されるのかが不明確」であった。しかしこれでは国民の人権が守られないことは当然だ。そこで「何をすれば罪になり、そして処罰されるのか」が明確にされた。それが刑法である。つまりキケロの言っている「ルールブック論」。それ自体は何一つ間違ってはいないのだ。

▼解釈の必要性

しかし、この世で起こりうるあらゆるパターンの犯罪を、漏れなく刑法典に載せることなどできるはずがない。そこで刑法典の言葉はある程度抽象的なものとなってくる。その意味を解釈するのが裁判の役割だ。たとえば刑法第２０８条の暴行罪。ここでは、「人に暴行を加えた場合は処罰する」と規定してあるが、「暴行」の意味はいささか不明確である。そこで「暴行」とは、『人の身体に対し、不法な攻撃を加えること』を言うと裁判所では解釈した。これは作中で大樹が語っていた通りである。

▼キケロの主張について

すなわち大樹の言う通り、「キケロの意見は問違っちゃいない。……だけど足りてもいない」のである。屁理屈でねじ曲げることは認められないが、理屈でその内容を解釈しなければならないのだ。




■盗犯等防止法

聖遺石レリウスを大樹たちに盗まれそうになった時に、シリヨーズが紹介した法律である。正式名称は少々長く、「盗犯等ノ防止及処分ニ関スル法律」という。

▼日本における正当防衛

正当防衛という言葉は法律になじみのない方でもよくご存じだと思う。平たく言えば、「暴漢に襲われた場合は、反撃しても犯罪とはみなされない」というルールである。人に暴力を加えることは犯罪だ。しかし見ず知らずの相手から一方的に攻撃されているのに、それに反撃をすることも犯罪にされてしまってはたまらない。自分の身を自分で守ることは、「正当防衛」として法律上許されているのだ。これは刑法第36条に規定されている。アメリカは「自分の身は自分で守る」という意識が強いため、裁判で正当防衛は認められやすい。しかし日本は平和な国だ。そのため正当防衛はなかなか認められないのが現実だ。相手が素手で殴ってきたら、素手で反撃しなければならない。金属バットで反撃すれば「過剰防衛」──。つまり「やりすぎ」だとして処罰されてしまう。すなわち法は、悪人に対する反撃も「必要最小限度」のものでなければならないと規定しているのだ。しかしこのことを不合理だと感じる人も少なくないだろう。家に勝手に上がり込んできている強盗に対し、気を使って反撃をしなければならない道理はない。そこで、犯人に対する正当防衛を広く認めるために定められたのが、この法律である。

▼ただしご注意を…

シリヨーズの言う通り、本法によれば「盗犯を防止」するためであれば、たとえ相手を殺してしまったとしても正当防衛が成立する。合法的に人殺しをすることができるのだ……！　だからといって、日本でシリヨーズの真似をすることは「決して」ならない。なぜならシリヨーズは、自分が検察官であることを利用して、証拠を揉み消すことを前提として行っているからだ。もしも日本で彼女と同じことをしたならば、現場に残された証拠から殺意を認定されてしまう。法律を悪用して殺人を行っても、日本では正当防衛は認められる余地はない。




■違法収集証拠の排除法則

アレンの裁判で、キケロの提出した証拠はすべて「ないもの」として扱われてしまった。彼が提出した証拠は、法律を無視して集められたものだったからだ。荒唐無稽な話のように思えるが、これは確立した法理論である。なぜこのような法理論が認められるに至ったか。これもさきほどと同様に、昔の日本を連想すればすぐにわかるはずだ。江戸時代……いや、そこまで遡さかのぼらなくてもいい。戦前の日本では、容疑者に対する拷問が平気で行われていた。「証拠さえ集めることが出来れば、どんな手段をとっても構わない」となると、国家権力というものは簡単に人権を無視してしまう。大樹の言う通り、体制とは怪物リヴァイアサンなのだ。だからそういった違法な捜査を抑止するために、「違法な手段で集められた証拠は裁判上ではなかったことにする」という法理論が出来あがった。これが「違法収集証拠の排除法則」である。

▼現在の日本での適用状況

もっとも、証拠の収集方法にわずかな違法があったからといって、それを排除してしまっては、かえって真犯人を野放しにしてしまうことになりかねない。そこで、『違法の程度が極めて重大で、それを認めては将来的にみて違法捜査を抑止できないと考えられるようなものに限って、証拠から排除される』と、最高裁は判断している。もっともキケロほどにモラルの低い検察官や警察官は戦後の日本にはいない。そこで裁判上、当理論によって裁判から証拠が排除されたことは極めて少ない。裁判で違法捜査が問題になった例はいくつもあるが、違法の程度が軽微であるとして、証拠採用されているケースがほとんどである。




■任意と強制の違い

大樹が傍聴に行った帰り道に使った法律知識は現代日本でも極めて有用なものだ。ユニコンヘッドの女性が検察官に詰め寄られていた際に、大樹が言った一言──「それは任意か強制かと俺は聞いているんだ」──という台詞である。「違法収集証拠の排除法則」のところでも述べたが、公務員による自由な捜査を認めては、絶対に人権は保障されない。だから警察官や検察官が捜査をする際は、「必ず」法律上の根拠が必要となるのだ。これには例外はない。法律上の根拠なしに、警察官が職務を行うことは絶対にできないのだ。たとえば自転車に乗っていると警察官に呼び止められて、車両ナンバーを聞かれたりすることがあるが、これだって法律上の根拠がある。作中で大樹が言っていたように、刑事訴訟法第１９７条１項だ。そこには、「捜査活動についてはその目的を達するために必要な取調べをすることができる」と書かれている。そして同条文の後半にはこうも書かれている。「ただし強制の処分は、刑訴法に特別の規定のある場合でなければすることができない」少々難しい内容だが、これを合わせて読むと、以下のような意味になる。「警察官が捜査をする場合、市民の許可があるなら自由に行っていいが、許可がないなら、令状なりなんなりのちゃんとしたものが必要となる」つまり警察官に呼び止められて質問をされても、「許可」する必要がないと思えば、捜査に強力しなくていいのだ。自転車の車両ナンバーを答える必要はないし、鞄の中を見せる必要もない。さらに言えば、呼び止められても立ち止まる必要すらない。警察官はやたらとエラそうな態度をとる人が多いので、「ちょっと止まれ」なんて言われると我々市民はつい萎縮してしまう。

しかし何もビビる必要はない。作中の大樹のように毅然とした態度で、「それは任意か強制か？」と問うだけでいい。彼らはすごすごと立ち去るはずだ。もっとも……これはこちらが何の落ち度もない場合の話だ。本屋で万引きして逃走している最中に警察に呼び止められた場合──。これは「捜査」ではなく「逮捕」だ。刑事訴訟法第２１２条という根拠に基づいて現行犯逮捕されてしまうのでご注意を。「それは任意か強制か!?」と決め台詞を吐いたところで、「強制だ」と言われるのがオチである。




■「暴行」の意義

「暴行罪」というと、人を殴って怪我をさせる犯罪のように思える。しかし怪我をさせてしまった場合は、暴行罪の一段上の罪、「傷害罪」となってしまう。そこで「暴行」とは、身体に対する危険性がある行為を広く指すものだと現在では解釈されている。大樹の言うように『人の身体に対し、不法な攻撃を加え』た場合、広く暴行罪が適用される。ちなみに作中で大樹やリコッテが酔っぱらいにされた行為に関しては裁判例がある。「人に塩をかけた行為」（福岡高裁昭和46年10月11日）。「人を驚かす目的で、足元に向かって投石した行為」（東京高裁昭和25年６月10日）。共に暴行罪が成立している。他にも変わった例では「他人が手に持っている空き缶を蹴る」「拡声器を使って耳元で大声を出す」「狭い部屋で日本刀を振り回す」などの行為も暴行罪にあたるとされている。つまり、他人の身体に向かってちょっかいを出す行為は犯罪となる可能性があるのだ。小学生だったら許されるようなことも、大の大人がやると犯罪になる。重々気をつけていただきたい。




■内乱罪

エレナの母が犯した罪、内乱罪。これはクーデターを犯した者に科される犯罪だ。刑法典には、罰金で済むような軽いものから、死刑を科すことのできる重いものまで様々な罪が規定されている。だがそのほとんどの罪には、科される刑罰に幅がある。たとえば殺人罪の場合、「５年以上20年以下の懲役、または無期懲役、または死刑」と、かなり幅がある。そんな中で、もっとも重い刑罰を定めた罪の一つが、内乱罪である。内乱の首謀者には、無期禁固または死刑が科されるのだ。クーデターを起こして国家を転覆させようとしたのだから、重いのも当然だろう。だが、刑法典にはこれよりも重い罪が規定されている。それは「外患誘致罪」である。

聞き慣れない言葉だが、これは外国と連絡を取り合って、日本に対して戦争を仕掛けた者に科される罪である。自分たちの力でクーデターを起こす内乱よりも、外患誘致罪の方が遥かに悪質なのは言うまでもない。海外の軍隊を率いて日本を戦火に巻き込もうと言うのだから。この罪を犯した者に科される刑はたった一つ。「死刑」のみである。情状酌量の余地はない。読者のみなさまも、間違っても外国と連絡を取り合って日本に戦争を仕掛けるような真似をしないように注意していただきたい。
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